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       ショカツの恋

 
  
１




　男の子だったら誰しも一度は「おまわりさんになりたい」と考えたことがあるに違いない。

 　女の子が「お嫁さんになりたい」と望むのと同じくらい自然に。

 　僕・城崎きざき大輔だいすけも例外ではなく、幼稚園の卒園文集ではしっかり書いた。

　ただちょっと違っていたのは「おまわりさん」ではなくその頃から目標が刑事だったことだ。

　「けいじになってわるいやつをやっつけたい」そう書かれた文章はまだ母が大事にとっている。多分その頃流行っていた刑事ものか変身ヒーローもののＴＶに影響されたんだろう。

　その後、色々あって一時グレていた僕は高校に入ったとき、小さい頃の夢をかなえようと決心した。

　さらに色々あって、今、やっと僕は刑事への登竜門にさしかかったところだ。

　高校を出て警察学校に入学したときからすでに五年が過ぎていた。

　卒業して国立警察署の地域課に配属され、交番勤務が三年。

　刑事任用試験に合格し、再び警察学校へ戻っての座学が一ヵ月。

　いよいよ明日から僕は一ヵ月間の実務研修に挑む。

　研修後の面接で合否が決定するが、もちろんその前の研修でいい成績、というか、刑事に向いているということをアピールしなくてはだめだ。

　僕は遠足の前の子供のようにその晩は眠れなかった。







　実務研修に派遣されるのが六本木署と決まったとき、僕はちょっと嬉しかった。

　卒配で三年間過ごした国立は文教地区で、「残念ながら」などと言うとヒンシュクを買うかもしれないが凶悪事件からは程遠かった。どうせ刑事になるのなら、毎日事件が起こる盛り場の所轄署に配属されたいと思っている。

　それに六本木は盛り場だけでなくお洒落で国際色豊かな街だ。必死で頭に叩き込んだ英語も役に立つ。

　僕は張り切って警察署内の寮に泊まれるよう申し込んだ。

　四六時中勤務に励み、やる気を見せて良い評価を貰いたいという気持ちもある。

　こうして僕が身の回りの僅かなものとともに六本木署にやってきたのは、まだ夏の残る九月半ばのことだった。
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　六本木署は六本木の交叉点から西麻布のほうへと下っていったところにある。五階建ての飾り気のないコンクリートの塊だ。

　最近建て直された秋葉原署などはまるでホテルのような外観なのだが。

　緊急招集に対応できるよう、警察署内には独身寮が必ずある。

　六本木署の五階にもあって、僕はそこの一部屋に荷物を運び込んだ。

　四畳半に押入れ、風呂・トイレは共同で、小さなコンロのついた給湯所はあるものの台所はない。

　こちらも新しく建て直された所轄署だと、ワンルームマンションなみに設備が整っているのだが、まあ仕方がない。

　ここが一ヵ月間の僕の根城だ。

　正式な研修は明日からだが僕は荷物を解くとまず紺色のリクルートスーツを着込み、ネクタイを締めた。

　そしてジャケットの下にはホルスターと貸与たいよされたばかりの拳銃も。

　そんな格好をしたのは明日からの研修に備え、自分にカツを入れるためだ。

　巡査として地域課に勤務していたときは、毎日拳銃を携帯していたから拳銃をホルダーに入れることに今さら感激はない。

　でもスーツに拳銃というのに僕は憧れていた。

　当然ＴＶの刑事ものドラマのせいだ。警官の制服にホルダーもカッコいいが、やはりスーツの下に拳銃を隠し持っているなんて数倍もカッコいい。

　僕は鏡の前で斜に構え、手を前立ての合わせから差し込んで抜く真似をしてみた。

　もう何度となく練習している。

　警察学校では、こんなガンマンのような訓練はない。ゆっくり取り出してきちんと構え、狙いを定めて撃つ。流れ弾が一般の人に当たったらたいへんだから当たり前の話だ。

　でも僕は射撃にはちょっと自信がある。警察学校の射撃訓練で教官を感心させたこともあるのだ。それは３・０という視力のせいだ。

　教官は「動体視力もいいんだからこのまま学校に残ってオリンピックを目指さないか」と誘ってくれたが、もちろん断った。

　射撃訓練は嫌いじゃないけど、悪人を捕まえるための補助的なもので、最終目標は刑事なのだから。

　繰り返し鏡の前でポーズを取っていると、急に扉を叩く音がした。

「どなたですか」

　僕はそのまま扉の前へ行って開けてみた。

　狭い寮の廊下に立っていたのは僕よりも頭一つほども高い男だった。

　Ｙシャツは分厚い胸の前ではち切れそうだ。チャコールグレイのスーツは皺もなく、長い手足にぴったりと合っている。けれどネクタイのノットは緩み、少しばかり曲がっていた。

　靴は分厚い革製の支給靴だ。

　僕は目の高さからさっと視線を落とし、以上のことを見て取る。数秒で相手の服装背丈・人相を見極めるのは警官の基本だ。

　次に首を反らして顔を見るため上へと視線をやった。

　男は片手を扉にかけ、じっと僕を見下ろしていた。

　短く切った髪は櫛の分け目が通っておらず、少し乱れている。

　太い眉にその下の三白眼はかなり迫力がある。鼻梁は太くて高く、まっすぐだ。

　唇は引き締まっているが分厚く、顎も角張っている。

　ここが警察の寮でなければマルＢ、つまりヤッチャンかと思わせるような風貌だ。

　なかなか男前なのだが典型的な二枚目とは言えず、ＴＶドラマだったら主人公を食いかねない個性的脇役か？　

　年齢は……そうだな、迫力満点だけれどよく見ると若い。

「研修生だろう？」

　男は僕をすがめで値踏みするように見た。

「さっき、うちの課長が階段で見かけたんだ。すぐ顔を出せとよ」

　見た目と同じで声も威圧的だ。喉の奥から搾り出すように太くて低い。「うちの課長」と言ったところから見ても、外見から見ても刑事に間違いない。

　となると僕の先輩ってことだ。

　「はい」

　さっと直立不動の体勢を取り、僕は返事をする。

　研修は明日からだが、刑事課にお世話になるなら今日にでも挨拶はしたほうがいい。それも呼ばれたのならすぐに。

　僕は入り口の靴箱に手を突っ込んだ。

　目の前の男が支給靴を履いていることを思い出し、僕も支給靴にした。

　刑事たるもの、いつでもどこでも任務に就けるようにすべきだ。

　男は僕が靴を掃き終わるのも待たず大股で廊下を歩き出す。僕は転びそうになりながらそのあとを追った。

　階段で追いついて、「どこへ行くんですか」と一応尋ねてみた。

「刑事課に決まってるだろう」

　男の行った先は二階だった。

　刑事課と札の出ている部屋は僕のいた国立署の刑事課よりずっと広い。所属する刑事の机がおよそ四十ほども並んでいる。

　国立署と同じなのは、綺麗に整理された机と書類が落っこちそうなぐらい積み上がっている机が混在しているところか。

　一番奥の課長席には制服姿の中年男性が座っていた。

　胸の階級章は警部だ。

　五十ぐらいだろうか、髪にはかなり白いものが混じっていて、黒縁の眼鏡をかけている。四角い額に哀しそうな下がり眼をしていて、顎は尖って細い。

　どこかで見たような顔だな、と思った途端、高校の教頭先生が頭に浮かんだ。

　中間管理職の悲哀で胃を悪くし、休職したんだっけ……痩せてて「ガイコツ」と呼ばれてて……。

　この課長も苦労性なのかな、などと考えていると隣の男が声を掛ける。

「課長、連れてきました」

　ぶっきらぼうに課長に伝えると、さっさとまた刑事部屋から出ていく。

「ユキ、ちょっと待った」

　課長は席から立上がると男を呼び止める。

　ユキと呼ばれた男は渋々引き返してくる。

　ユキ、だって？　なんか可愛い。

　見た目とまるでかけ離れた呼び名に僕はちょっと噴き出しそうになっていた。男は僕がニヤついていると勘違いしたのか、ひどく険悪な顔でこちらを睨み、さらに課長も睨んだ。

「なんですか、おれはこれから地取りに出かけたいんで」

「じゃあちょうどいい、彼を連れて行ってくれ」

「彼」とは、と僕は辺りを見回したが該当者は自分しかいない。

　課長は少し哀しげに僕に微笑んだ。

「君、しろさきだいすけ君、だったね」

「キザキ、です」

　僕は訂正したがそのまま課長は続ける。

「普通、研修生は盗犯係に指導をお願いするんだが、実は強行犯係の手が足りなくってね。君の指導は強行犯の由岐中ゆきなか主任にお願いしようと思っているんだ」

　大島課長の目はユキと呼んだ男に注がれている。

「いいね、ユキ」

　つまり「ユキ」とは「由岐中主任」の愛称で、強行犯係で、そしてこの男のことで、さらに僕の指導刑事に任命されているわけで……。

　一瞬のうちにそんな考えが僕の頭を過ぎる。

　だが「よろしくお願いします」と僕が言う前に、由岐中主任はきっぱりと課長に否定的見解を述べた。

「冗談じゃない、課長」

　由岐中主任は上体を屈めて両手を机につくと、肩越しに僕を見る。

「研修生のお守りなんておれはできませんよ。それぐらいなら一人で廻ったほうがいい」

　すると課長は冷静に応えた。

「いいか、ユキ、当分の間、欠員の補充は来ない。すでに二人が合同捜査班に手を取られている。そしてイソの椎間板ヘルニアは重症だ。あと最低二ヵ月は入院が必要だそうだ。研修生でも猫の手よりはマシだろう」

　警察は常に人手不足だ。公務中の病気や怪我で休職する人は多い。要するに強行犯捜査係は人手不足なのだ。

　にしたって「猫の手」はないだろうっつーのに。

　すると由岐中主任はもっとひどいことを言った。

「猫の手でもこんな仔猫ではね」

「それでも手は二本あるんだ」

　うわー、課長が一番ひどい。

　課長は由岐中主任がしぶしぶうなずいたのを確認し、僕のほうへと手を差し出す。

「しろさき君、刑事課長の大島直人だ。うちで実務研修に励み、優秀な刑事になってくれたまえ」

　僕はさっと敬礼してから手を取った。

「キザキです」と訂正したいのを我慢して。

　大島課長は僕の手を握ったまま顎で由岐中主任を指した。

　「由岐中ゆきなか助たすく警部補、強行犯主任だ。君の指導刑事になる」

　警部補！　

　どうみても三十そこそこにしか見えないのに！　スピード出世なんだ！

　反射的に空いたもう片方の手で敬礼する。

　握手と敬礼、同時にやると全然カッコよくない。

「あっ、失礼しました！」

　すると由岐中主任は初めて目を和ませ、今までのド迫力がやわらいでふいに温かなお兄さんという表情になった。

「しろさきだいすけ君といったな、堅苦しいのは抜きだ」

「あの、キザキです」

　僕は握手の手を離すと由岐中主任に向き直った。

「ふうん、呼び方ってのは難しいな。

　『たすく』って『助ける』って字なんで、おれはよく『ゆき・なかすけ』って初対面の人には呼ばれるからな」

　僕は噴き出し、大島課長は安心したように席についた。

「頼むぞ、ユキ、一人前にしてやれよ」

「まあ、拝命とあらば仕方ないでしょう」

　それでも由岐中主任は僕に「じゃあ、ダイスケでいいな」と言い渡す。

「結構です、主任、なんとでも呼んで下さい」

　言い終わるときには由岐中主任はもう刑事部屋から半分出ていた。

　僕は慌てて後を追う。

　階段を降りながら「おれのほうも主任じゃなくて名前でいいぞ」と由岐中主任は僕を振り返る。

「名前、ですか……」

　まさか僕が「ユキ」とは呼べない。だからといって普段はともかく「由岐中さん」では緊急時には言いづらい。舌を噛みそうだ。

「名前より『先輩』ではどうでしょうか」

「いいだろう」

　続けて僕の顔をじろじろと眺める。

「まさか……髪は染めてやしないよな？」

「はい、自毛です。正真正銘の天然！」

　僕の父親譲りの少し赤みがかった毛は、どこでも最初は物議をかもすのだ。警察学校に入学したときは「ヤンキーあがりか」と言われたし。

　だがその次はそれよりもっと悪かった。

　由岐中さんは階段を降りながら唸った。

　「最初に見たときはまさかハーフの女の子かとたまげたんだが……そんなわけ、ないよな」

　同じように批評されたことは今までもあったけど、職場の上司、しかも警察という職場ではまったく頼りにならないと言われたようで気分が悪い。

　僕はちょっと語気を強めて「生粋かつ正真正銘の日本男児です」と答えた。

「証拠を見せましょうか？」

　バカか、と由岐中さんが吼える。

「お前のナニを確認する気はない！」

「ええっ、あの、運転免許証を見せるつもりだったんですけど」

　すると由岐中さんは大きく階段を踏み外した。

　いけない、先輩にくちごたえするなんて。

　僕は慌てて謝る。

「すみません、やっぱ、まずいですよね。黒く染めましょうか？」

　すでに一階についていた由岐中さんは「もういい」と手を振った。

「どこへ行くんですか」と尋ねる間もなくそのまま大股で玄関へと向かう。さっき「地取り」と言っていたから、これからすぐに職務につくのだと僕も緊張してきた。

　受付の前を猛スピードで通過しつつあった由岐中さんの足が不意に止まった。

　受付のぽっちゃりとした若い婦警さんが目を丸くしているのに気づいたのだ。

　親指を反らして僕を指す。

「実務研修生だ、宜しくな」

　婦警さんの口が「ウッソー」と形取った。

「城崎大輔です」

　僕が敬礼すると婦警さんは今度は「ヤッダー」の口をした。

「もう、変身ヒーローみたいですね！」

　はあ？　と由岐中さんは首を傾げる。

「ほら、なんとかレンジャーって子供向けのであるんですよぉ、最近はイメケンの宝庫なんですってば」

　なんとかレンジャーに出てくる人みたい、と言われたことは前の国立署でもしょっちゅうだった。ただ、いわゆる主役級の「レッド」ではなく、女性の定位置である「ピンク」に似ている、と指摘されることのほうが多く、僕にとってはあんまり誉め言葉にはならなかったのだ。

　由岐中さんはじろじろと僕の顔を眺めた。

「ふうん、最近はこういう優男が流行りなんだな」

　僕の反論も待たず、再び大股で歩き始めた。

　僕は追いついて並ぶと「地取りってなんのですか」と尋ねた。

「ああ、よその事件なんだが、アカイヌでな」

　警察の隠語で、「放火」のことだ。

　放火は江戸時代から殺人に匹敵する大犯罪で、強行犯係の担当である、と警察学校では習う。

「『火付け盗賊改め』ってあるだろう？　鬼平はな、強行犯係だったわけだ」と教官が教えてくれた……などと考えている隙に背の高い由岐中さんはすっと前へ出る。

　僕は駅伝選手のように必死でまた併走した。







　目的地は六本木の交叉点から少し離れたところにある、繁華街の真ん中の薬局だった。クラブや飲食店が入っている雑居ビルの一階だ。

「防犯ビデオはあるかな」

　由岐中さんは店長を呼び出し、尋ねる。

「レジのところに一台。ですが、二十四時間は回してないす」

　店長は警察手帳にびびりながら答えた。

「案内してくれ」

　店長は僕たちをレジに案内する。僕は胸に手を入れ、メモ帳を探った。

　と。

　革のホルスターに指が触れ、僕は固まった。

　いっけね……。

　ＴＶドラマとは違い、私服刑事はやたらと拳銃を携帯はしない。普段は拳銃倉庫に入れて厳重に鍵をかけて仕舞っておくのだ。

　さっき僕は空撃ちの練習をして、そのまま由岐中さんに呼び出されたんだっけ……。

　だがここで「署に戻って置いてきます」などとは言えない。僕は何食わぬ顔でメモ帳を取り出し、書き込み始めた。

　由岐中さんは僕に何一つ説明をしてくれない。

　しかし二人のやり取りで、駐車場に停めてある車への放火がこのところ続いているのだと判った。

　それも店先ではなく、コインパークなので目撃者がいない。

　そして薬用アルコールがその放火に使われており、それで深夜営業の薬局を重点的に訊き込みをしていることも。

　現場に残されたレシートの燃えカスから、チェーン店の一つであるこの店に足を伸ばしたのだった。レシートに打ってある番号でどの店か判る仕組みだ。

　「この店ではないが、今後、薬用アルコールを買いに来た人がいたら連絡を頼む」

　由岐中さんは太い指で頭を掻くと、店主に礼を言って外へ出て行く。

「次だ」

　数歩、歩いたところで由岐中さんは手を胸に当てた。

　掴みだしたのは携帯。

　すわ、呼び出しか、と僕も緊張した。

　由岐中さんは顔をしかめ、「なんだよ」と不機嫌な声を出す。

　どうも署からではなさそうだ。私用なら、と離れようとした僕を由岐中さんの手が捉えた。

「なんだって、もう一度……判った、すぐ行く」

　由岐中さんは僕を引っ張ると走り出した。

「情報提供だ。景品交換所の傍に不審なバンが停まっていると」

「誰からです？」

「信用の置ける奴だ、あいつが言うんだから間違いない」

　後半はほとんど独り語だった。

　パチンコ屋の景品交換所はたいがい一本裏通りに入ったところにある。情報提供者が指摘した交換所もマンションの立ち並んだ閑静な一画にあった。

　僕たちは通りに入るとすぐに電柱の影に隠れて辺りをうかがった。

　駐車場の隣にプレハブの交換所があった。

　その前は事務所などが入っている五階建てのビル。

　隣は瀟洒なマンションでその一階は玄関に大きな三色旗トリコロールの掲げられたフレンチレストランだ。

　だが客用の駐車場は空っぽで不審なバンなど停まっていない。

「バンは……」

　僕が尋ねると由岐中さんは「あそこだ」と声をひそめた。

　次の角に確かに遮光シートの張られたグレイのバンがエンジンをかけたまま停まっている。サイドドアは大きく開け放されている。逃亡犯が駆け込みやすいようにだろうか？

「逃亡し易いよう、開けてるんでしょうか？」

「どうかな……荷物の積み卸しの最中、と言われればそれまでだが……とりあえず、職務質問ショクシツをかけよう」

　だがその言葉が終わらないうちにバンと大きな音がして、景品交換所から毛糸の眼出し帽を被ったジャンパー姿の男が二人、飛び出してきた。
「うわっ、もうやっちまったか」

　由岐中さんは冷静に呟き、走り出した。

　僕はといえば、いきなり強盗の現場に遭遇し、いささか慌てていた。だが現行犯逮捕のお手柄を立ててれば、それは刑事昇任への確実な足がかりになるのだ。

　ここで怯んでは男がすたるってもんだ。

　僕も由岐中さんに遅れること０・１秒で走り出す。

「おいっ」

　由岐中さんが叫び、男たちはこちらを向いた。

　手にしていた鞄を放り出すとなんと一目散に逃げ出す。

　僕より五歩ほどリードしていた由岐中さんが一人に追いつき、肩に手をかける。次の瞬間男は宙に舞い、僕の目の前に落ちてきた。

「うわっ」と僕は仰け反り、慌てて由岐中さんを見る。

　由岐中さんは投げ飛ばした男に構わず、前を行くもう一人を追いかけている。

　つまりこいつは僕に任せるということなんだろう。

　僕はアスファルトに伸びた男の上にレスリングのフォール状態で飛び乗り、腰から手錠を取り出した。

「強盗の現行犯で逮捕する！」

　素早く男の利き手に片方の輪をはめる。もう片方はちょうど目の前に停めてあったナナハンのホイールに繋いだ。

　これなら逃げられない。

　声がちょっと上ずったのは恥ずかしかったが、警察学校で教えられた逮捕術通りの手順を踏むことができ、僕はほっとした。

　そして由岐中さんともう一人の男は、と顔を上げる。

　もう一人の男は身体が大きく、由岐中さんは男を地面に押し倒したものの、まだ盛大に揉み合っている。僕が加勢に行こうと思った瞬間、視界の中であのバンが動いた。

「先輩っ」

　バンはエンジンの唸りを上げ、道路で上下の位置を入れ替えながら争っている二人へと近寄っていく。

　タイヤは軋み、どんどんとスピードは上がっている。

「停まれ！」

　僕は怒鳴ったが、バンのスピードは変わらない。

　二人をはねて逃走しようとしているのに違いなかった。

　このままでは二人とも危ない！

　走っていって車に飛びつくか？　いや、距離がありすぎる、間に合わない！

　僕は迷わず背広の内側のホルダーへと手を伸ばす。ニューナンブの馴染んだ重さと冷たさを掌に感じた。射撃訓練と同じように片膝を立て、両腕の脇を閉める。

　ＴＶドラマでは一時間の間に三回は拳銃を抜くシーンが出てくる。しかし僕が幾ら刑事ドラマファンでも、街中で人間相手に拳銃を発射するなんてことはそう簡単にできない事ぐらい、承知している。警視庁警察官服務規程にはそう書いてある。

　それでも僕は落ち着いて引き金を絞った。

　止まっているものを撃つのは簡単だ。

　しかも訓練よりもずっと近い位置で。

　そう、僕の狙ったものは三色旗を垂らしているポールだった。

　轟音が辺りに響き、由岐中さんと強盗の片割れはびくっとして動きをやめた。

　一瞬ののち、バキバキという音がして、三色旗がゆらりとはためく。狙い通りバンのフロントガラスに折れたポールごとぶちあたった。

　運転手はさすがにアクセルを緩めたようで、ついでにハンドルも取られたらしく、バンは傾ぎながら道端のゴミ集積所に突っ込んだ。

　そして辺りのビルからたくさんの人が走り出てきた。

　聞きなれたパトカーのサイレンが近づいてくる。僕はほっとして立ち上がった。

「先輩」と声をかけようとした僕に由岐中さんは怒りの形相で振り向いた。

「貴様……まだ会って一時間も経ってないのに……とんでもないことをしてくれたな！」

　そう、警官が発砲するとえらい騒ぎになるのだ。まず始末書を書かねばならない……そして稟議書りんぎのように署長以下、上から順に判子を貰って……マスコミには「正当な発砲だった」と発表し……上の連中が一番嫌がることだった。

　そんなことは僕だって知っているし、発砲したくてやったわけじゃない。どうしてもしなくちゃいけないと思ったからだ。先輩ともう一人の男に生命の危機が迫っていると感じたからで……。

　でもそうは言えず、僕はニューナンブを手にしたまま俯いた。

　すると再び「何をもたもたしてやがる！」という由岐中さんの怒号が響いた。

　はっと眼を上げると由岐中さんが男を地面に押しつけ、後ろ手にして手錠を掛けている。そして煙の上がっているバンを顎でしゃくった。

　そうだ、まだ運転席にいるはずの犯人を確保していないのだ。

　僕はニューナンブをホルスターにしまうとバンへと走り出した。だが僕とバンの間に見慣れた白と黒のツートンカラーの車体が滑り込んでくる。バラバラと警邏隊の制服警官が扉を開けて降りてきた。

　助っ人の到着に僕は今度こそ肩の力を抜いた。







　大島刑事課長の顔色はいっそう青ざめ、今にも倒れそうだった。

　それでも大島課長は僕のために水沢みずさわ署長に対し、はっきりと状況説明をしてくれていた。

　僕と由岐中さんと大島課長は署長室でもう一時間も搾られているのだった。

　ついに水沢署長は「解った」と片手を挙げた。

「報告書は由岐中の名前で出せ。研修中の見習い刑事の発砲など、とても表には出せない」

　言いながら水沢署長はぴったりと撫でつけた髪を掌でさらに上から押さえた。神経質そうに目尻のあたりをピクピクと動かす。

「それからレストランへは大島課長、君が破損したポールの弁償金をもって直に謝りに行くんだ。そのときにはこの……」

　と水沢署長は僕を顎で指した。

「ジャジャ馬も連れて行け」

　大島課長はもっと思い叱責を覚悟していたようで明らかに嬉しそうな表情になった。

　すると水沢署長がすかさず釘を刺す。

「いいか、この城崎の拳銃の腕がオリンピック選手並みだというのは言い訳にはならないんだぞ。流れ弾が通行人に当たって怪我でもさせたら、マスコミはこぞって警察を叩くんだ。このところの不祥事にただでさえ報道は過熱気味なんだからな」

　二年をめどに管理職を渡り歩くキャリアは、一番その手のスキャンダルを嫌うのだった。水沢署長は三十六歳で警視正というバリバリのキャリア組だから仕方がない。

　水沢署長は冷静に言い足した。

「現行犯逮捕手続き書にも、由岐中、君が発砲したと書いておけ。監察官にもそう報告しよう」

　さすが、キャリアは先の先まで計画を立てていた。

　発砲した警察官は、警察内の不祥事を調査する監察官にねちねちと調べを受ける。僕のせいでそんな眼に会うなんて、と僕は隣に直立不動をしている由岐中さんをそっとうかがった。

　すると由岐中さんは水沢署長に見られない角度で唇をへの字に曲げてみせる。そのあとも水沢署長の説教をどこ吹く風と聞き流した。反骨精神の持ち主らしかった。

　それでも署長室を出ると僕は身体を直角に折り曲げて謝った。

「いいんだ、気にするな」と由岐中さん。

「署長職は部下の責任を取るためにあるんだから」

　おいおい、と大島課長は由岐中さんをたしなめる。

「それよりとにかく現行犯逮捕なんてお手柄だ。署長だってそう思ってるよ」と付け加えた。

　そして「今日はもう帰っていい」と僕たち二人の肩を叩いた。

「取り調べも送検も明日からだ」

　それでも僕はまだ由岐中さんの顔をまともに見られなかった。

　現場であれだけ僕を叱責した由岐中さんは、大島課長と水沢署長の前では一言も僕に対する非難の言葉を発さなかっただけでなく、僕の発砲がいかに適切だったか、そして犯人確保にどれだけの功績があったかを力説してくれたのだった。

　厳密に言えば、僕がやったことは由岐中さんが投げ飛ばした犯人に手錠をかけたこと、そして（確かに由岐中さんの命を救ったかもしれなかったけど）ニューナンブを一発、ぶっ放したことだけだったのに。

　僕は研修一日目、いや、またしても厳密に言えばマイナス一日目にして指導刑事に大変な迷惑をかけたのだ。

　刑事部屋に戻ると由岐中さんはもう一度「気にするな」と言った。

「それより見直したぞ。茶髪でふにゃらけてるのかと思ってたんだ。すまないと言うのはこっちだ。どうも色眼鏡で見てたようだ」

　由岐中さんの表情はとても優しくて、僕は胸の中が熱くなった。

「いえっ」と大声で返事をする。

「自分こそっ、まさか先輩が庇ってくださるなんて思ってませんでした！」

　そこまで言って、あっ、と僕は慌てて口をふさいだ。

「すみませんっ、言い過ぎでしたっ」

　隣にいた大島課長がくすくす笑い出す。

「まあ、由岐中の見てくれはあんまり優しそうじゃないからな」

　由岐中さんは憮然とした表情になり、どすんと椅子に腰を下ろした。そして厳しい眼になって僕を見上げる。

「おれは見てくれ通り厳しいぞ。さあ、新米、これから書類作成業務に入る！　終わるまでは帰さないからな！」

　僕はうへっとなった。

　知られていないことだが、警官の仕事はかなりの部分、書類の作成に占められている。逮捕状の請求、被害届、実況見分調書、その他もろもろ……。

　だがこれが上手に書けるようにならなければ、確かに一人前にはなれないのだ。

　僕は渋々、由岐中さんの隣の机についた。


２




「よし、これで今日は勘弁してやる」

　由岐中ゆきなかさんの声が刑事部屋に響いたのはもう夜も十時過ぎだった。すでに部屋には当直の刑事しか残っていない。

　やっぱり見た目と同じに厳しい人なんだ……。

　僕はもう疲れてふらふらだったが、これで解放されるのはありがたい。急いで立ち上がった。

「失礼します」

　お辞儀をしてきびすを返した僕の腕をしかし強い力が捕らえた。

「寮にはなんにもないんだろ？　飯を奢ってやろう」

「ええっ、ほんとですか？」

「ああ。今日は良く働いたからな、ご褒美だ」

　実を言えばふらふらなのは腹が減っているからだった。今朝から何も食べていない。

「ありがとうございますっ」

　僕の大声に由岐中さんはにっこりした。


[image: ]

　警察署を出ると、さすがに六本木で、昼と変わらない通行人の多さだ。由岐中さんは大股でどんどん歩き、六本木の交叉点から防衛庁の跡地に新しくできたおしゃれな建物を過ぎ、乃木坂を目指す。

　七丁目まで行くとその辺りは猥雑な風俗店やら一杯飲み屋やらがひしめき合って、表通りのお洒落なオフィス街と別の表情を見せている。客引きの多くが外国人で、歌舞伎町と違ってアフリカ系やアングロサクソン系も見られる。

　きょろきょろ辺りを見回しながら歩いていると、いつのまにかちらしやポケットティッシュが手に押し付けられていた。由岐中さんが振り返り、呆れ顔になった。

「確かに誰もお前のことを刑事とは思わないよな」

「いいじゃないですか、それってなにかの役に立つかも知れませんよ？」

　思わず僕は言い返してしまい、由岐中さんはぎょろりと眼を剥いた。

「ふうん……驚いたな、言い返すとは。しかしそうかもしれんな」

　言いながら由岐中さんは急に顔をしかめる。怒り出すのかと慌てた僕の前でしかし携帯を取り出した。

「おう、お前か……なんだって……ああ、もう判ったよ！　そっちへ行くって！」

　由岐中さんは眉をぎゅっと寄せたまま携帯をしまうと大きく息を吐き出した。そして「行こう」と僕を促す。

「あの……そっちって？」

　僕が尋ねると由岐中さんは「奴のところだ」と嫌そうに答えた。

「やつ？」

「昼間、情報をくれた奴だよ。礼に奢れと言われた。近くのパブにいるから来いとさ」

　その人のおかげで現行犯逮捕できたのだからお礼をするのは当然だが、なんでそんな嫌そうなのだろうと首を捻りつつ、僕は由岐中さんの広い背中を追った。

　だが由岐中さんが入っていった店の看板を見て合点が行った。

「コ、コンセプトパブぅ？　『三沢基地』ぃ？」

　ぎらぎらと電飾に縁取られたどぎつい色彩の看板にはそう描いてある。そして階段を降りて地下の部屋に入った僕は、想像をはるかに越えるとんでもない光景にぎょっとした。

　ただっぴろい店内はコンクリートの打ち放しで、そこかしこにはバズーカ砲やらロケット弾やらの模型が展示されている。壁を飾るのはもちろん自衛官勧誘ポスターだ。

　一画にある大きなモニターには、「陸自」「海自」「空自」の勧誘ＣＭが交替で流れる。そして盆を片手にあちこちを歩いているのは、上半身はランニング一枚に下は迷彩ズボンのマッチョな男たちだ。女性従業員はみかけない。

　客はほとんどが男性だ。

　六本木に女性向けのマッチョ男がいる店があるって聞いたけど、どうもここはそうじゃないらしい。ということはミリタリーオタク専門店なんだろうか？　

「おおーっ、由岐中！」

　肩幅の広いスーツ姿の男が立ち上がった。

　顎は尖って三角形のおむすびのような形の顔だ。きりっとした細い眉に眼も細い。醤油顔の二枚目だ。歳は三十代後半か。

　男は右手をさっと額に当て、かかとを鳴らした。

「主任どの、久しぶりであります！」

「やめろ」

　由岐中さんは唸ると男のそばに近づいた。

「なんてとこだ。自衛隊を辞めてもまだこんなとこが好きなのか？」

「ふふん、お前の趣味にも合うだろうが」

　由岐中さんはむっとした顔になり、僕はその時「はてな？」と思った。

　男は僕に気がつくと「おおっ、新しい相棒か」と尋ねる。

「違う。実務研修の面倒を見てるんだ」

「へーっ、なかなか可愛い子じゃないか、セクハラするなよ？」

「誰がっ」

　由岐中さんは本気で怒鳴り、僕を振り返った。

「このバカ男は国東くにさき衛まもるだ」と紹介する。

「以前は自衛隊の警務官だったのさ。今は辞めて探偵業だ。祖国の安全をこんな奴に託さなくて正解だ」

　国東さんはゲラゲラ笑いながら腰を下ろした。

「城崎君、か。よろしくな」

　大きな掌が僕の腕をブンブンと振り回す。さすが元自衛官だけあって力は強い。

「ところでどうだった、今日は？」

　国東さんの問いに由岐中主任は「ああ」とうなずいた。

「助かったよ、現行犯逮捕ができたのはお前のお陰だ」

「じゃあ今夜はたっぷりご馳走してもらうからな」

　由岐中さんはしょうがないというように肩を竦めた。

「それよりお前はなんであそこにいたんだ？　事務所は新宿だろう？」

「張り込みだよ。二日前にも張っているとき、同じバンが停まってたのさ」

　国東さんは腰を下ろすと脇を通ったマッチョ男に酒を注文する。

「張り込み？」

「人妻の浮気調査をしてたところだったんだよ。ちょうどあの前のビルにバレエ教室が入っててな。そこへおれの対象者が娘を連れってってるんだ」

　なるほどそういうことだったのか……。

　国東さんは酒を飲みながら由岐中さんとの馴れ初めを語ってくれた。

　警務官というのは自衛官の犯罪を捜査するいわばミリタリーポリスだ。国東さんはとある自衛官が事件に巻き込まれたのを捜査したとき、現場で由岐中さんとやりあったのだそうだ。

「こいつはそのとき捜査一課にいてな」と国東さんが言ったので僕はえっと思った。

「捜査一課って本庁のですか？」

「あたぼうよ」

　国東さんの答えに由岐中さんはちょっと顔をしかめた。

「六本木の前は本店だったんだよ」

　ぶっきらぼうに言う。

「すごいですね！」

　六本木署の前は警視庁だったなんて……。

　僕は尊敬の目で由岐中さんを改めて見た。

　同じ刑事でも所轄と警視庁ではまるで格が違う。本店の刑事は刑事の中のエリート、いわばノンキャリのスターなのだ。

　しかも花の捜査一課！

　刑事ドラマでいうと主役級！　僕の理想だ！

　でもなんで今、六本木署なんだろう……栄転前の一時的な人事異動で本店から所轄署へ廻ることもないではない。おおむね、格下のショカツに移動する場合は……。

　やっぱ、左遷かな……でもそれじゃあまるでドラマじゃん！

　などと考えていると、その間に国東さんと由岐中さんはどんどんアルコールを飲んでいる。次第に僕のことは忘れたように声高になった。おおむね国東さんが喋り、由岐中さんが相槌を打つ、という構図だが。

　ふいに国東さんが僕のほうを見て「どうだ、こいつはいい男だろう」と尋ねる。

「こいつは男の中の男だ、義を重んじる、安心してついていけ」

　由岐中さんは渋い顔で「馬鹿なことを言うな」とたしなめたが、国東さんは僕の肩をばしばし叩いた。

「見てくれは取っつきが悪そうだが、尻尾を振れば必ず可愛がってくれるぞ？」

「自分は犬ですか？」

　わはは、と国東さんは笑う。

「だな、くーちゃん、かな？　眼もウルウルしてるしな、なあユキ？」

　どういう例えなんだ……。さっきは猫で今度は犬。いや、「ジャジャ馬」とも言われたから馬もか。

　憮然として由岐中さんをうかがうと由岐中さんは「そういえばそうかな」と僕をのぞき込む。

「だろう？　ユキとおれの意見は一致したぞ」

　ガハハと笑うと国東さんは今度は由岐中さんの肩を叩く。

　由岐中さんはやれやれというように眉毛を上げ下げするが口元は笑っていた。

　由岐中さんと国東さんは本当に気が合うんだ。男の友情って奴だろうか。なんだかうらやましい。

　僕は「そうっすね」と話を合わせることにした。

「よおし、素直でいい子だ」

　そして「おい、刑事になった動機はなんだよ」と血走った目で僕の顔を覗き込んだ。

「悪い奴をやっつけるためです」

　幼稚園の頃からの答えを口にすると、国東さんがまたガハハと笑って由岐中さんを見た。

「いいねえ、若いもんは。お前も昔はそんなことを言ってたよな」

「お互い様だ。お前だって『国を守る誇り』なんて言ってたろうが」

　由岐中さんは渋い表情でグラスを空けた。

「ま、お互い若かったってことだよな。組織って奴は長い間、属してると色んなことが見えてくるもんだ」

　国東さんの声音は皮肉でもなんでもなく、しんみりとした響きがあった。警察組織が厳しい上下関係とピラミッド型の階級構造なことは、若輩者の僕でさえ良く知っている。多分、自衛隊もそうだろう。

　自衛隊を辞めた国東さんとショカツに降格された（のであろう）由岐中さんはなにか心が通じるのかも知れない。

　そんな風に思いながら、僕は黙ってビールを横で飲んだ。








　国東さんを残し、パブを出ると、由岐中さんは「送っていこう」と言う。

「ええっ、大丈夫です、幾ら今日初めてでも一人で帰れます」

　だが由岐中さんは僕の腕を捕らえて放さない。

「初日からチャカをぶっ放す奴を、野放しにはできん。酔っ払って帰る途中、いざこざに巻きこまれたら今度こそ、おれも一緒に首が飛ぶ」

　さっき庇ってくれた恩もあり、僕は申し出を受けることにする。

　そして「先輩はどちらなんですか」と尋ねた。

「おれもこの近くのマンションだ」

「ということは……結婚されているんですか？」

　独身の警官は実家か寮に住むよう決められている。

　例外はあるものの結婚して家庭を持つなどの理由が無い限り、おいそれと寮から出ることは許してもらえない。

　驚いたことに由岐中さんはまだ独身だった。数少ない例外の一人なのだ。

「いいですねえ。寮は通勤には便利ですけど、門限があるのがちょっと……」

　独身寮の規律はかなり厳しい。外泊届も出さねばならないのだ。夜遊びもままならない。

　僕のうらやましそうな声に由岐中さんは大声で笑った。

「じゃあ、ちょっとおれのところでも見に来るか？」

　お酒の入った由岐中さんは気安くなっていて、さっさと僕の返事も待たずに歩き出す。

　いいのかな……。

　でもまあ、せっかく言ってくれてるんだからいいんだろう。

　僕はおとなしく後をついていった。

　六本木署とは反対に、乃木坂のほうへと由岐中さんは歩いていく。五分ほど歩いて、古い大きなマンションの前に立ち止まった。

「ここだ」

　背の高いシュロやその他名前も知らない木の植わった大きな前庭がついていて、真っ白な四階建ての低層だ。

　奥まったところにあるエントランスには紺色の制服を着た男が立っている。よくある高層の新築マンションと違って、いかにも由緒ある高級住宅だ。

　前に勤務していた高級住宅地の国立にだって、なかなかこんなマンションはなかった。

「すげーっ！　マジかよっ」

　驚きのあまり地が出てしまい、由岐中さんはぎょろりと眼を剥いたがそのまま中へと入っていく。

「築三十年以上は経ってるんだけどな。昔はこの辺りの大使館なんかに勤める外国人専用のアパートだったそうだ。最近は日本人も住んでるけどね」

「なーる……それでガードマンがついてるんですね」

　由岐中さんがそれを聞いて「ガードマンじゃなくてドアマンだ」と訂正した。

「はあ……」

　僕は由岐中さんの正体について首をひねりながらあとを追う。

　玄関ロビーにはホテルのフロントのような一画があり、黒服を着た男が挨拶をした。

「あれはコンシェルジェ」

　先回りして教えられる。

　由岐中さんはそのコンシェルジェの前を通り過ぎ、一階の前庭に面した長い回廊を歩いて一番奥の扉の前に立った。

　中に入ると僕はさらに驚いた。

　外見と同じように超豪華な部屋だ。

　広いリビングにはペルシャ絨毯が敷き詰められ、シャンデリアがきらきらと煌めいている。壁際のサイドボードには高そうな壺やら陶器の人形やらが飾られている。まるで高級ホテルみたいだ。実際泊まったことはないけど。

「先輩って、ほら、小説にあるみたいにひょっとしてどっかの御曹司なんですか？」

　思わず僕は由岐中さんの顔を仰いだ。

　由岐中さんは肩をすくめて否定の仕儀をする。

「違うよ、ここはおれの伯父貴の持ち物なんだ。たまたま貸してもらってるだけだって」

　それでも僕なんかと違ってお金持ちの親類がいることは確かだ。

　僕はきょろきょろと辺りを見回しながら由岐中さんが指した革張りのソファに腰掛けた。

「うわーっ、これってイタリア製じゃないかな……」

　確か、ファッション雑誌で同じデザインのを見たことがある。有名なトレンディ俳優の部屋を紹介した記事だったっけ。

　そんなことを思い出している間に由岐中さんはキッチンとおぼしき部屋へ入っていき、やがてコーヒーカップを手に戻ってくる。

「飲め。初日から酒臭い息で寮に帰るのもなんだからな」

　ありがとうございます、と僕はカップを受け取りうっとなった。

「こ、これってインスタントコーヒー……」

　両親がペンション経営をしていたおかげで、色々手伝いをさせられていた。コーヒーを煎れるのは僕の役目で、豆には詳しくなっていたのだ。

　香りでインスタントとドリップの区別ぐらいは付く。

「充分だろうが」

　由岐中さんはなんでだ？　という顔をして口を付けた。

「い、いえ……」

　部屋の雰囲気からコーヒーメーカーで作ったコーヒーを想像していたのだが……。

　とは言えず、僕も一口飲んだ。そして目の前で美味そうにインスタントコーヒーを飲んでいる由岐中さんに尋ねてみることにする。

「先輩はなんで刑事になったんですか？」

「おれか？」

　由岐中さんはマグカップを大理石のテーブルに置く。

　「おれの場合は単純明快。親父が警官だったからだ」

　身内が警官で自分も目指す、という人は多い。

　なるほど、と僕は思った。

「お父さんは刑事さんですか？」

「いや、駐在所勤務でね、というか、だった」

　由岐中さんはふっと目を天井へと遣った。

「『だった』って……」

「親父はおれが十一の時に殉職してな」

　あっ、と由岐中さんは掌を左右に振る。

「残念ながら強盗犯を捕まえる際に、なんてかっこいいもんじゃないんだ。大雨の時に近くの集落へ危険を知らせに行ってね、そこで土砂崩れに巻き込まれたんだ」

「それは……」

　僕は中学の頃世話になった駐在夫婦の顔を思い浮かべた。地域に密着して、本当に親身になって町の人たちにつくしてくれていたっけ……。

　お祭りの時には率先して準備をし、当日は夜中、いや明け方まで道に立って交通整理をしていた。

　由岐中さんのお父上もそういった駐在さんだったのに違いない。

「あーっ、なんだか腹が減ったなー。ラーメンでも食ってくれば良かったな」

　由岐中さんは大声を出すとまたキッチンへ入っていく。

　やがて今度はカップ麺を手に戻ってきた。

「ダイスケ、お前も食うか？」

　僕はぷっと噴き出してしまった。

「なんだよ」

　由岐中さんは怪訝な顔になる。

「いえ、先輩はちゃんと普通の人なんだな、と安心したんです」

　なんだか部屋の雰囲気に飲まれていたようだ。

　見た目と中身は違うと今日悟ったばかりなのに。

「お前さ、『富豪刑事』なんて小説だけだぞ」

　呆れ顔になった由岐中さんに僕は「いただきます」と手を差し出した。

「じゃあ、これを食え」

　由岐中さんは自分の分を取りに再びキッチンへ戻っていった。

「では乾杯！」

　由岐中さんは麺のカップを僕のと打ち付け、にっこりする。僕はなんだか胸が熱くなった。

　この先輩にはついていけそうな気がする。

　そう、さっき国東という人が言った通りだ。







　寮に戻ると僕は今日起きたことを回想してみた。

　初日、というかまだ研修は始まっていないのだが、この六本木署で頑張ろうと思う……。

　警官になって色々と先輩の話を聞いた。

　国立署では刑事志望だったから刑事部屋にもしょっちゅう顔を出し、先輩たちの経験談に耳を傾けた。共通して言えるのは、どの人も「尊敬する先輩」について熱く語ることだった。

　そういった先輩に出会うことがいかに大切かも。

「名刑事ってのは必ず『人生の手本になる先輩刑事』がいたと言うもんだ。いい出会いがあればそれがお前の一生を左右する」

　そうも言われた……。

　由岐中さんは「尊敬する先輩刑事」になりそうだと僕は考えながら眠りに落ちた。


３




　六本木署の強行犯係は七人編成だ。
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　係長の平松ひらまつ巌いわお警部補。先任主任の磯崎いそざき巡査部長。この人は今、療養中だ。次席主任の由岐中さん。

　その下に係員が三人だが、そのうちの二人は汐留しおどめ署に立った合同捜査本部に駆り出されていて、新藤しんどう巡査だけが残っている。

　汐留署に行っている二人はともに強行犯十ウン年というベテランの巡査長で、残った新藤巡査はまだ刑事になって三年目の若手だ。

　もう一人、デスクワーク担当の最古参・野瀬のせ主任がいるが、捜査にはタッチしない。会計や書類の整理が仕事だ。確かに「猫の手」よりはマシ、と僕に白羽の矢がたったの無理はない。

　翌日、研修初日はやはり朝から忙しかった。

　昨日の強盗事件の事後処理、それに隣のショカツから回ってきた放火事件の聞き込みがまだ続く。

　昨日逮捕された三人組は指紋から別の事件にも関わっていることが判り、拘置所へ移されることになった。

　大島課長は「よくやったな」と僕と由岐中さんを誉めた。

「バンに乗ってた奴は主犯格で、なかなかしぶといが、あとの連中がヘラヘラしゃべってる」

「なるほど、それで仲間なのに轢き殺そうとしたんだな。ダイスケ、お前の判断は正しかったんだ」

　由岐中さんが褒めてくれ、僕はかなり嬉しかった。

　さらに課長が「複数の件の犯人なら、昨日の君の発砲はチャラになるぞ」と言ってくれたので、僕はほっとした。研修のしょっぱなから「危険な刑事」というレッテルを貼られたくない。

　夕方になると、聞き込みに出ていた同じ強行犯の平松刑事と新藤刑事が帰ってきた。こちらは連続して起こったピッキングの居直り強盗を追っているのだそうだ。

　強行犯係長・平松巌警部補は、背は低く、そこらのおじさんといった地味な顔だ。酒好きらしく、ちょっと鼻は赤い。僕の顔を見ると寄ってきて肩をバシンと叩いた。

「昨日のことは聞いてるぞ」と笑う。

「顔はなかなか優男なのに、とんだジャジャ馬だな」

　係長と組んでいるのは新藤穂積巡査だ。こちらは背が高く手足が長くて、くりっとした大きな眼をしている。刑事ものＴＶドラマの主人公みたいに甘い二枚目だ。ふわっとした前髪は太い眉毛を隠すほど伸びていて、きっと床屋へ行く暇もないに違いない。僕にちらりと眼をやると、すぐに給湯所へ入っていってお茶の準備を始める。

　僕は慌てて書きかけの書類を置いて飛んでいった。

　お茶汲みは新米の役目なのだ。

「新藤先輩、僕がやります」

　新藤刑事は「いいから、自分の仕事をしろ」と応える。

「実務研修のときは自分のことだけ考えてろ。おれも必死だった」

　僕に背を向け、ちゃっちゃと手際よく準備をする。

　僕は手伝う機会を与えられず、また机に戻った。

「シンコウ、今日のお茶はなんだ？」

「静岡の深煎り茶です」

　平松刑事はお茶を飲みながら課長に「どうです、こいつの歓迎会でもやりますか」と話し掛ける。

「そうだな……ガンさんがそう言うなら……」

　大島課長は離れたところで書類を書いていた由岐中さんにちらりと目をやった。次に手前の机で書類を書いている細身の男へと「シオさん」と声をかけた。

「シオさん」は眼鏡の蔓に手をやると持っていた鉛筆を耳に挟み、課長と僕の方を見た。細面の顔に生真面目そうな細い眼、銀縁の眼鏡。襟までぴんとしたＹシャツと紺色のレジュメンタルタイ。有能な銀行マンのようだ。机もきっちり整理整頓が成っている。

「シオさんも付き合ってくれるか？」

　いいですとも、と盗犯係長の塩路しおじ刑事が請合う。

「じゃあ今夜、ちょっとやるか」

「ええっ、そんな、結構です」

　僕は恐縮して手を振った。

　すると平松刑事が「いいんだって、お前は単なる口実なんだからさ」と笑う。

「あ、そうなんですかー」

　頭を掻いていると、大島課長が再び由岐中さんへと眼をやるのに気づいた。

「ユキ、お前もな。指導係なんだから付き合えよ」

「はあ……いいっすよ」

　由岐中さんは投げやりに応える。その態度がまるで昨日、国東さんと飲んだときの雰囲気と違うので、僕はちょっと驚いた。







　夜になって大島課長以下、塩路係長・平松係長・由岐中さん、それに新藤刑事と僕という面々は六本木の街に繰り出した。そうはいっても、職業柄（昨日のような）変な店に入るわけには行かない。

　大島課長が選んだのは六本木交叉点のすぐ傍の小奇麗な焼き鳥屋だった。

　内部は黒を基調としたナイトクラブかバーのようなインテリアで、カウンター形式と個室だ。鮨屋のようなピカピカに磨かれたカウンターで、大きなダクトのせいかまったく煙臭くない。外国人の客がたくさんカウンターについている。

　大島課長は奥の個室を選んだ。

　乾杯が済むと隣の大島課長は僕にせっせと焼き鳥を勧める。部下にも気を配るなんて、まめな性格だ。

　やっぱ、中間管理職なんだ……。

「大網おおあみ白里しらさとの出身だそうだね、いいところだろう、魚が美味しくて」

「はあ、まあ……それぐらいしか自慢するものはないですけど」

「いやいや、はっはっはっ」

　これでは胃にくるな、と僕はまた教頭先生の顔を思い浮かべる。

　そのうち酒量が進み、確かにみんな僕のことなど忘れてしまって勝手に話をしている。

　長い卓の端っこにいる由岐中さんはベテランの平松係長と額を寄せ合い、真面目な顔で会話している。

　ふいに大島課長が「どうかね、指導係のユキは」と尋ねた。

「とっても気さくで、頼りになります」

　本心からの答えだったが「ほう」と大島課長は驚いたように由岐中さんをうかがった。

「それはいい。君と気が合うのなら……刑事ってのは気の合うペアで仕事をすると、効率は倍になるんだ。ユキはなかなか気を許さないタイプでね。一度裏切られたからだろうが……」

　最後のほうははっきりせず、僕は「裏切られた？」と鸚鵡返しに尋ねた。

　だみ声のガンさんのおかげでこちらの声は由岐中さんに届いていないようで、大島課長は「まあ、どうせすぐ知れる」と目の前のジョッキに手を伸ばした。

「ユキが本店にいたことはもう聞いているだろう？」

　それは昨日の国東くにさきさんとの会話でも出ていた。

　僕はうなずく。

「うちへは降格されたようなものだが、その原因は上司とそりが合わなかったことなんだ。私も詳しくは知らないが、相手は相当おかんむりだったらしい。ユキの親戚に警察庁の元刑事局長というお偉方がいなければ、離島どころか事務職に回されたのでは、とも言われたくらいでね」

　さっき大島課長の誘いをちょっと由岐中さんはめんどくさそうに受けていたっけ。

「そうなんだよ、同僚にそのことで同情されるのを、あいつは嫌がっていて……飲み会の誘いにもあんまり乗ってこない」

　だろうな、と僕は思った。

　だいたい飲むとサラリーマンって奴は上司の悪口になりがちだ。警官だって立派なサラリーマンだ。そういったとき、降格人事について蒸し返されるのは由岐中さんの竹を割ったような性格では嫌に違いない。

　だが、と大島課長はビールで喉を湿らせると続ける。

「彼は名刑事だよ。見ていて判る。いや、まだ発展途上だ。名刑事になるだろう。君をつけたのはそのためだ。君も必ず何かを学ぶはずだ」

　刑事人生の最初に名刑事に出会うことは重要だ、と大島課長は僕の目を覗き込んで言った。

「君の刑事人生を左右するような名刑事にね」

　先輩たちから何度も聞いた同じ言葉。

　最近不祥事などで叩かれることが多いが、こういったとき、僕はたまらない愛情を警察という組織に感じる。

　古臭いかも知れないけれど、人と人の繋がり、血が通った人間関係、そして職業に対する誇り。

　僕は元気に「はい」と答え、敬礼する。

「不肖城崎大輔、六本木署で一人前の刑事になるよう頑張ります！」

　大島課長は目を剥いた。

「ううむ、キザキ君、君はなかなか、元気がいいねえ」

　さすが、僕の名字を間違えることはもうなかった。







　刑事の勤務態勢は基本的には四日勤務し一日休む。それは建前で、事件が起きたり重大事件の捜査本部が設置されたりすれば何日も休めないことは日常だ。六本木署の強行犯係は人手が足りないこともあって、僕も覚悟していた。

　だが研修三日目の夕方、由岐中さんは「明日は絶対休め」と僕に命じた。

「え、でも……」

「研修生に超過勤務を命じるなんてことはできない、いいな、命令だ」

　指導刑事に言われては仕方がない。

　それに非番とはいえ、僕にも考えがあった。
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　翌日、僕はバッグパックを背負い、地図を片手に車庫から自転車を引き出した。ジーパンにスタジャン、スニーカーという出で立ちで、ちょっと考えて警察手帳は携帯しないことに決めた。

　本当はいつ何時でも携帯せよ、という建前だが別にこれがなくても現行犯逮捕ならいつでも（そして誰でも）行える、と法律上決められているから困らない。

　刑事たるもの、土地勘を養わなくてはいい仕事ができない。卒配された国立でも僕は暇さえあれば自転車や徒歩で管轄内を廻ったのだ。六本木署でもまずそれをやろう、と僕は決めていた。

　表通りから一本入るとそこはビジネス街から様変わりしてちょっと寂しい高級住宅街だ。

　僕はシマノ十段式をこぎ続けた。

　かつて宮様のお屋敷だったという公園の傍まで来ると、僕は一休みをすることにした。

　公園の入り口の前にはスーパーマーケットがあった。もちろんそんじょそこらのスーパーとは違って土地柄上、輸入品などを扱う高級店だ。外国人の客が多く、広い駐車場には外交官を表すブルーのナンバープレートを掲げた高級車が停まっている。

「うわー、さっすが大使館の多い港区だよ……」と思わず独り言が出てしまう。

　開店時間から間もないので、まだ駐車場はがら空きだ。僕は自転車を乗り入れると、隅っこへ行き、降りてタイヤ止めに腰を下ろした。地図を広げ、通った道を赤く塗りつぶしながらそこで見た家の外観などを思い出し、記憶に刻み込む。首から下げていたペットボトルの蓋を開けた。

　一口、二口と飲んでいると、店からいかにも高級住宅地のヤングママといった女性が幼稚園ぐらいの女の子の手を引いて出てきた。スーパーの紙袋を下げている。二人は黒いセルシオの脇を過ぎ、真っ赤なＢＭＷへと歩いていく。

　と、突然セルシオの後部ドアが左右一緒のタイミングで大きく開いた。

「えっ」

　危険の徴候だ。

　そう、まさに誘拐犯などの手口で見られるような。

　僕が立上がるのとほぼ同時に後部座席から大柄な黒服の男が二人、飛び出す。そして母娘に襲いかかった。

　予想した通りだ。

　僕は一瞬の躊躇もなくそちらの方向へとダッシュしていた。

　黒服にサングラスの男たちは母親の両腕を引っ張っている。母親は娘を庇いながらも必死でしゃがみ込み、抵抗している。

「おいっ、何をしているっ」

　僕は走りながら大声で怒鳴った。男たちは一瞬、身体を竦ませると、母親を離し、さっとセルシオに戻った。セルシオは急発進するとそのままタイヤを軋ませながら駐車場から走り去る。

　僕は追おうと思ったが、考えを変えて母娘のところへ戻った。

「大丈夫ですか！」

　僕は真っ青な顔で震えている女性へと声を掛けた。近くで見ると肩までのワンレンの髪に色白で目がバンビのように大きく、女優のような美女だった。真っ白なツーピースに首には真珠のネックレス、さげているのはキャラメル色のケリーバッグ。

　女の子のほうはピンク色のレースがいっぱいついたワンピースを着ている。こちらはあまり早い展開についていけず、怖がるというよりは驚いてきょとんとしている。

　一瞬泣き出しそうに口元を歪めたが、僕が「大丈夫だよ」と言うようににっこりしてみせると、ほっとした顔になって母親にしがみついた。

　僕は女性に注意深く「あの、ひょっとしてさらわれそうになったのではありませんか」と尋ねた。

　状況的には誘拐の現行犯のようであったが、最近は別居中の片親が子供を取り戻そうとした、という場合もある。誘拐と決めつけるのは危険だ。

　女性は立上がると首を縦に振った。

「知っている人ですか？」

　重ねて尋ねると首を横に振る。

「では警察へ届けた方がいいのでは？」

　すると女性は真っ青な顔を僕に向け「やめて！」と叫ぶように答えた。

「駄目、絶対！」

　はっと手を口に持っていく。

「ごめんなさい……大声を出して……」

　そして深く腰を折った。

「ありがとうございます……あなたがいなかったら……」

　震え声で礼を言う。

「いえ、ちょうど居合わせてよかったです」

　女性は潤んだ眼で僕をじっと見る。

「あの、今見たことは誰にも言わないで下さい、お願い……警察には特に」

　何かある、と思った。だが突っ込んで訊くのは控え「解りました」と応える。すると女性はホッとした表情になった。

　そして「お礼をさせてください、機会を改めて」と言う。

「お名前と連絡先をうかがっても宜しいかしら」

　僕は本能的に警官と名乗るのをやめようと決断した。携帯の番号を教えると、にせの名を名乗る。

「永瀬ながせ剛士ごうしといいます」

　世話になった駐在さんの名だ。

「私は宇津木うつぎ紗耶香さやかです。この子は紗緒里さおり」

　僕は地面に散らばっていたチーズとブラックオリーブの缶詰を拾い、紙袋に入れると宇津木紗耶香に渡してやった。

　宇津木紗耶香はもう一度僕にお辞儀をし、紗緒里を抱えるようにしてＢＭＷに乗り込んだ。娘の紗緒里はもうすっかり元気になって、窓から僕に「ばいばい」と手を振る。

　駐車場から出ていく赤いＢＭＷ７５１ｉのナンバープレートを僕はしっかり記憶に刻んだ。もちろんさっきのセルシオの番号もちゃんと見取っている。自慢じゃないが（いや、自慢か）視力は３・０なのだ。

　これからすることは決まっている。

　僕は自転車に戻ると六本木署を目指した。







　刑事部屋に入ると、すでに携帯で連絡を付けていたので由岐中さんが待っていた。

「誘拐未遂、しかもわけありだって？」

「ええ、多分」

　ヤッチャン御用達のセルシオ、それに金持ち風の若妻、僕は暴力団の抗争絡みを想像していた。

「このナンバーを調べて下さい」

　僕はＢＭＷのナンバーを告げる。由岐中さんは早速パソコンで車庫証明を調べにかかった。

「車両登録は宇津木明夫あきお名義。けど、車庫証明はうちの所轄にはないな……」

　少なくとも名字は本物だ。金持ちだったら、二台ぐらい車を持ってるかも、と僕は思いついた。

「だったら宇津木紗耶香、という名前で別の車が登録されていませんか？」

　僕が尋ねた瞬間、「おい、それって」と机の向こう側から声がかかった。

　盗犯係の塩路係長だった。

「なんだ、どうしたんだ、その人が」

「いえ……」

　僕は手短にあったことを述べた。塩路係長は「妙だな」と首をひねる。

「妙って？」

「その名前……聞いたことがある。ちょっと待て」

　塩路係長はロッカーへ行き、ファイルを調べ始めた。

「あった、これだ。二月ほど前、被害届を出したのがその宇津木紗耶香だ」

　一枚の書類を抜き取って、塩路係長はこちらへ振ってみせる。

「よくある車上荒らしだよ。七丁目の雑居ビルの前に停めている間にやられた、ということだったが」

「それのどこがおかしいんだ」と由岐中さん。

「一週間後に勘違いだった、と届けを取り下げたんだ」

　塩路係長は別の書類を指し示す。

「届けでは盗られたのはバーキンにノートパソコン、それにＥＴＣカード。それが勘違いって、妙だと思ったんだよ」

　書類を見るとその時に被害にあったのはベンツＳＬＥだった。

「今日、僕の見たのは赤いＢＭＷでしたよ」

「ＳＬＥは父親の車だという話だったな……」

　塩路係長はまた別の書類を捲る。

「そうだ、車両登録は……ああ、これだ。大坪政彦」

「なんだって？」

　隣にいた由岐中さんが大声を出した。

「ダイスケ、その宇津木紗耶香ってひょっとして女優並みの美女だったか？」

　僕と塩路係長が同時に「はい」「ああ」と応えた。

「だから覚えてたんだよ。たかだか車上荒らしでもな」

　由岐中さんは参ったというように両手を上げる。

「結婚して宇津木になったのか……」

　塩路係長は「知り合いなのか？」と由岐中さんに尋ねた。

「ええ。景山かげやまの従妹ですよ」

　かげやま？　

　初めて聞く名だったが、塩路係長は知っているようでぴくりと眉を動かす。眼鏡の蔓に手をやった。

「景山か……どうも君はその名からは逃れられないようだな。しかしその従妹の宇津木紗耶香は何かトラブルに遇っているのかな」

　塩路係長の眼は鋭く由岐中さんを見ている。

「シオさん、すみませんがこの件はおれに任せてください」

　いいだろう、と塩路係長はファイルを閉じた。

「私も景山さんにはかかわりたくないからね」

　かげやま……僕には何のことか解らない。

　怪訝な顔をしている僕に由岐中さんは「セルシオのナンバーは見たか？」と尋ねた。

「あ、はい、もちろんです」

　いずれは僕にも話してくれるだろう。僕はそう思って由岐中さんにナンバーを書き付けたメモを渡した。

　由岐中さんはコンピュータを操作して、セルシオがとある会社の持ち物であることを突き止める。

「広告会社だ……車庫証明はこの近くになっている。行ってみるか」

　僕はハイと答えて、戸口のほうへと歩いていく由岐中さんの後に続いた。

「ダイスケ、お前は非番だろう」

「先輩、それはないですよ。もともと僕が持ち込んだんですから」

　それに、と刑事部屋を出たところで僕は付け足す。

「僕にちゃんと話してください。『かげやま』さんて誰ですか？　教えてくれるまでつきまといますからね」

「おおっ、刑事魂が芽生えたようだな」

　由岐中さんは茶化したがそんなことでは誤魔化されない。僕の厳しい視線に根負けしたのか由岐中さんは道すがら「景山はキャリアだ」と説明した。

「キャリア……」

　ああ、東大法学部出のな、と由岐中さん。

「風景の景に山。おれが本店にいたときの上司だよ。紗耶香さんはその従妹で、おれも会ったことがあるんだ。結婚前は大坪という姓だった」

　取りあえずの説明は受けたが、由岐中さんの口調には苦いものが感じられ、裏にはもっと深い関わりがあるのではと思わせる。さらに塩路係長のコメントも加味するとなにやらそれはきな臭かった。

　なにかある……絶対！　刑事の勘、という奴だ。

　だが敢えて突っ込まず、僕は由岐中さんの後に付いて歩き続けた。

　セルシオの保管場所標章証書いわゆる車庫証明に登録されていた住所を訪ねると、そこは六本木から少し離れたところにある古くからの商店街だった。小さな雑居ビルで、僕たちはその会社を訪ねたが、閉まっていた。ひとけがまったく感じられず、一階の郵便受けからは郵便や新聞が溢れている。

「こりゃ潰れたな」

　由岐中さんが言い、僕も同じ意見だった。

　僕たちは近所の聞き込みに廻り、その会社が潰れて夜逃げした、と知った。闇金の取り立てにも遭っていたとのことだった。

「セルシオはカタに取られたんだろうな……」

　由岐中さんは呟いた。

「じゃあ、僕が考えていたようにヤクザですかね」

「かも知れないが……紗耶香がマルＢとかかわるはずがない」

　不用意に漏らした由岐中さんの言葉に僕は敏感に反応してしまった。

　すごい美人の宇津木紗耶香。

　その彼女を名前で呼ぶ由岐中さん。

　二人の間には絶対何かがあったに違いない……。

　僕の想像におかまいなく、由岐中さんはかつて会社の入っていたビルの前で考え込んでいた。眉間には皺が寄り、表情は厳しかった。

「僕、ちょっと探ってみますよ」

　僕は思い切って提案した。

「ダイスケ、でも……」

　迷う由岐中さんにたたみかける。

「勘、って言うのはおこがましいですが、なんだか変ですよ、だって身内に警察庁のキャリアがいるんでしょう？　それが『絶対警察は駄目』って言ったんですよ？　由岐中さんだって心配でしょう？」

　由岐中さんはうむとうなずいた。

「だがお前を……」

「だって先輩は顔を知られてるじゃないですか。自分、警官と名乗りませんでしたし、探るにはちょうど良いと思うんです」

　ついに由岐中さんは「解った」と口に出した。

「娘と一緒に連れ去られそうになったのを、内緒にしてくれって言うのはいかにもおかしい。事件に繋がる可能性は捨てきれない」

「そうですよ、それにもしそうなったら、その景山っていうキャリアの人もまずいんじゃないですか？」

　その途端、由岐中さんはひどく複雑な表情になった。

　何というか、怒りというより哀しみというような……。

　やっぱり何かあるんだ……僕の想像は確信に変わっていた。
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　僕は宇津木うつぎ紗耶香さやかの周辺をまず調べた。これは「敷鑑しきかん」といって捜査の基本だ。もちろん正式な捜査ではないから普通の聞き込みはできない。書類上の調査をすることにした。

　宇津木紗耶香の夫は宇津木明夫といって、政権政党代議士である鈴木国之の私設秘書をしている。三十五歳、週刊誌の写真で見るとなかなかの二枚目だ。男らしさには欠けるが、とっても優しそうな眼をしている。

　明夫は選挙対策のため、鈴木国之の地元である千葉に張り付いているようだ。明夫自身の実家もその選挙区で、ＢＭＷも実家の住所で保管登録されている。

　宇津木紗耶香は夫と別居中なのだろうか。

　紗耶香の実家「大坪」家は麻布の有名なホテルの近くにある豪邸だ。そこに紗耶香は現在住んでいた。

　由岐中さんの了承を取付け、僕は誘拐未遂のあった翌日から、宇津木紗耶香の実家を丸三日、張った。

　宇津木紗耶香は朝、娘の紗緒里をＢＭＷに乗せ、幼稚園へと向かう。一度スーパーで襲われたせいか、決して寄り道はしない。幼稚園はカトリック教会の附属だ。そこへ送り届けるとすぐに実家へとって返し、昼過ぎまで出てこない。

　そしてまた車で迎えに出る。

　二日目に宇津木紗耶香は帰り道、とあるビルへと寄った。同じ年頃の子供が集まっていて、どうも小学校受験用の塾のようだ。身なりのいい母親がやはり身なりのいい子供を連れて中へ入る。送り迎えの車は皆、高級外車だ。

　最近はこんなのが普通なのか？　

　世の中、ちょっと変だ。

　僕がここで疑問を呈しても意味ないけど。

　三日目に寄ったビルは見覚えがあった。六本木署初日に強盗を現行犯逮捕した、あの現場のすぐそばだったのだ。

　あのあと会った国東くにさきさんは「人妻の浮気調査」と言っていたっけ……。張り込んでいるときに不審なバンに気づいたんだ。

　ひょっとして、国東さんは宇津木紗耶香を張っていたんじゃないだろうか？

　僕は宇津木紗耶香と娘の紗緒里が入っていったビルの壁から突き出た「フラワーバレエスクール」という看板を見上げながら思った。

　すると。

「おい」

　聞き覚えのある声に振り返るとやはり国東さんだった。紺色のスーツにアタッシェケース、六本木にふさわしい国際派ビジネスマンという装いだ。

　もちろん探偵が常にトレンチコートに中折れ帽なんてありえないのだが。

「城崎だったな、どうしてこんなところにいる」

　国東さんは不審を露わにして僕を睨んだ。

「多分、同じ人物を張っているんだと思います」

「なんだって」

　国東さんは僕の腕を引いて、近くのコーヒーショップへと入っていった。

「バレエのレッスンは１時間、その間は出てこない。ちょっと話そうぜ」

　国東さんはショートホープをくわえると僕をじっと見た。

「昨日・一昨日と、挙動不審の若い男が紗耶香のあとをつけていると所員から報告を受けたから『ビンゴ！』って思ったんだが、お前だったのか」

　うわー、と僕は頬が熱くなった。僕の張り込みは国東探偵社の探偵にばれていたのだ。警察学校で習った通りにやったのに！　業界用語で「づかれる」という奴だ。しかも反対に張られてることに気づかないなんて……。

「うう、刑事失格ですね。僕のほうは全然気がつきませんでしたよ」

「まあ、うちの所員は尾行のベテランだからな。刑事見習なんかよりずっとね」

　国東さんは僕を慰める。

　それより、と僕はエスプレッソのカップを手にしたまま尋ねる。

「やっぱり浮気調査は宇津木紗耶香なんですね？　誰に頼まれたんです？　依頼人は夫の明夫ですか？」

　国東さんはショートホープを深く吸い込み、煙の輪を吐き出した。

「守秘義務に反する。だが情報交換ならいいぞ？」

　僕は首を横に振った。

「じゃあしょうがないな、お互い頑張ろうぜ」

　国東さんは煙を僕の顔に噴きつけ、片目を瞑るとさっさと外へ出て行った。

　僕は紗耶香が娘と共に実家に戻ったのを見届けると、由岐中さんに合流することにした。もう今日は外出しないだろうと踏んだのだった。

　由岐中さんは六本木交叉点近くのカラオケボックスで起きた傷害事件を、生活安全課と協力して追ってているところだった。酒に酔った勢いでの喧嘩の果てで、犯人はすぐに挙がりそうだ、と由岐中さんは言っていた。

　僕は由岐中さんと待ち合わせ、加害者グループの立ち寄りそうなところへ先回りすることになった。

　六本木から渋谷へバスで移動し、そこからセンター街へと向かう。

　センター街は相変わらずの雑踏だ。ジーンズショップにスポーツシューズの店がやたらある。ゲーセン、チケットショップ、ネットカフェ……それにもちろんカラオケボックス。サラリーマンに混じって小学生ぐらいの女の子たちもいる。

「うーむ、非行の温床だな、ここは」

　由岐中さんの言葉に僕はぷっと噴き出してしまった。

「なんだ、ダイスケ」

「だって、死語の世界ですよ、『非行の温床』だなんて」

「うるさい、いいからあそこの店にまず入ろう」

　カラオケボックスで僕たちは加害者グループの写真を見せて回った。

　小一時間も聞き込みをすると、自販機でコーヒーを買い、一休みすることにする。

　飲みながら僕は三日間の報告をした。そして国東さんに遇ったことも。

「国東さんの浮気調査とは宇津木紗耶香のことじゃないでしょうか？」

　由岐中さんは飲み干した缶をぐっと握った。

「紗耶香は浮気をするような女じゃない」

　きっぱりと言うと僕を振り返る。

「ダイスケ、お前は実務研修中だ。おれの個人的な用件に使って悪かった。紗耶香のことを洗うのはもうやめよう、明日からは公務復帰だ」

　じゃなかった、と付け足す。

「明後日からだな、明日は非番だ、ゆっくり休め」

　僕は「了解しました」と口では応えたが、心の中では別の決心をしていた。

　しばらく無言で歩くと、由岐中さんは「次の店ではお前、聞き込みをしろ」と指示する。

　センター街を一本入り、上階にネットカフェの入っているカラオケ店へ僕たちは足を向けた。裏は近くの量販電気店の駐車場になっている。

　一階の玄関を入り、カウンターに近づいて僕は店員に警察手帳を見せた。

「ちょっと訊きたいことがあるんですが……」

　言いかけた瞬間。

　脇の男性用トイレからサラリーマン風の男が出てきた。僕と眼が合い、さらに僕が持っている警察手帳へと視線を移した。そして驚愕の表情を見せる。

　ぱっときびすを返し、廊下を奥へと駆け出した。

「待てっ」

　逃げるものを追うのが警察官の本能だ。僕は手帳を内ポケットに捻じ込むとあと追う。

　由岐中さんが店員に駆け寄ったのが視野の隅に見えた。

　僕は構わず男を追って廊下を曲がった。すると向こうから飲み物を積んだ盆を掲げた店員がやってくる。男はその脇を無理やりすり抜け、店員を突き飛ばした。

「わっ、なんだよー！」

　店員はバランスを崩し、僕に倒れ掛かった。ジュースやらアイスコーヒーやらのコップが頭から降りかかったが手で払いのけ、店員の身体をまたぐ。

　男の目的は非常口だった。非常口の扉を押し開け、男は裏の駐車場へと飛び出す。

　路地に出る手前で僕は追いついてタックルを掛けた。アスファルトに積み重なって転がったところへ表から回ってきた由岐中さんが合流する。由岐中さんは太い腕で男の肩を摑み、軽々と引き起こした。

「助かりました」

　由岐中さんは「怪我はないか」と僕を心配そうに見ながら、男の腕をねじ上げる。

「いててて！」

「逃げなければ手を離す」

　うんうんと必死に首を振る男の肩に手を置いて道路に座らせ、僕たちは周りを取り囲む。

「なんで逃げたんだ！」

　男は地べたにしゃがんだまま両手で顔を被った。







　男を引っ立ててカラオケボックスに戻り、店員からも事情を聞くことにする。双方の話を付き合わせ、男がちょうどセンター街でプチ家出中の女子中学生二人を誘ってカラオケボックスに入ったところだったと知った。

　トイレから出てきて僕の警察手帳を見た男は「青少年保護育成条例に基づく一斉取締り」だと勘違いして逃げ出したのだ。

　とんだ薮蛇だったわけで、僕たちは男の帰りを待って呑気に部屋で歌いまくっていた中学生ともども、宇田川うだがわ署へ引き渡すことにした。

　少年係に引き渡されたセーラー服にルーズソックスの中学生二人組はけろりとしたもので、「だって１時間で五千円くれるっていうんだもの」「それに二人だから平気だって思ったしぃ」などと言っている。

　男のほうにはちゃんとスケベ心があり、持っている鞄からは隠し撮り用のビデオが発見された。もちろん鞄はソファの下に置かれていて、ビデオに撮られていたのは少女たちのスカートの中だった。

　まったくなんて奴だ。

　宇田川署は妙に手薄で、諸手続きに調書を済ませるのにやたら時間がかかった。

　おかげで署から出た時にはもう日付が変わっていた。

　追っていた傷害事件のほうは、加害者が家族に付き添われて自首してきた、と途中で連絡が入っていた。

　事件は解決したのだ。

　タクシーを拾おうと駅のほうへ歩き出した時、由岐中さんが僕を振り返った。

「お前、ベタベタだな」

　そう、ジュースやチョコパフェを頭から浴び、髪も服もべとついていてさっきから気になっていた。

「もう寮の風呂には入れないだろう？」

「駅の辺りにサウナがあると思います、そこへ寄って帰りますよ」

　地域課にいたときも合同捜査に駆り出されることはしょっちゅうだったから、寮の風呂に入れずに二十四時間営業のサウナに世話になったことはある。

　すると由岐中さんはちょっと考え、「おれのマンションで風呂を浴びたらいい」と言ってくれた。

「それはありがたいです！」

　実のところ、深夜に行くとあんまり雰囲気が良くない。できれば利用したくないのが本音だ

「じゃあその前に飯でも食っていこうか」

　ちらりとまた僕を上から下まで眺める。

「そのカッコじゃ、店には入れないな……」

「ですよね」

　さっき宇田川署でタオルを借りてあらかた落してはいたが、椅子には座れない。

　由岐中さんは駅前広場に出ていた屋台へと足を向けた。

「ここなら大丈夫だろう」

　立ち食いなら確かに大丈夫だ。それでも気を遣って一番端っこにする。

「ここはな、結構美味いんだ、それにな、紅ショウガ載せ放題だし」

　らっしゃー、と禿げたオヤジが愛想良く僕たちを迎える。

「大盛り、二つ！　チャーシュー二倍で！」

　九州博多ラーメンで、白い豚骨スープは確かに絶品だ。月並みな言葉だけれど、「あっさりしているのにコクがある」。

　由岐中さんは卓に置かれたタッパーから、トングで盛大に紅ショウガを入れている。見る間にスープは濃いピンク色に染まる。僕は割り箸を止めてピンクのスープを凝視した。

「先輩、そんなに入れたらせっかくのスープの味が……」

「うるさい、俺は紅ショウガが好きなんだ。それにタダなんだから入れなきゃ損だ」

「まあ、いいですけど……」

　呆れて首を振ると、僕はオヤジに「すごく美味しいです」と誉める。

　オヤジはひどく嬉しそうになった。

「酒、出してくれる？」

　オヤジに由岐中さんは頼み込む。

「おうよ、兄ちゃんたちならいいぜ。酔っ払いに絡まれると困るんで、普通は出さないんだけどな」

　カップ酒を二つもらうと、僕たちは慎ましく乾杯をした。ほんのりと身体も温まり、少し涼しくなった夜風も心地良い。

「なんか、事件も解決したし、いいですねえ」

「そうだな」

「なんか、『やったー』って感じがします」

「そうだな」

　ささやかな達成感。刑事の醍醐味って奴だろうか……。いつも何かを睨んでいるような由岐中さんの目も、なんだか優しい。

　食べ終わって離れようとすると、由岐中さんが空になったどんぶりを重ね、僕のほうへと押しやる。

「はあ？」

「あそこのビルの水道でゆすいで来い。ここは良心的値段だから客が食器洗いを奉仕することになってるんだ」

　ええっ、と驚く間もなく、由岐中さんは親父に「あるだけ出しな、洗ってくるから」と愛想よく声をかけた。

「そりゃすまないねえ」

　バケツ二杯分の汚れ物を持たされ、僕は由岐中さんを睨む。たった今、刑事の端くれになった、って実感したのに……これじゃあ台無しだ。

「先輩、自分一人にやらせるんですか？」

「当たり前だ、新人はそれぐらいしろ。それにお前、どうせスーツ、汚れてるからいいじゃないか」

　確かにすでにスーツはさっきの捕り物で汚れている。言い返すタネもなく、僕は両手に重いバケツを持って道を横切り、親父が水道を借りているビルまで行った。

　撒き水のために外壁につけてある蛇口をいつも借りているとのことで、僕は管理人さんから教えられ、脇道に入った。細い道で、一杯飲み屋やらエロビデオ屋やらの入った雑居ビルが立ち並んでいる。

　ぶつぶつ言いながらバケツの中の食器を洗っていると、奥のほうから怒号が響く。酔客の喧嘩だろうか。僕は食器を洗う手を止めて顔を上げた。

　と、上半身裸の男がこちらへ走ってくる。しかも裸足の足はガラスで切ったのか血が滲んでいる。

「どうしました」

　僕が立ち上ると、ちょうど男の行く手をふさぐ格好になった。

「うるせーっ、どきやがれ！」

　男は僕を突き飛ばそうと体当たりする。僕はよろけてバケツをひっくり返してしまった。食器が散乱し、僕はカッとなった。

　せっかく洗ったのに！

「おいっ、謝れッ」

　すり抜けて走り去ろうとした男を追い、手首を摑む。

「放せっ」

「どんぶりを拾えっ、あんたがぶつかってきたんだろう！」

　ちょっとやりすぎかなとは思ったが、僕は男の腕を捩じ上げた。

「おいっ、どうした！」

　由岐中さんの声に、「そいつを放すな！」という声が被る。

「ええっ？」

　何かトラブったかと思った由岐中さんと、道の奥から走ってきた作業員風のつなぎを着た中年男が同時に到着する。頭がてかてかに光っている作業服の男は「ご協力感謝します」と言い、さらに由岐中さんを見て「ユキじゃないか、さすがだな！」と顔をほころばせる。

「シイさん！」

「シイさん？」

　鸚鵡返しに尋ねると、由岐中さんは「同業者だ」と答えた。

「ええっ、同業者！」

　なんだか作業場のオッサンって感じだけど……。

「しかもマル暴」

「ええっ、マル暴？」

　驚く目の前でシイさんは僕が確保した男に手錠をはめる。そして「麻雀賭博の打ち込みだったんだ」と由岐中さんに説明した。

「お前、今、六本木署なんだってな、おれは宇田川署だよ」

「なんだ、さっきまでいたところだよ」

　由岐中さんは僕に「昔、喜多見きたみ署で一緒だったんだ」と紹介してくれた。

　今日は宇田川署のマル暴と薬物対策課、それに生活安全課が協力しての作戦だった。道理でさっき行った宇田川署に人手が少なかったわけだ……。

「こいつ、胴元の一人だよ。女と別室でいちゃついてたんで、おれらが突っ込んだとき、賭場にいなくてな。こっそり抜け出しやがったんだ」

　僕に手を差し出す。

「君、新人なのにお手柄だぞ！」

　由岐中さんは首を振りつつ、僕の顔を見た。

「ダイスケ、お前はたいした奴だよ……」







　タクシーに乗ると僕は船を漕いでしまった。

「おい、ついたぞ」と由岐中さんに言われ、慌てて目を擦る。

「まあ、紗耶香の張り込みから地取り、それに現行犯逮捕が二件と色々あったからなあ」

由岐中さんは心配そうに言ってくれ、「いっそ泊まってくか」とマンションの扉を開けた。

「部屋ならたくさんある」

「それはありがたいです！」

　バスルームに僕を案内すると由岐中さんはパジャマを貸してくれた。だがべとべとになった髪を洗い、すっかりリフレッシュして湯船から出たところでまずいことに気づいた。ズボンだけでなく、下着もべとべとになっていたのだった。

「困ったな……」

　ノーパンでパジャマを着てもいいのだが……迷った末、いつもの裏ワザを使うことにした。なかなか着替えができないときの裏ワザだ。そのために僕は布地の量が少なく乾きやすいビキニにしていると言ってもいい。いっそＴバックでもいいのだが、それだと殉職したときさすがに恥ずかしい。

　汚れたビキニを洗うと固く絞り、また穿く。乾いたタオルを腰に巻いてパジャマを手に、リビングへ戻った。

「なんだよ、そのカッコ！」

　リビングでビールを飲んでいた由岐中さんはギョッとした顔で立ち上がる。

　なにもそんな驚くことはないと思うけど……。

　由岐中さんはちょっと気まずげに「いや、パジャマ、大きすぎるのか？」と尋ねる。

「その、別のを貸してやろうか？」

「あ、そうじゃないんです。ちゃんとお借りしますけど……下着を洗っちゃって」

　慌てて僕は説明する。

「それとそのカッコとどんな関係があるんだ？」

「自分、ビキニなんですよ。だからこうやってるとそのうちに体温で自然乾燥するから……」

　腰に巻いたタオルを開けて見せた。

「乾いてからパジャマを着ようと思って」

「ま、まあ、勝手だけどな……」

　由岐中さんは缶ビールに口をつけ、一口飲んだがむせてしまった。咳き込みながら「お前も飲め」と僕に放って寄越す。

「おれもシャワーを浴びてくるから」

　一人取り残され、僕はビールを飲んだ。だんだん気持ち良くなって、勝手に冷蔵庫からビールを取り出し、次から次へと開ける。

　そのうちにバスローブ姿の由岐中さんが帰ってきて呆れ顔になった。

「ダイスケ、お前って天然だな……」

「は？　何がです？」

「まあいい」

　由岐中さんはサイドボードからウィスキーの瓶を取り出し、グラスに注いであおった。

「今日はお手柄だったから幾らでも飲め」

「手柄……っつっても、偶然ですよ」

「いや、偶然にしたって、あの中学生たちにとって幸運だったろう」

「幸運？」

　今まで僕は都条例違反のオヤジを一人捕まえたぐらい、たいしたことじゃないと思っていた。

「いや、それは違う。今回のことであの二人が『たいしたことじゃない』とこれからも誰かの誘いに乗るようになり、それがきっかけでいつかは大きな事件に巻き込まれるとも限らない。非行っていうのはそんなものだ。それを未然に防いだんだからな」

　由岐中さんの目は真剣だった。

「そうか……そういうことですね」

　あの女の子二人の将来を救ったのかもしれないと思うと、とても重要なことをしたという気になってきた。

　それにしても、と僕は可笑しくなった。

　宇田川署からの帰り際、少年係に顔を出したらまだ女子中学生たちは両親と一緒に婦警さんに絞られていた。しかし僕の顔を見た途端、屈託なく「じゃーねー」と手を振ったのだった。

「今どきの子って感じでしたよね、反省がないっていうか」

　まあな、と由岐中さんはうなずく。

「たっぷり絞られるだろうが、結果として良かったと思える日が来るさ」

　由岐中さんはウィスキーの瓶に手を伸ばし、にっこりする。

「警察の仕事は犯罪を防止することにある。もちろん犯人を検挙することは重要だが、未然に防ぐことも同じくらい重要だとおれは思うよ」

　僕はなんだか胸が温かくなった。前にいた国立くにたちは文教都市で規制が厳しく、青少年の非行の温床になるような施設はあまりなかった。マンガ喫茶ぐらいはあったが、熱心な地元父兄がしょっちゅう見回りをしていたものだった。僕のいた地域課も協力を惜しまなかった。

　確かに犯罪も非行も未然に防ぐことができればそれに超したことはないのだ。

　それにしても地域課ではなく、強行犯係の由岐中さんがそう言ったことに僕はちょっと感動していた。

　由岐中さんの殉職した父親は駐在だったとこのあいだ、聞いた。やはり子供たちに優しい警官だったのだろうか、親身に僕の相談に乗ってくれた永瀬巡査長のような……。

　そしてそんな視線の優しいお父さんだったからこそ……。

「先輩って優しいんですね」

「何を言ってる」

　由岐中さんは急いで僕から目をそらすと「しかしダイスケ、お前といると現行犯逮捕にやたら遭遇するなあ、初めて会った日からしてそうだ」と言った。

「そう言えばそうですねえ」

「ツキがあるのかもな、お前は。刑事って職業は非科学的かも知れないが『ツキ』が大事なんだ。お前は刑事があってるかもな」

　有能だと誉められたなら嬉しいが、単に「ツキ」があると言われるのはそんな嬉しくない。

　そう答えると、「そりゃそうだ」と由岐中さんは大声で笑った。







　ビールを飲み過ぎたせいか、明け方、僕は目が覚めてしまった。

　洗面所へ行き、リビングにまだ灯が点いていることに気づいた。そっと扉の隙間からうかがうと、由岐中さんがまだソファに腰を下ろしていた。

　テーブルにはウィスキーの空瓶が転がっている。

　由岐中さんは大きく溜め息をつくとこうべを垂れ、両手を合わせてまるで祈るような仕草をした。

　バスローブの広い背中が寂しげに見え、僕は胸が詰まった。

　由岐中さんの胸の中には誰の顔があるのだろう。

　その人のために祈っているのだろうか。

　宇津木紗耶香だろうか。

　僕はなんだか息が苦しくなるのを感じ、慌てて足音を立てないよう、その場を離れた。

　日付が変わった今日は非番だ。やることは決まっている。

　総てはこれからだと思った。
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　新宿南口に建つデパートやレストラン、大規模書店の入った複合ビルの辺りはウィークデイでも大変な人出だ。

「国東探偵事務所」はその向かい側に位置しているが間に新宿御苑を挟み、喧騒からは遠く離れている。新宿通りからも一本外れ、鬱蒼とした木立を目の前にしたひっそりとした一画だ。古びた四階建てのビルの三階で、一階と二階は会員制のちょっと怪しげなクラブが入っている。四階はこれまた怪しげな貿易会社だった。

　所長室に通された僕を見て国東さんはぴくりと眉を動かした。

「なんだ、ユキに言われて来たのか？」

　いいえ、と僕は立派な机の向こうでふんぞり返っている国東さんの前に立った。

「由岐中さんには内緒です。どうしても個人的に知りたいことがありまして」

「宇津木紗耶香のことか？　それよりなんでお前が彼女を張ってたんだ、そっちのほうが先だ」

　国東さんは椅子から立つと応接セットへと歩いていく。

　僕はソファに腰を落ち着け、この前の非番の日に目撃したことを手短に語った。

「ここんとこ、全く外出しなくてお手上げだったんだ。だがお前の話を聞いてその原因が判ったぜ」

　国東さんはひゅうと口笛を吹く。

「ちょうどその日は手が足りなくて紗耶香の張り込みはしていなかったんだ……その日にそんなことがあったとは」

　それにしても、と国東さんは僕を見た。

「相手は何者だろう。紗耶香は脅迫されていると考えたほうがいいな。お前、心当たりあるか？」

「自分はこう、考えたんです。宇津木紗耶香の夫が調査を依頼し、そして不倫の証拠を握って妻を脅す、なんてことがあるのかも知れないと」

　どうなんですか、と僕は眼を丸くしている国東さんを見上げた。

「宇津木紗耶香は襲ったのが夫だと知っていれば、警察へ届けるのを躊躇するでしょう？　しかも自身に不利なことがあればいっそう。だから教えて欲しいんです、依頼者は夫なんですか？」

「まいったな」と国東さんはジャケットの内側からショートホープを取り出した。

「確かに旦那の明夫から依頼を受けている。もし紗耶香を襲うのを命じたのが明夫なら、食えない奴だな……」

「夫婦仲は悪いんですか？」

　僕の質問に国東さんは呆れ顔になる。

「そんなこと、おれが知るかよ。明夫はひどく心配しているようだったが、演技ということもあるからな。むしろ妻を襲わせようなんて男なら、『心の底から愛している』ぐらいは言うだろう」

　火曜サスペンスとか二時間スペシャルならあるかも……。

　僕の目の前にザッパーンと波が打ち寄せる東尋坊とうじんぼうの崖が見えた。

　うん、ここでたいがいラストに夫が罪を告白したりするよな……。

　考え込んでいると、ふいに携帯の振動が伝わった。液晶画面に出た番号に僕はあっと息を呑む。

「なんだよ？」

「宇津木紗耶香からです」

　僕は携帯を耳に押し付けた。国東さんも顔を寄せる。

〈もしもし、お判りですか、この前助けていただいた……〉

　低い震える声が届いた。

　宇津木紗耶香は怯えているのだ。だったらなぜ警察に通報しないのだろう。

　僕にちゃんとお礼がしたい、と紗耶香は切り出した。会いたい、と言うと紗耶香は「家の外に出たくない」と拒否する。

「お宅に伺います」と僕が言うとしばらく逡巡していたが承知した。

　携帯をしまうと国東さんが眼を爛々と輝かせて僕の腕を摑んだ。

「おれも行く、友人だと言って一緒に連れて行け！」

「駄目ですよ！　国東さんは顔つきが怖いですから絶対警戒されます」

　むっとした顔になったが国東さんは諦め、その代わりに話の内容を自分にも教えろと迫った。

「頼む、紗耶香に関する情報を提供するからさ」

　それならばいいかも。

　国東さんは交換条件として集めた情報を話し出す。

　宇津木紗耶香は四月から夫と別居していた。それはお受験のためで、娘の紗緒里は再来年、小学校入学なのだ。

「ほら、鳥居坂とりいざかのところに有名な私立の女子校があるだろう？」

　都内の有名私立学校の情報などには縁がない。国東さんの言った学校の名は聞いたことがあったが、それが鳥居坂にあるとは知らなかった。

「まあいい」と国東さんは続ける。

「紗耶香の実家は資産家だからな、東京の有名私立に娘を入れたいんだ。それでバレーだのなんだのの稽古事にも通わせてる。実家に戻ったのはそのための別居だ。だがなにせあの通り美人だろ？　それに人妻の色気っつーか……旦那は気が気じゃなくなったわけだ」

　国東さんは下品に笑う。

　確かにあんな綺麗な女性が奥さんだったら、僕も心配になるかも……。

「それにしても、救ってくれたからとはいえ、よくお前に会う気になったなあ、身元も判らないのに……やっぱり宇津木紗耶香はお嬢様だ、危機管理意識に乏しいぜ」

　言いながら僕をじっと見た。

「いや、お前だからかもな……優男だし、お前は警戒心を人に抱かせないよ。女が好きそうな顔だ、いっそホストにでもなりゃ良かったんじゃないか？」

「心外です」

　そんなことよりも一番訊きたかったことを訊いてみる。

「由岐中さんは紗耶香さんと関係があったんですか」

「随分とはっきり訊くぼうやだなあ」

　国東さんはショートホープの端っこをトントンと机で叩いた。

「由岐中さんが言ってました、宇津木紗耶香は前の上司の従妹で、よく知っていると。『浮気するような女じゃない』とも言ってましたよ？　だから付き合ったことがあるのかと思ったんですが」

　国東さんはひどく困った顔になった。

「前の上司、か……景山かげやまのことだな」

　またその名前だ。

「どんな人だったんですか？」

　国東さんはショートホープをくわえると、肩を大げさにすくめた。

「おれはそのへんの事情は良く知らないんだ……景山があいつを飛ばしたのはそのせいかもな」

「ええっ」

　景山の名の意味が初めて判った……。度々話に出ていた、「そりが合わず、所轄に降格した上司」とは景山という名の男だったのだ……。このところ、由岐中さんが見せるひどく複雑な表情の理由はそれだったのか。

　景山というキャリアは由岐中さんを紗耶香とつきあわせないために降格したのだろうか。それとも景山・宇津木紗耶香・由岐中さんは三角関係だったとか？

　それはちょっと飛躍しすぎか……それに紗耶香は今、まったく違う人と結婚している。由岐中さんはそのことも知らなかったし。

　紗耶香の実家はすごい資産家だから身分違いを理由に反対された？　今はそんな時代じゃないし、だいたい由岐中さんは庶民派だけど（豚骨ラーメンにタダの紅ショウガをたっぷり入れたりして）伯父さんはすごい金持ちみたいだ。身分違いというほどではないだろう。

　一介の警察官が気に入らない？　でも景山という人だってキャリアとはいえ、警察関係だし……。

　男女関係の縺れ、という推理は今一つだ。

　それに昔の恋人が窮地に陥ってるかも知れないのなら……。もっと由岐中さんの性格だったら必死になっていると思う。短い付き合いでもそれぐらいは判る。

　少ない情報ではこの辺りが限界だ。僕はなんとしても真実が知りたかった。

　ショートホープを吹かしている国東さんを眺め、考えを巡らせる。

　ええい、世の中、ギブアンドテイクだ。

「宇津木紗耶香は警察には決して知らせるなと僕に言いました。だから自分は警官と名乗っていないんです」

「それはさっき聞いた」

　怪訝な顔になった国東さんに思い切って僕は提案する。

「国東探偵事務所の所員として、身辺警護してやると持ちかけたらどうでしょう」

「潜入捜査か。見かけに寄らず大胆だな、お前は」

　国東さんは腕を組むと考え込んだ。

「紗耶香が承諾したらどうするんだ。実行できる当てはあるのか」

　警察は民事不介入原則だ。だがそれでＤＶやストーカー事件では後手に回っている。由岐中さんの持論では警察の重要な任務の一つは犯罪を未然に防ぐこと。そのことを昨日聞いていた僕は由岐中さんを説得するつもりだった。

　それに宇津木紗耶香が由岐中さんにとって特別な女性なら。

　昔の恋人でなくても、僕の計画を承知するに違いない。

　国東さんは「確かに」と身を乗り出した。

「やるじゃないか、坊や」

「坊やは余計です」

「まあ、いい」

　国東さんは秘書の女性を呼び、すぐさま偽の名刺を作らせる。

「これを持ってけ」

　僕は偽の名刺を持って紗耶香の実家に向かった。 



  
５





　紗耶香さやかの父親・大坪おおつぼ政彦まさひこは「オセアニックスターファイナンス」という投資顧問会社の社長で、自身もかなりの資産家である。

　国東くにさきさんの説明によると、顧客は「動産最低五億」の富裕層で、いわゆるプライベートバンクというものだった。つまり金持ちの資産をさらに増やすためのアイディアを提供するのである。もっと金持ちになりたいのかっつー気がするが。

　とある本で読んだけど、「お金って寂しがり屋で、みんながいるところに集まりたがる」ので、金持ちはさらに金持ちになり、貧乏人はさらに貧乏になるんだそうだ。

　ホントかどうか知らないけど、とにかくそうやって金持ちの資産を増やすことに成功し、会社は今や六本木の新名所になった巨大な複合ビルに入っている。

　その大坪家は当然のことながら麻布の一等地にあり、高い塀に囲まれた豪邸だ。庭には鬱蒼と木が茂り、和洋折衷の平屋造りだ。

　大坪家は戦前からの財閥の系譜なのだった。現在の居住者は家長の大坪政彦にメイドが三人、それに紗耶香・紗緒里さおり母娘だ。紗耶香の母で大坪の妻は二年前に亡くなっている。

　ということは男手は父親のみ。

　ウィークディの午後早い時間で、大坪政彦が家にいるはずもなく、門から中へ導き入れられるとき、確かに宇津木紗耶香は危機管理意識に乏しいな、と僕は思った。僕が本当は悪人だったらどうする気なんだろう？

　だがもともとそんなことに頭が廻るようだったら僕にお礼などするはずもない。

　玄関までは広い前庭になっていて、青々とした芝生が広がっている。ゴールデンレトリバーが僕に向かって走ってきた。ふんふんと僕の手を嗅ぐ。

「リッキー！」

　可愛い声が上がり、庭の奥のあずまやに、ピンク色のワンピースを着た紗緒里と白人の中年女性が腰を掛けていた。

「駄目よ、お客様に悪さしちゃ！　おいで！」

　犬は盛大に尻尾を振りながら駆け戻っていく。玄関では白いエプロンをかけた年輩のメイドが僕を待っていた。

　玄関ホールから長い廊下を抜け、煉瓦造りの暖炉にクリスタルのシャンデリヤが煌めく応接室に通される。またしても超豪華ホテルだ。

　宇津木紗耶香は今日は水色のスーツだった。メイドにお茶を命じると、ソファに腰掛けた僕にしとやかに礼をする。

「お嬢さんを庭でお見かけしましたよ」

　僕が言うとにっこりした。

「今、家庭教師に英語のレッスンを受けてるんです」

　紗耶香はテーブルの上に厚みのある白い封筒を置いた。

「この間のお礼です、受け取っていただけますでしょうか」

　いきなりの謝礼に僕は慌てた。受け取れば服務規定違反どころか国家公務員法に違反する。いや、今でもぎりぎり違反してるようなものだけれど。

　とにかく封筒を押し戻し「そんなわけには行きません」と固辞した。

「でも……」

　戸惑う紗耶香に僕はジャンパーの内ポケットから名刺を取り出した。

「警察に届けないのには理由があるのでしょう。実は僕はこういうものです。宜しかったらお力になりますが」

　紗耶香は名刺を取り上げ、潤んだ瞳を僕に向けた。

　うーん、確かに美人だよな……僕の好みではないけれど、などと思っていると紗耶香はふいに肩越しに振り返った。

　僕も眼を上げると、応接間の扉のところに一人の男が立っていた。

　見も知らぬ僕を家に入れたのは、ちゃんと護衛がいたからなのだと納得する。それにしても平日の真っ昼間だ。

　『まさか、浮気相手じゃないだろうな』といった考えが頭を過ぎった。

　高そうなブルーグレイのスーツ、タイはエルメスか。髪は少しウェーブがかかり、ぴったりと撫でつけている。細面で鼻は高く、顎は華奢で、小顔だ。眉も目も細く、きりっと吊り上がっている。全体に驚くほど綺麗な顔だった。

　どちらかというと女顔なのだが、目には鋭い光が宿り、まだ三十そこそこだろうにやたら威厳がある。

「マサヨシさん」

　紗耶香が呼んだ。

　男は黙って近寄り、名刺を受け取ると僕に視線を注ぐ。僕は男の眼光に対抗するため、ぐっと腹に力を入れた。

「永瀬ながせ剛士ごうし君、か。『国東探偵社』、ねえ」

　低い通った声だ。

「マサヨシさん、どうかしら、お父様も言うの、紗緒里の送り迎えの時にご一緒してもらったら……」

「紗耶香がそうしたいならいいんじゃないか？」

　宇津木紗耶香は僕に視線を戻した。

「お仕事を依頼して宜しいかしら……」

　願ったり適ったり、だ。僕のほうから言い出さずに相手から言ってくるなんて。

「もちろんです」

　では、と紗耶香はもう一度封筒を僕のほうへ押しやった。

「これを収めてくださいな、宜しいでしょう？」

　僕はそっと立っている男に視線をやった。「マサヨシ」という男は僕の顔をじっと見ている。

　ここで断るのはまずい……だが受け取るわけにはいかない、と僕は決断する。

「あの、成功報酬ということでお願いします。期間もまだ未定ですし。僕たちの業界では拘束期間の長短も報酬にかかわってきますし。それはうちの所長と話をしてください」

　宇津木紗耶香はその説明で納得したようだった。

　男は黙ってその場を離れていく。もう僕に用はないと踏んだようだった。

　男が部屋から出ていくと僕は肩の力を抜いた。

　あれは誰なんだろう……浮気の相手だとしても相当な力を持った男だ。それだけは判る。

　メイドが紅茶を運んできて、僕たちはとりとめのない話をしばらくした。

「送迎の件ですが」

　僕は切り出した。

「この前のＢＭＷではなく、うちの社の車にしたほうがいいでしょう。僕が車で迎えに来ましょう」

　紗耶香は顔色を少し青ざめさせ、うなずく。

「差し支えなければ、どなたに狙われているかお話ししていただけますか？」

　予想通り、紗耶香は首を横に振る。

「そうですか、まあ、依頼されたのは送り迎えだけですから構いませんが。ですが、宇津木さんはたいへんお美しいからストーカーではないかと推理しまして」

　わざと振ってみる。

　すると背後から「紗耶香！」と厳しい声が飛んだ。

　さきほどの「マサヨシ」という男だった。いつのまにか戸口のところに立っている。

　僕は紅茶を飲み干すと立上がる。

「では、明日の八時半にお宅に伺います」

　出ていく間、僕は痛いほど男の視線を背中に感じていた。







　六本木署に戻る途中、僕は由岐中さんから呼出を受けた。

〈すまんな、非番のところを。交代要員がいるって言われたんだ〉

　説明を受け、僕は新たな任務に就くために急いで大久保へ向かった。大がかりなピッキング盗犯団のアジトを張る、という任務で、一週間ずっと張っている角筈つのはず署の刑事の交替要員だ。

　角筈署に捜査本部が立っていて、広域捜査のためうちの署も署員を派遣しているのだ。本来ならば盗犯係の仕事なのだが、手が足りないので急遽駆り出されたのだった。

　見張りは明日の朝八時まで。なんとか時間までには宇津木紗耶香の家にたどり着けそうだ。

　ＪＲ大久保駅で由岐中さんと合流する。途中のコンビニで食料を買うと、僕たちは問題のアパートへと向かった。

　大通りからだいぶ離れ、辺りは街灯も少なくかなり暗い。新宿から近いこともあって、新築のマンションも所々に建っているが、築二十年といった二階建てのモルタルアパートが軒を連ねている。

　張り込みの部屋はそういった古びたアパートの二階で、僕たちは向かいにある低層マンションへと入った。そこの非常階段の踊り場が見張り場所だ。

　運良く部屋でも借りられればいいが、今回はなかなか厳しい。

「まあ、季候がいいからましなほうか」

　由岐中さんが全員の心情を代弁する。角筈署の刑事二人は僕たちと交替し、ほっとした表情で去っていった。

　交替で見張ることになり、まず由岐中さんが双眼鏡を持って張り番に立った。

「ダイスケ、今日はちゃんと休んだか？」

　由岐中さんの問いに僕は「実は……」と切り出す。これまでのことをかいつまんで説明した。

　宇津木紗耶香の家に行ったところまで話すと、由岐中さんがこちらを振り向いた。

「驚いたな」と眼を見開く。

「このジャジャ馬め！　最初に会った日からそう思ってたが……まったくとんでもない奴だ！」

　声が大きくなり、はっと由岐中さんは辺りを見回す。低い声で「とにかくもうやっちまったんだ、で、それからどうした」と先を促した。

「それで家に行ったんですが、そこに男の人がいました」

　浮気の相手ではないでしょうか、と僕は振ってみた。

「どんな奴だった？」

「歳は三十ぐらい、綺麗な顔の男でした。まるでモデルみたいな……宇津木紗耶香は『まさよし』と呼んでいました」

　ふいに由岐中さんが持っていた双眼鏡をぐっと握りしめ、息を深く吸い込んだ。僕に背を向けて双眼鏡を眼に当てると「続けろ」と呟く。

「その、国東さんからもらった偽の名刺を渡したんです……警官という身分を明かさず」

　もう一度由岐中さんは背を向けたまま「ジャジャ馬」と唸った。

　娘の紗緒里の送り迎えをすることになった、と僕は話を結んだ。しばらくの間、由岐中さんは黙ったままだったが、ほうと長い溜め息をついて僕に双眼鏡を渡した。

　僕が代わりに見張りにつくと、壁に背をもたせてコンビニで買ったペットボトルに手を伸ばす。

「よし判った、宇津木紗耶香を洗おう。やはり何かあるに違いない」

「本当ですか！」

「目を離すな」

　はい、と僕は双眼鏡を持ち直す。再びアパートの入り口を視界に入れた。

「明日から単独行動だ、上へはおれが適当に言っておく。終ったらすぐ合流する。いいな」

　由岐中さんはそのあと、その件については何も言わなかった。

　真夜中過ぎ、携帯に角筈署から連絡が入った。

　動きがあったのだ。

　角筈署に立っている合同捜査本部に集合せよというもので、僕たちはゴミをかき集めて階段を降りた。

「こりゃ、徹夜になりそうだな」

　大通りへ出てタクシーを拾おうと、僕たちは歩き出す。通りの向い側に、さっき入ったコンビニが見えてきた。

　小腹が空いていた僕はカロリー飲料を買おうと思いつく。

「ちょっと買ってきていいですか？」

「おう。そうだ、スタミナドリンクを差し入れてやるか、そいつも頼む」

　ビルの陰で煙草を取り出した由岐中さんを置いて、コンビニへと走った。店に客は誰もおらず、レジには学生アルバイト風の青年が立っている。

　籠に幾つかの商品を入れ、お気に入りのスナックを求めて僕は奥へと足を進めた。

「あった、ここか」

　一番下の棚なので屈んで選んでいると、ピンポンとチャイムが鳴った。

　僕が目を上げるとちょうど頭の真上に万引き防止用のミラーがあって、湾曲した鏡面にレジと入り口が映っている。体格の良い男性が一人、入って来たところだった。黒い革ジャンパーを着て、両手をポケットに突っ込んでいる。

　この季節に不似合いの毛糸の黒い帽子を被っている。

　なにやらおかしい。

　僕は屈んだままミラーに映らないよう、そっと移動した。

　バイトの青年はレジでお気楽に漫画雑誌のページを捲っている。

　一分ほど経ったろうか、雑誌スタンドの辺りでうろうろしていた男が突然毛糸の帽子を顔まで引き下げる。眼出し帽になった状態でレジに駆け寄った。右手にはサバイバルナイフが握られている。

「金を出せ！」

　男が叫んだと同時に僕は後ろから飛びかかった。両手で男のナイフを持った方の手首を握り、捻る。

　足払いをかけ、体重を浴びせてなんとか男を横倒しにする。唖然としているレジの青年に「外へ！」と叫んだ。

　必死の抵抗をする男と床で縺れながらもう一度僕は「外へ！　助けを呼べ！」と怒鳴る。

「あっ、はい！」

　だが青年がレジから出る前に由岐中さんの大きな身体が視界に入った。由岐中さんは冷静な顔でコンビニの入り口から一歩で僕たちに近づく。

　男の手首に手刀を入れた。

　ぽろりと落ちたナイフを素早く取り上げる。十秒にもみたないその間、一言も発さなかった。

　僕はほっとしながら男の身体を羽交い絞めにした。はっきり言って男の力は大変強く、僕は劣勢に立たされていたのだ。本当に由岐中さんは頼りになる……。

　由岐中さんは懐から手錠を取り出し、男の手首にはめた。カチリと金属音が響く。

「強盗の現行犯で逮捕する！」

　男は一気に力を抜き、僕たちの言うなりになった。男の肩を摑んで立たせると、僕は由岐中さんに「グッドタイミングで助かりました」と頭を下げた。

「いや、おれもこいつが店内に入った時点で変だと思ったんだ。それで外から窺っていたんだが……お前も良く反応したな」

　僕は盗難防止用のミラーを指した。

「あれで見てたんです」

「たいしたもんだ」

　数分後、赤い回転灯をつけたパトカーが僕たちを迎えにきた。

　もちろん角筈署の警邏隊で、

「ちょうど良かったですね、タクシーを拾う手間が省けた」

　僕が言うと由岐中さんは感慨深げに首を振った。

「ダイスケ、お前はたいした奴だよ……」







　翌朝きっかり八時半に僕は国東さんのパジェロで大坪家に乗り付けた。

「すごーい、カッコイイ！」

　リボンのついた真っ赤なワンピースを着た紗緒里が玄関から飛び出してきて嬉しそうに叫ぶ。

「ママのより、ずっとイイね！」

　無邪気な言葉に僕は頬が緩んでしまう。僕からすればＢＭＷ７シリーズのほうが断然いいと思うのだが。

　紗緒里は運転席から降りた僕に「おはようございます」と礼儀正しく挨拶し、助手席に目をやる。斜めにかけた赤いバッグを両手で押さえた。

「前に乗りたいのかい？」

　紗緒里はうなずいたが「でもあたし、まだ六歳になっていないの。チャイルドシートでないと駄目よね」と僕の顔をじっと見る。

　ここで「いいよ、前に乗っても」と言ってあげたかったが……さすがに法の番人という立場上、できない。「ごめんね」と謝ると、後ろから宇津木紗耶香が「ママと一緒に後ろに乗りましょうね」と慰める。

「はーい」

　紗緒里はおとなしく母親に従う。本当にいい子だ、と僕は感心した。

　僕が車を乗り付けたのは広尾の小さな教会で、紗緒里が通うのはそこの附属幼稚園だった。宇津木紗耶香はシスターに紗緒里を預けるとすぐさまパジェロに戻ってくる。

　僕はまた大坪家にとって返した。

　幼稚園の迎えは二時。

　その時刻に合わせ、僕は再び大坪家で宇津木紗耶香を拾う。帰り道にはお受験のための塾やバレーのレッスンに寄る。そんなことが四日ほど続いた。

「ご苦労様、明日はいいわ」

　門を入り、玄関前のアプローチに停めたとき、宇津木紗耶香が僕に言った。

「明日は土曜日、教会の幼稚園はお休みなの」

　ああ、と僕はうなずく。

　すると真後ろに座っていた紗緒里が「えーっ、つまんないー」と足をバタバタさせた。

「お兄ちゃん、明日も来てー」

　僕はこのところ、紗緒里に懐かれて「おじちゃん」から「お兄ちゃん」に昇格していた。

「だめよ、わがままを言っちゃ」

　いつもの聞分けの良さは微塵もなく、紗緒里は「だって、つまんないー」と続けた。

「もうずーっと、どっこも行かないし、お友達とも遊んでないんだもん」

　宇津木紗耶香ははっと口に手を当てた。そう、あの事件以来、ほとんど軟禁状態のようなものだ。遊び盛りの子供には退屈だろう。

　紗緒里は運転席のヘッドレストにしがみついて「明日も来て」とおねだりをする。

「紗緒里、永瀬さんが困ってらっしゃるでしょう、早く降りなさい」

　パジェロの外から宇津木紗耶香が呼ぶが、紗緒里は動かない。

「じゃあ、ちょっとおうちでお話していって、ね？　ママ、それならいいでしょう？」

　宇津木紗耶香はほうと溜息をつくと、窓から覗き込んで僕を見た。

「永瀬さん……お茶でもいかがですか？」

　喜んで、と答えて僕は車を降りた。

　紗緒里ははしゃいで僕の腕にぶら下がる。

「お兄ちゃん、抱っこー」

　甘える紗緒里を僕は肩車してやった。レトリバーのリッキーも駆け寄ってきてわんわんと吼える。

「本当に永瀬さんは子供と犬に好かれるんですねえ」

　宇津木紗耶香は笑いながら僕を庭のあずまやに案内する。庭にガーデンテーブルを出すとメイドを呼んでお茶の仕度を命じる。

「すみません、永瀬さん……付き合っていただいて」

　運ばれてきた紅茶とスコーンを僕に勧めると宇津木紗耶香は謝った。

「いえ、別に」

　紗緒里は犬小屋からやかんの蓋のようなプラスチックの円盤を持ってきて僕に渡した。

「投げて、お兄ちゃん、リッキーが取るから」

　ふわりと空に向かって投げると、リッキーは走っていって芝生に落ちる直前に口でキャッチする。すぐに僕のところへ運んできて「また投げろ」と催促する。

　しばらく紗緒里と犬とに付き合って、僕はテーブルで微笑んで見物していた宇津木紗耶香の元に帰った。

「紗緒里と遊んでくださってありがとうございます」

「いいんですよ、紗緒里ちゃんも遊び盛りですからね」

　そう言ったところで、紗緒里の「見て見てー」という声が響く。

「ほらっ、こーんな太いミミズ！」

　なんと紗緒里がクネクネと動くミミズを小さな掌に載せていた。

「それにしてもお嬢さんなのに元気がいいですね。普通、ミミズなんて女の子は嫌がるでしょう」

　すると宇津木紗耶香はにっこりした。

「そうなんですよ、今まで育ったのが夫の故郷の漁師町で、お祖父さんが釣り好きで……ミミズもそれで平気になっちゃって。うちのひとは『虫愛づる姫』なんて言ってるくらいで……」

　宇津木紗耶香の口調は柔らかく自然で、僕はあれっと思った。

　夫との仲が悪いとは思えない……。いや、仲が悪くなくたって、退屈から浮気する人妻も最近は多いし……。

　でもほんの僅かだったがこの数日の間、紗耶香の傍にいて、由岐中さんが「紗耶香はそんな女じゃない」と言った理由が判ってきたような気もするし……。

　紗緒里はしばらくミミズを追いかけていたが、やがて飽きて戻ってくる。

「ねえ、お祖父ちゃんやパパとまた釣りに行きたいな……ヨッちゃんとも遊びたいし」

　椅子にちょこんと腰掛けるときちんとおしぼりで手を拭く。オレンジジュースのグラスに手を伸ばし、母親を見上げた。

「ヨッちゃんやサエちゃんとはもう遊べないのよ」

　紗緒里はぷうと唇を尖らせる。

「バレエも嫌いじゃないけど、あたしはみんなと一緒の学校がいい！」

「紗緒里ちゃん……もうその話は済んだでしょう？　紗緒里はこっちの学校に行くって、約束したじゃないの」

　紗耶香はひどく困った様子だ。

「でも」と紗緒里は反論する。

「こっちの小学校に入ったら、ヨッちゃんたちとだけじゃなくって、パパとも離れ離れになっちゃうんでしょう？　それ、知らなかったもん」

　紗耶香はもっと困った表情になった。

「政彦お祖父ちゃんも優しいけど、紗緒里はパパと一緒のほうがいいもん。早くパパと一緒に暮らしたい」

　僕は紗緒里に「パパ、好きかい？」と訊いてみる。

「うん、大好き！」

　紗緒里はにっこりし、宇津木紗耶香を振り返った。

「ママもパパが好きなんだよねー。二人はラブラブだもんね、すぐチュッてするし」

「紗緒里！」

　宇津木紗耶香は真っ赤になった。

　夫婦が不仲というのはガセだ、と僕は結論する。これぐらいの年頃の子供は敏感だ。うわべを取り繕っても子供には判る。

　だったら宇津木紗耶香は誰に狙われているのだろう。

「プライベートなことかも知れませんが、なぜ別居してまでこちらの学校に入学させたいと思われたんです？」

　名門校だから、という答えを予想していたが宇津木紗耶香は「母が亡くなって……」と下を向いた。

「紗緒里を受験させようと思っているのは母の母校なんです。紗緒里が生まれたのを母はとても喜んで……幼稚園もこのうちから通わせなさいと。私はそんなつもりはなかったんですが……」

　亡くなった紗耶香の母は、孫と一緒に暮らせる日が来るのを待ち望んでいた。早く東京に出て来いといつも言っていた。

「言いそびれているうちに……」

　母親が病で死んで、紗耶香はひどく後悔した。

「もっと紗緒里に会わせてやればよかったと……」

　そんなことから、母の勧めていた小学校に入学させようと思いついたのだが……。

　宇津木紗耶香は再び犬と遊び始めた紗緒里に目をやる。

「なんだか、迷っているんです……夫の実家で暮らすのは大変ですけれど、大らかなところで……紗緒里もとっても気にいっているし」

　宇津木紗耶香は上流階級のスノッブな母親なのだろうと思っていた僕には意外な話だった。黙って聞いていると紗耶香はそれに、と唇を震わせる。

「まさかこんなことになるなんて……」

　そこまで言って、はっとかき混ぜていたスプーンを止める。慌ててティーカップを向こうへ押しやった。

　僕から目をそらしたまま「あの、それじゃあ今度は月曜日に」と口の中で言う。

　判りましたと僕は席から立ち、お辞儀をした。







　僕は由岐中さんの携帯に連絡を取り、これから合流すると告げた。

　だがまず月曜までは要らないパジェロを国東探偵社まで返しに行かなくてはならない。金曜日ということもあり、都内の混雑ぶりはひどく、新宿まで随分と時間がかかってしまった。

　国東さんの事務所に上がると、なんと由岐中さんが待っていた。

　由岐中さんはこれから青梅に地取りを掛けるところで、「ここで合流したほうが早いからな」と僕の顔を見て言った。

「それにちょっとこいつにも訊くことがあってね」

　僕たちは広尾署に立った捜査本部から、容疑者リストの中の一人をあてがわれているのだ。最近流行のインターネット情報漏洩事件で、犯人は流出元の会社を脅迫してきたというわけだ。僕たちの担当する重要参考人ジュウサンは退職自衛官なのだった。

　僕は国東さんに礼を言ってパジェロの鍵を返した。

　国東さんはすると僕の手首を摑んで放さない。

「そろそろこっちにもネタを流せよ」

　どうだ、と僕の顔を覗き込む。

「紗耶香に男の影はないのか？　やっぱ、浮気がばれて誰かにつけ狙われてるって線じゃないのか？　案外、脅迫は浮気相手かもな。ああいった免疫のないお嬢は悪い男に引っかかるもんだよ」

　僕はきっぱり「紗耶香さんはそんな女性じゃありません」と否定する。

　国東さんは僕の手を放し、片目を瞑る。

「おいおい、ぼうや、紗耶香にまいっちゃったのか？　ひょっとすると誘われたとか？」

　傍で見ていた由岐中さんが顔をしかめる。

「やめろ、国東、つまらないことを言うな」

　おやおや、と国東さんは大げさに肩をすくめた。

「つまらないことじゃない、刑事がそう考える根拠を訊いたんだ。いいか、紗耶香の夫は浮気を疑っておれに調査を依頼したんだぜ？　紗耶香は貞淑な妻なのかどうか、ぼうや、お前は何を根拠にそう思うんだ」

「根拠……」

　由岐中さんは僕の答えをじっと待っている。

　僕は気まずくて由岐中さんの視線を外した。僕が思っていたことは、「由岐中さんが好きになるような女性はいいかげんな人ではない」ということだった。

　由岐中さんは真面目で気性が真っ直ぐで、国東さんの言うとおり「男の中の男」だ。そんな由岐中さんが尻軽女を好きになるわけないではないか。それに宇津木紗耶香母娘を近くで見ていると、つくづくいい家庭なのだと思う。

　会話を重ねて判ってきたことだが、宇津木紗耶香は美人なだけでなく性格もいい。そして夫を愛しているに違いない……そこまで思って僕ははっと由岐中さんを見上げた。

　由岐中さんの表情は険しかった。

　もし由岐中さんがまだ紗耶香さんを好きなら……。

　夫婦仲がいい、と聞くのはつらいかも知れない。

　僕だって、高校時代、ちょっと憧れてた同級生が結婚したと聞いてがっかりしたもの……。「憧れ」だけでもそうなんだから、実際付き合ったことがあって、それでまだふっきってなかったとしたら相当くると思う。

　由岐中さんを傷つけたくない。

　胸に沸いた感情に僕は一瞬戸惑った。

　慌てて国東さんに目をやる。

「別に……勘です」

　国東さんはゲラゲラ笑い出した。

「まあいい、実はおれもどうやら紗耶香の浮気はない、と考えていたんだよ。夫の取り越し苦労だな。妻が美人だと苦労する」

　今まで渋い顔をしていた由岐中さんが口を開く。

「だいたいなぜ、紗耶香の旦那は浮気調査なんか依頼したんだ」

　国東さんは以前僕に語ったようなことをもう一度説明する。

「なんでもこの二ヵ月ほど、電話するとよそよそしいと言うんだよ。まあ、子供のお受験で旦那どころじゃないってのが真相かな。それとも坊やが見た誘拐がらみのことかもな」

　ですが、と僕は国東さんに意見を述べる。

「なぜ旦那さんに事情を打ち明けないんでしょう。普通、脅迫などにあったら旦那さんに相談すると思いますが」

　黙って聞いていた由岐中さんが「旦那の不利益になることなのかもしれない」と口を挟んだ。

「もしくは旦那の仕えている奴の、だな。ありそうなことだ」

　国東さんはショートホープをくわえた。

「宇津木明夫の雇用主・鈴木国之くにゆきは政権政党の代議士だ。こっち絡みってことは大いにありえるな」

　にやりと笑って片目を瞑る。

「鈴木国之のスキャンダルだったら、しけた浮気調査より金になりそうだ」

　おい、と由岐中さんが釘を刺す。

「ネタを暴いて鈴木国之を脅そうなんて考えてないだろうな。やめておけよ」

　めっそうもない、と国東さんは直立不動を取った。

「自分が法律を犯すはず、ないでしょうが」

　どうだか、と由岐中さんは国東さんを睨みつけた。

「もういい、ダイスケ、行こう」

        
  
６




　青梅線の終点、奥多摩駅を降りたときはそろそろ三時だった。

　僕たちはまず奥多摩警察に顔を出す。小さなショカツで、署長はノンキャリからたたき上げた停年間近の警視だ。

　目的の男は「辻井つじい」という退職した元自衛官。嫌疑はサイバーテロだ。とあるプロバイダのネットワークに侵入し、情報を盗んだ。

　初め聞いたとき、七十の爺さんにコンピュータ犯罪ができるもんかと思った。だが由岐中さんは青梅線の中でゆっくり説明してくれた。

「あのな、奴は防衛庁の技術屋で、コンピュータの開発初期から研究していたんだそうだ。だからきょうびのコンピュータ技師なんて、及びもつかないらしいぞ」

「ええっ、そうなんですか」

　６桁の計算ができる機械が部屋一杯になるくらい大きかったころから、辻井は開発に携わっていたのだそうだ。

「なんでも昔の連中はコンピュータ言語からやってるから、新しいソフトなんかすぐに読んじゃえるらしい」

　辻井の情報は国東くにさきさんのルートからもたらされていた。奥多摩に潜伏している可能性がある、そう僕たちは極秘に聞いていた。

　僕たちはすぐ奥多摩署を辞して、聞き込みに向かった。バスに三十分ほど揺られ、ここが東京都かと思うほどの奥深い山道をまた登る。目的の集落は徒歩でさらに三十分、と署長から聞かされていた。里山というより本格的な森林だ。

「車を出しましょうか」と申し出られたのだが、そこまでの間にも色々調べたい、と由岐中さんは断ったのだ。

「紅葉の季節には観光客で溢れる、って署長さんは言ってましたけど、今は寂しいですねえ」

　道端に目鼻のはっきりしないお地蔵さんが五つほど並んでいて、その奥に寂れたお堂が木々の間から見えた。

「ダイスケ、お前の生まれたとこもこうか？」

「心外です、うちはこんな田舎じゃありません」

　わいわい話しながら歩いていくと、前から膝の曲がったお婆さんが大きなリュックを背負い、さらに両手に籠をさげて降りてきた。紺色の野良着に地下足袋で、いかにも農家の小母さんが里へ野菜を売りに行く、という絵だ。

　危なっかしい、と思っていると、あんのじょう僕たちの目の前でステンと転ぶ。

「うわ、大丈夫ですか、お婆さん」

　僕たちに抱き起こされ、お婆さんはふうふう息をついた。

「バスの時間に間に合わせようと思って、早く歩きすぎたようですわ」

　額の大汗を見て由岐中さんは「おれ、バス停まで荷物、持ってくわ」と僕に言う。

「僕も手伝いますよ」

　いや、と由岐中さんはリュックを軽々と背負い、籠も二つまとめて持った。

「お婆さん、歩けるか？」

「手ぶらなら、足には自信がありますわい」

　だろうな、と僕も思う。毎日こんな山道を歩いているのだから。

「お前、先に行っててくれ」

　確かに人助けだけでなく、仕事もしなければいけない。僕はわかりましたと答え、山道を登り始めた。

　しばらく行って、ふと、犬の吼え声を聞いたように思った。

「野犬かな……」

　だが犬好きの僕には判った。

　吼え声は嬉しそうで、腕時計を見て納得する。

　餌の時間なのだ。飼い犬に違いなかった。

「ということは、人がいるんだろうな……」

　僕は内ポケットから重要参考人ジュウサンの写真を取り出した。由岐中さんからは「集落での目撃証言はあるが、相手は元自衛官。山林に居住している可能性がある」と指摘を受けている。

「犬の飼い主にでも聞いてみるか……」

　独り言を言いながら僕は道を逸れ、山の斜面を登ることにする。斜面はかなり急で、僕はそこらへんに生えているウバメガシやらコナラといったいわゆる雑木の幹を頼りに登った。

　上へ行くほど急になり、最後のほうには熊笹の根元をつかみ、身体を引っ張り上げる。ナイキを履いてきてよかった、と思った。

　やがて斜面はなだらかになり、ふいに開けた場所に出た。粗末な小屋がかかり、空き地には家畜の囲いのようなものがあった。そこに十数頭もの犬が群れている。

「ブリーダーかな？」

　だが犬はどう見ても駄犬だ。単なる犬好きか。

　僕が予想したとおり、犬たちは地面に置かれた桶から餌を食べているところだった。キャンキャン、という嬉しそうな鳴き声が上がっている。

　囲いからジーンズのつなぎを着た男が出てきた。髪は真後ろでポニーテールにしている。三十歳くらいだろうか、日焼けをした真面目そうな顔だ。

　ちょうどいい、と僕は男のほうへと歩き出した。

「あの、ちょっとうかがいたいことがあるんですが」

　男は手に持っていたバケツを地面に降ろし、僕を振り返る。

「誰だ、こんなところにまで来て。私有地だぞ」

　警戒するのも無理はない、と僕は内ポケットから警察手帳を取り出し、開けて見せた。

「実はこういうものですが……」

　終いまで言わないうちに、男がだっと走り出す。大声で「親父、逃げろ！」と叫んだ。

　前にも言ったが逃げるものを追うのは警官の本能だ。作り物のウサギを追っかけるドッグレースの犬と同じ。囲いの中で猛烈に吼え始めた犬をあとに、僕は男を追った。ナイキを履いてきてよかった。

「止まれ！」と叫び、追いついて突き飛ばす。追跡の基本だ。前のめりに倒れた男に馬乗りになった。

「逃げろ、親父！　サツだ！」

　男は小屋に向かって再び叫んだ。身体を捩って僕を払い落とそうとする。さらに拳で僕の顔を狙う。

　こうなっては仕方がない、僕は後ろ手にした手首に手錠をかけた。

　カチリと音が鳴ったのは手錠だけではなかった。

　僕は頭を上げ、小屋の扉からがっしりとした男が出てきたのを見た。上背はあまりないが肩幅は広い。赤銅色の顔は精悍で彫りが深い。白髪交じりの髪は短く刈って、ジーパンにウィンドブレーカーを羽織っている。男の手元に視線をずらしたところで僕の心臓は急にピッチを上げた。

　男は手に猟銃を持ち、その銃口は僕に向けられていた。

　探していたジュウサンだった。

「辻井さんですね、ちょっと伺いたいことがあります、ご同行願えませんか」

　僕はまだ馬乗りの姿勢で辻井に呼びかける。

　安全装置は外されている。動いたら危険だ。

　まさか辻井本人が隠れているとは思っていなかった。僕たちは聞き込みのつもりで、もちろん二人とも銃器は携帯していない。

　しまった……。

　早撃ちガンマンじゃないのだから、このシチュエイションでは例え持っていたとしても役に立たないだろうが……。

　辻井は僕の後悔にお構いなく、「手錠を外せ」と低い声で言った。

「親父、おれのことはいいから逃げろって！」

　僕の下で辻井の息子（なのだろう）が悲鳴のような声を上げた。

　辻井は一歩近寄る。眼はあくまでも冷静で、迷いがない。銃口は揺らぎなく僕を捕らえている。右肘はぴったりと脇腹につけられ、左腕は地面とほぼ平行に上げられている。

　辻井は射撃の名手だ。構えを見れば判る。しかも本気だ。指は引き金にかかり、筋肉は緊張している。

　僕は一ミリも動けなかった。

　心臓はさっきからトップギアに入っている。だが冷静さを保った声で男に呼びかける。

「銃を下ろしてください、ここでそんなことをしても意味はない」

「どうかな」

　辻井は指を僅かに動かした。

　叫んだのは僕の下にいた息子だった。

「親父、馬鹿なことはやめろって！　マッポを撃って逃げ切れるわけ、ないだろ！　それより早く逃げろって！　おれと犬はいいからさ！」

　辻井は「いいや」と答える。

「こいつは公務執行妨害でお前を逮捕するだろう。　そうなったら犬は飢え死にする。　だからこいつを撃ち殺して自首する。お前は関わりないと言い張ればいい」

　冗談じゃないって、と僕は冷や汗が出た。

　確かに僕も犬好きだけど、そして犬が死ぬのは嫌だけど、そんな理由で撃ち殺されても困るって！

　でもなんと言えばいいんだ？　犬にはちゃんと餌をあげます……って、マヌケだし……。

　迷っていると「銃口を下げろ」と低い声がした。

　はっと振り返ると由岐中さんが立っている。

　由岐中さんはゆっくりとこちらへ歩いてくる。

「止まれ、撃つぞ」

　辻井が散歩がてらに「こんにちは、いい日和ですね」と言うような自然な口ぶりで言った。

「由岐中さん、止まってください。奴は本気だし、射撃の名手ですよ」

　僕は屈んだまま言う。

「ほう、判るか、小僧」

「自分は警察学校でオリンピックを目指さないかと誘われましたから」

「なるほど……」

　辻井は初めて歯を見せた。七十と聞いていたが、とても若々しい。確かに訓練を受けた自衛官なら山の中での自給自足など、どうってことないのだろう。

　由岐中さんがもう一歩前に出、辻井がぴくりと反応する。

　僕は膝を伸ばした。

「屈んでろ」

　銃口が再び僕に向けられた。

「親父、頼むからやめてくれ！」

　息子は悲鳴を上げた。

　由岐中さんは歩みを止め、辻井を見つめる。

「国を守る誇りはどこへやった！」

　そう雷のような声で怒鳴った。

「なに？」

「おれたちにはまだあるぞ」

　辻井は目を細める。

「この国にはその価値がない」

　由岐中さんは僕の前に仁王立ちして両腕を広げた。

「先輩、やめてください！　あいつは本当に撃ちます！」

　僕は悲鳴のような声を出す。目の前で由岐中さんが血に染まるシーンが頭に浮かんだ。

　だが由岐中さんは動じない。

「仲間のために命を捨てる、か。その覚悟はあるようだな」

「ああ」

　銃口は由岐中さんのほうへゆっくり動いた。それでも由岐中さんの広い背中は動かない。

「お前はこの国に守る価値がないと言ったが、俺にとって大事な奴がこの国には棲んでいる。お前を助けようとした息子もこの国に棲んでいるだろう」

　低く静かな声が響いた。

　遠くでクンクンと甘えるような犬の声がする。犬も棲んでる、と言いたかったが言えない……。

　僕の下にいる息子が「頼む、やめてくれ、親父」ともう一度呼びかけた。

　銃口がゆっくりと下を向く。

　僕は全身に血がまた戻ってきたように感じた。心臓がマキシマムビートで耳の奥に鳴り響く。

　由岐中さんは辻井に近寄ると銃身に手をかけ、もぎ取った。

　僕はふらふらと立ち上がる。中途半端な姿勢でいたのですっかり腰が痛くなっていた。それだけではない。極度の緊張に晒されたせいか、頭もガンガンしてきた。しかしそんなことはとても口に出せず、僕は下で這いつくばっている息子を引き起こす。

　そして手錠の鍵を外した。

「あの……ということは」

　息子は泥のついた頬を拭いながら僕の顔をうかがう。僕は答えずに由岐中さんに近づいた。

「大丈夫か、ダイスケ」

　由岐中さんの温かい言葉に、僕は強張った顔に笑みを作った。

　由岐中さんは辻井に手錠をかけ、その上から自分の上着を被せた。僕に猟銃を渡し「証拠品だ」と言う。

「辻井の息子は……」

　僕の背後で息子が呆然と立っているのを見て「まあ、いいだろう」と呟く。

「奥多摩署へ連行します。宜しいですね」

　辻井は観念したようで、さっぱりとした表情を見せた。
 






　辻井は奥多摩署の留置所に一晩留め置かれ、明日、広尾署から迎えが来ることになった。

　調書作成は明日から、と僕たちは奥多摩署の署長に言われる。小さなショカツなのでのんびりとしている。

　奥多摩署の玄関ホールに青梅線の時刻表が張ってあるのを見つけ、僕は調べようと近寄った。すると由岐中さんが「いいって」と呼び戻す。

「今晩はここに泊まっていこうぜ。六本木に帰ってもどうせ明日、こっちで色々手続きがあるんだ。手間が省けるだろ？」

　由岐中さんの言葉に僕は「ええっ」と渋い返事をした。

　こういう場合、よくて宿直室を借りるか、宿直室が一杯だと留置所の空いてる房に泊まるんだよな……。

「辻井と一緒ですかあ？」

　さっき命を狙われた奴と一緒はいやだ……もちろん房は違うけど。

「違うって、温泉にでも泊まろう。署長がいいところを紹介してくれたんだ」

　それはすごくいいアイディアだ。温泉に美味い飯。猟銃で狙われたことはもう過去のことだ。

「行きましょう、先輩！」

　僕は先に立って玄関の階段を駆け下りる。

「おいおい、げんきんだなあ」

　警杖を持って立っている警官が「ご苦労様です」と敬礼をした。僕もさっと敬礼を返し、由岐中さんはまた笑った。

[image: ]

　署長が推薦したのは、駅から少し歩いたところにある部屋数わずか十ばかりの小さな温泉旅館だった。鉄筋コンクリートの素っ気無い外観だが、料理はこの辺りでは一番という評判だ。奥多摩渓谷を見下ろす景観が自慢で、特に風呂からは対岸の紅葉が楽しめるという。ちょっと時期には早かったが、そのおかげで宿は空いていて、僕たちは首尾よく泊まることができた。

　部屋に案内されたころには奥多摩の日は沈んでいた。

　夕闇に早瀬のせせらぎが響く。

　僕たちを案内した女将は行灯に火を入れた。

「今どき珍しいなあ」

「これがいいんですよ、『ゆらぎ』っていうんですか、川の音もそうなんですって」

　蝋燭の炎が揺れ、ぼんやりとした灯はなんだか心を落ち着かせる。女将は六十歳ぐらいで、「今夜はぼたん鍋ですよ」と告げる。

「猟友会のかたからいただきましてねえ」

「うおっ、そりゃあラッキーだ！」

　由岐中さんは舌なめずりをする。

「おれの実家の山梨でもよく食ったよ」

　さっきの逮捕劇で腰を痛めた僕は、温泉のほうがありがたい。僕は浴衣と丹前を洋服ダンスから出した。

「先輩、温泉に行きましょう」

「う、ううむ……そうだな」

　なぜか由岐中さんの口調は重い。

「お前、入ってこい。おれはあとにする」

「宜しいじゃないですか、今は誰もいませんよ、ごゆっくり」

　お茶をいれていた女将が由岐中さんをうながす。

「その間にお食事の用意をしておきますから」

　由岐中さんは渋々と立ち上がった。

　男風呂は渓谷に面していて、確かに抜群の眺めだ。広い浴槽の中に樋が伸び、打たせ湯になっている。

「うわー、いいですねえ」

　僕はシャツを脱ぎながら由岐中さんを振り返った。

「実はさっき、ずっと屈んでいたもので、腰が凝っちゃって……」

　ズボンを足から抜くと、僕は腰を回してみる。

「やっぱりまだ痛いな……でも温泉に入れば疲れが取れるよな、きっと」

　腰だけではない。緊張から肩や首までも痛くなっていた。頭にタオルを載せ、浴槽でリラックスしていると、由岐中さんが腰にタオルを巻いて入って来た。

　さすが、いい身体をしている。逆三角形の体型で、肩幅は格好いいスーツ姿から予想していた通り、本当に広い。胸は分厚く、腹筋は割れている。ウェストから下はきゅっと締まっている。腕は長くて太く、反対に足はすっきりと細い。

　僕の理想だ……溜息をついて眺める。

「なんだ、溜息なんかついて」

「いえ、羨ましいなと思って……自分もそんな身体になりたいです」

　そうか、と由岐中さんは自分の身体を見下ろした。

「普通だぞ、おれは剣道だからそんなに筋肉はついていない」

「いや、つき過ぎもちょっと……先輩は自分の理想です！」

「り、理想って……」

　由岐中さんはちらりと僕を見た。

「ダイスケ、お前だって体脂肪数％じゃないか？　細身だけどそこそこ筋肉、ついてるよ」

「でも自分はちびなんです。先輩ぐらい背が高ければ……」

　僕はざばっと湯船から出ると、由岐中さんの隣に行った。

「実はちょっとサバを読んでるんで……ほら、こんなに低いでしょう？」

「う、ううむ」

　由岐中さんは僕に背を向け、湯船に入った。

「ダイスケ、身体でも洗ってろ」

「はい」

　身体を洗い、ビキニをこっそり洗い、ついでに髪も洗って、ふと気がつくと由岐中さんはまだ湯船に浸かっている。

「先輩は長風呂なんですね！」

「ううむ……」

　由岐中さんは僕と入れ違いに出ると、身体を洗い始めた。

　僕はまた湯船でのんびりしながら目の前の広い背中を見つめた。背中のあちこちに傷痕が見える。特に大きなのは左の肩甲骨の下だ。刃物だろうか、長く細い。

　僕の知らない由岐中さんがいる。

　警察官という職業の厳しさを悟らされる瞬間だ。由岐中さんのお父さんも殉職した……。由岐中さんもきっと、どんな危険にも向かっていったのだろう……。その背中が証人だ。

　さっき、猟銃の銃口と僕の間に立ちふさがった姿が蘇った。

　もし、辻井が銃をおろさなかったら……。

　僕はなんだか息苦しくなった。広い背中に抱きついて「行かないでください」と叫びそうになる。

　何を考えてるんだ……。

　今、由岐中さんは危険な目にあってるわけじゃない。

　黙ったままの背中に苦しくなって、僕は「背中を流しましょうか」と尋ねてみる。

「ええっ」

　由岐中さんが肩越しに驚いた表情を見せる。

「なんだって？」

「いえ、背中を流しましょうか、って……」

　ううむ、と由岐中さんはまた正面を向き、首を振った。

「いや、いい。ダイスケ、お前先に上がってビールでも飲んでろ。おれは長風呂だから、付き合ってるとのぼせるぞ」

　そういえばそうだ、と僕は思った。それに喉も渇いてきて、ビールの誘惑が目の前をちらつく。

「ではお先に！」

　ざばっと湯船から出る。

　傍を通り過ぎるとき、由岐中さんは困った顔を僕に見せた。







　ボタン鍋は味噌仕立てではなかった。しゃぶしゃぶのように出汁にくぐらせ、酸橘をたっぷり搾った醤油だれで食べるのだが、イノシシ独特の臭みをまるで感じない。山菜の天麩羅も衣はさっくりして中はジューシー、という凡庸な表現しかできないが本当に美味い。

「川魚も泥臭くないですね」

　僕はニジマスの塩焼きにかぶりつきながら言った。どうしても大網白里だと海の魚に不自由しないので、つい川魚に偏見を抱きがちだ。

「おお、おれんとこは山梨だからな、川魚ばっかだったが美味いのもあるぞ」

　由岐中さんは手酌で酒を飲みながら答える。

　やがて辻井のことに話題は移った。

「国東から聞いたんだが……」

　辻井という男はさっき由岐中さんが言った通り、防衛庁でコンピュータ開発部門に席を置いていた。退官までひたすら、独自のコンピュータソフトの開発に身を捧げた。

何年か嘱託で勤めたあと、関連会社に天下り、ついこのあいだまでソフト開発を手がけていた。

　サイバーテロの目標は、防衛庁にソフトを提供しているコンピュータ会社だった。

「いかに危機管理意識が低いか知らしめるためにハッキングしたようだ」

「なぜそんなことを……」

「情報を制するものが勝利を得る。戦略の鉄則だ。その基本もこの国はなってない、というのが奴の口癖だったそうだ」

　テロの目的は国を憂える気持ちの暴走だったわけだ。

「じゃあ、防衛庁のホストコンピュータにも侵入を……」

　本当だったらすごい。

　だがなぜ、防衛庁が動かなかったのだろう。

「いや、辻井の居場所をこっちへ漏らしてきたのは陸幕調査部だ。国東によるとな……」

　陸幕調査部。防衛庁の諜報機関だ。警察機構でいう公安にあたる。

「深謀遠慮、って奴ですか……」

　それぐらいは僕にも想像できた。辻井の考えに賛同する人間もどこかにいたのだろう。警察に渡せば、彼の存在が消されることはない。

「組織って複雑ですね……」

　まあな、と由岐中さんは僕のお猪口に酒を注いだ。

「おれだって、組織内にいればままならないことがあることは実感している」

　由岐中さんは眉を寄せ、窓の外へと顔を向けた。

　景山によって左遷されたことを思い出しているに違いない。顔も知らない景山のことが僕は腹立たしくなった。注がれたお猪口をぐいと飲み干す。

「ところで……」

　しばらくして由岐中さんが僕のほうを見た。

「なんで手錠を外した？」

　うっと僕は詰まった。

「自分は甘いです。すみません」

「ふざけるな！」と怒鳴られることを覚悟して、

「その、自分は犬が好きでして……二人とも留置されると餌をやる人間がいなくてまずいのではと……」

　深々と頭を下げる。半分は事実だ。あとの半分は、本当の理由を言えばもっと甘ちゃんに見られると思ってのことだった。

　本来ならば、犯人隠匿、逃亡幇助、及び公務執行妨害に、僕に殴りかかったのだからプラス傷害ぐらいの罪状で逮捕すべきなのだろう。でも肉親に「逃げろ！」と呼びかけてしまうのは人情というものだ。

　だが予想に反し、「いや、いい」と大きな掌が振られる。

「まあ、おれだって動物愛護団体のデモを受けたくないからな」

　それに、と僕の顔を見ながら付け加える。

「あいつは辻井に投降を呼びかけたんだし。おれも七十の爺さんには差し入れする奴ぐらいいたほうが良いと思うしな」

「ですよね！」

　由岐中さんはにやりと笑う。

「おれもお前が外さなければ外してやろうかと思っていた。多数決で決まり、だな」

「それを言うなら、満場一致では……」

「細かいことを言うな」と由岐中さんは腕を差し伸べ、僕の頭を軽く叩いた。

「おれたちは気が合う」

　僕はちょっと胸が熱くなった。なぜか顔も熱くなる。ごまかそうと急いで酒を飲む。

　そして気になっていたことを尋ねてみた。

「なぜあそこに……よくわかりましたね」

「実はな、婆さんを送っていったろう？」

　バス停までの間に、由岐中さんは辻井の写真を見せた。その顔に見覚えは無かったが、

「野良犬を保護して世話している、という若い男がいるというんだ。そこにしばらく前から年取った男が同居を始めた、と……」

　辻井に違いない、とぴんときたのだった。

「で、それで？」

「婆さんにリュックを背負わせ……」

　ええっ、と僕は徳利に伸ばした手を止めた。

「じゃあ、お婆さんは……置いてっちゃったんですか？」

「バカ、そんなこと、するか」

　由岐中さんはぎょろりと睨む。

「リュックを背負った婆さんをおれが背負って、両手に籠をぶら下げて、それでバス停まで走ったんだよ！」

「うわー、ご苦労様でした」

　でもそのおかげで僕は辻井に撃たれずに済んだのだ。あのときの情景が蘇り、僕は由岐中さんに「ありがとうございました」と頭を下げる。

「辻井は本気でしたよ……先輩が来てくれなかったら、多分自分は撃たれてたと思います」

　あの距離から撃たれれば命はない。由岐中さんが命を張って立ちふさがってくれたからこそ、辻井も撃つのをやめたのだろう……。

「バカだな、後輩を目の前で撃たれたんじゃ、名折れだからな」

　由岐中さんの口調に気負いはない。それでも僕はその勇気に頭が下がった。







　照明を消して暗くなった部屋に、渓流のせせらぎが響く。

　僕は天井を見つめ、考えていた。

　明後日からまた紗耶香と一緒に送り迎えが始まる。いつまでも単独行動が許されるとは思えず、なんとか突破口を見いださなければならない。

　隣の由岐中さんは寝入ったのかひどく静かだ。銃口を向けられるという大変な経験をしたのに。さすがベテラン刑事だ……。

　色々な考えが頭を過ぎり、寝付けない。それに温泉に浸かって一時、筋肉痛も楽になっていたのが、再び痛くなってくる。

　布団の中で煩悶していると、「どうした、眠れないのか」と声を掛けられた。

「はい……ちょっと腰が痛くって」

「はあ？」

　実は、と僕は腰痛の原因を説明した。

「しょうがないなあ、いっちょ揉んでやろう」

　ガバっと由岐中さんが起き上がったので僕は慌てて「結構です！」と大声を出した。

　先輩に腰をもませるなんて、とんでもない！

「いいから、うつ伏せになれ」

　有無を言わさず、僕の布団が引っ剥がされる。僕はおとなしく枕を抱いてうつぶせた。

「この辺りか？」

　太く温かい指が浴衣の上から僕の背中をまさぐる。

「はい、そのへんで……」

　由岐中さんのマッサージはとても上手でとても気持ちがいい……。

　僕は次第に瞼が重くなってくる。

「すみません、先輩に揉ませるなんて……」

「まあいい、ダイスケ、今日はお前のお手柄だ。お前は本当に天然だが……」

「天然？」

　訊き返す僕に由岐中さんは笑いで答える。

「いいから、今日はおれのサービスデーだ。明日からはまた厳しくしごくぞ」

　はい、と夢うつつに僕は答える。

「本当にお前という奴は……」

　低く囁く由岐中さんの声が僕の耳を心地良くくすぐる。

　渓流の音が僕を夢へと誘っていった。
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　まだ姿の見えない相手側が動いたのは月曜の朝だった。

　僕は八時半に大坪おおつぼ家のベルを押した。遠くでリッキーの元気な吼え声がしたが、いつものように門扉まで駆け寄ってくる姿はない。

　そして僕を迎え入れたのは、いつもは朝早く迎えの車で出かける大坪社長だ。大坪政彦まさひこの顔は強張っていて、軽く会釈をし、僕を母屋へと導いた。

「永瀬ながせ君といったね、紗耶香さやかから聞いている。世話になっている」

　雰囲気にただならぬものを感じ、僕は「何か変わったことがありましたか」と尋ねる。

　大坪政彦は歩みを止め、芝生の上を指差した。

「メイドが朝、発見したんだ」

　青々とした草に黒いぼろきれのようなものが転々と落ちている。視力の良い僕にはそれがカラスの死骸だということはすぐに判った。

「こんなものもそばに落ちていた」

　大坪はビニール袋を手渡す。中には肉片が入っていた。

「犬を狙ったのでしょうね」

　大坪もうなずく。

「うちの犬は躾がいいから拾い食いはしない。それで助かったんだ」

「この肉は知り合いに頼んで調べてもらいましょう」

　僕はビニール袋をジャンパーの内ポケットにしまった。

「お嬢さんたちは？」

「中にいる」

　僕は応接間で宇津木うつぎ紗耶香に会った。

「二、三日、出かけないほうがいいでしょう」

　宇津木紗耶香は素直にはいと言った。だが何か変だと僕は感じた。

　普通、飼い犬を毒殺されかかったらもっと怯えてもいいはずだ。宇津木紗耶香の表情は強張ってはいたが、以前のようなおどおどとした感じは消えている。

　玄関へ戻ろうと、応接間を出ると、背後で大坪が「マサヨシ君にもう一度電話しよう」と言っているのが聞えた。

　マサヨシ、あのモデルか俳優のような色男だ。彼に助けを頼んだのだと直感した。それで紗耶香は安堵しているのだ。

　だがそうすると、あの男は何者なのだろう。まず、紗耶香の浮気相手ではないことは確かだ。父親の大坪が娘の浮気を黙認しているはずもなく、さらにその相手に助けを求めるのも変だ。

　ひょっとして……。僕の頭に閃く。

　もしかすると、最初の最初から僕は間違っていたんでは。僕は紗耶香が狙われてると決めつけていたけれど……本当に敵の目標は紗耶香だったんだろうか……。

　僕はちょうど六本木署に戻っていた由岐中さんに合流し、僕の推理を話した。

　刑事部屋には他の人がいるため、僕たちは給湯室に行ってこそこそと囁きあった。

「紗耶香さんは安心したとまでは言いませんが、ほっとした様子でした」

　だが自分と娘が狙われているのだとしたら、助けを求めただけで簡単に安堵するだろうか、と僕は思ったのだ。

「それはつまり、脅されているのは紗耶香さんではなく父親だからではないでしょうか」

　父親が何らかの解決手段を講じたのなら、もう自分と娘は安全だ。そう紗耶香は感じているのではないだろうか。国東くにさきさんは紗耶香は夫の不利益になることで脅迫されているのでは、という可能性を指摘していた。スキャンダルめいたことや父親に関係したことでは、とも。

「もう一歩進んで、紗耶香さんではなく、父親が脅迫されてるとしたら。紗耶香さんはその巻き添えで誘拐されかかったのではないでしょうか」

　原因が実の父で、しかもスキャンダル絡みだったら。

「夫にも相談できないし、その、従兄とかいう景山という人にも……」

　由岐中さんはぴくりと眉を動かし、僕の手からビニール袋を指でつまみ上げた。

「それはあり得るな……たかだか人妻の浮気で毒入りの肉を撒くと言うのも変だ。ストーカーならやるかも知れないが、誘拐未遂など手がこみ過ぎている」

　社長という社会的立場にある大坪政彦のほうが脅迫を受ける可能性は高い。

「セルシオに乗っていた暴力団風の連中も、企業を脅迫する総会屋と考えれば納得が行くな」

「やっぱり暴力団関係ですかね」

　とりあえず、と由岐中さんは鑑識に連絡を入れる。

「何の毒かは調べておこう」

　午後遅くから、僕たちはこの前逮捕したコンビニ強盗の実況見分に立ち会うことになっている。結果を携帯で知らせてくれるよう由岐中さんは頼み、僕たちは角筈つのはず署に向かった。

　引き当たりが終わるともう夜になっていた。

　ファミレスで食事をとっているところに、鑑識から連絡が入った。

「農薬だそうだ、ご丁寧に匂いでばれないよう、脂身に包んで埋め込んであったと」

　カツカレーを食べながら由岐中さんが報告する。

「これからどうしましょうか……いっそ、大坪家に乗り込んで」

　勢い込んで僕が言うと、由岐中さんは「証拠も何もないのに、大坪社長がおれたちに真相を話すとは思えないな」と否定する。

「それより……これからおれはとある場所へ行く。おれ一人で行くべきだと思うんだが……」

「どういう意味です？」

「あのな、ダイスケ、現場の警察官てのは色んな意味で危険だ。非合法と合法の境はグレイゾーンで、現場ではどうしても向こう側に一歩踏み込むこともある。一歩間違えれば汚濁にまみれる、という危険と隣り合わせだが、そうしなければ培えない人脈がある」

　由岐中さんが何を言おうとしているのかわからない。

「その関係は一度頼ったらずるずると引きずることもある。こちらが綱を握っていると思っていたのが、主客転倒になり、いつの間にか自滅していった奴を何人もおれは知っている」

　由岐中さんの表情はあくまでも真面目だ。

「それはつまり……違法行為者との癒着、ですか」

「おいおい、身も蓋もないことを言うな」

　由岐中さんは苦笑いをした。

「まあ、それに近い。だがおれは自分も違法行為をする気はない。だからおれの人脈は一回きりだ。一生に一度の関係、それを今回は使おうと思ってる」

　由岐中さんはぐっと頭を下げて僕の顔を覗き込んだ。

　男らしい、きりっとした顔だ、と僕は思った。

「だから、お前は来ないほうがいい」

　僕だって警察学校卒業したての新人ではない。地域課で三年、地元名士の軽微な罪を見逃すことや、パトロール中の脱線などはよくあることだった。

　もちろんそれらを「仕方がない」という言葉で片付けるつもりはないが。

「いいえ、一緒に行きます」

　きっぱりと僕は言った。

「だいたい僕のしたことは違法捜査ですからね。すでにグレイゾーンを越えてます。毒を食らわばそれまで、です」

「皿まで、じゃないのか？」

「そうとも言います」

　由岐中さんは噴き出し、「よし、行こう」と腰を上げた。







　タクシーが停まったのは中野の住宅街だった。
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　由岐中さんは車から降りると、そっと辺りをうかがいながら歩き出す。やがて高い築地塀に囲まれた和風邸宅の前に出た。門は瓦屋根の載った立派な腕木門だ。僕の田舎の大きな農家には多いが、もう都内ではなかなか見られない。

　監視カメラが何台もこちらをうかがっている。門の前にはなんと有刺鉄線をぐるぐる巻きにした車避けが置いてある。

　タクシーの中で由岐中さんは「これから行く」と連絡を入れていた。

　一言、二言しか喋らなかったので、隣で聞いていた僕にはまるで見当がつかなかったが、ここまで来て相手が判った。

　マルＢだ。それも幹部クラス。

　由岐中さんは門の前に立つ。

　監視カメラが首を振って僕たちを捉える。同時に門がすっと内側に開く。

　迎える面々はいかにもといった強面の男たち。

　僕たちは二列に並んだ組員の間を進んだ。

　通されたのはただっぴろい広間だ。

　奥のほうは照明が点いていないので、どれだけ広いのか見当もつかない。旅館の大宴会場のようだ。

　そう思っていると作務衣さむえを着た丸坊主の男が襖を開け、日本酒の樽を運んできた。まるで映画のワンシーンだ。

　この次のシーンは想像がつく。たいがい、固めの杯を交わすんだ。

　いきなりこれかよ……。

　僕は隣に胡座をかいて座っている由岐中さんを見上げた。

　まさか由岐中さんは……。

　由岐中さんは苦笑いをする。僕の心配を読み取って「安心しろ、ちょっと尋ねるだけだ」と言った。

「やっと来てくれましたね、由岐中さん」

　力強い声が響き、僕は奥の暗がりに目を凝らす。

　百九十㎝もあろうかという体格の良い和服の男が立っていた。薄茶色の着流しに黒い袖なしの羽織を合わせている。鰓の張った顎、唇は厚く、鼻柱は骨折をしたのだろうか少し曲がっている。切れ長の眼に眉は太く左右が繋がりそうに濃い。髪は短き切ってきちんと撫で付けている。

　歳は由岐中さんよりちょい上ぐらいだろうか。

「今関いまぜきさん、ご無沙汰だな」

　由岐中さんが軽く会釈する。

「いや、私もこのところ道場には足が遠のいていましてね。ご存知の通り、何かと忙しくて」

「今関」と由岐中さんが呼んだ男は坊主頭が運んできた座布団に腰を下ろした。脇息に肘を置くと、鋭い眼で僕を見た。

「こちらは？　連れがいるとは知らなかった」

「こいつはおれの相棒だ。城崎という」

　今関は「ほう」と僕を値踏みするように眺める。

「きょうびはこんなぼうやも刑事になれるんですな」

　襖が開いて、パンチパーマが盆を掲げてきた。上には大きな朱塗りの杯が載っている。

「バカタレ、こちらは清廉潔白な刑事さんでいらっしゃる。こんなチンケなものではなくてどうせならドンペリにバカラでも持って来い！」

　今関の怒号にパンチパーマと坊主頭は慌てて出て行った。

「今、用意させていますから。それより……」

　パンパンと手を叩くと、今度は別の男が白い布にくるまった細長いものを恭しく掲げて入ってくる。

　形からすぐ何か判った。

　またしても映画のワンシーンが頭を過ぎる。

「由岐中さん……」

　僕が囁くと「ちゃんと警察の許可は取っている」と由岐中さんが答えた。

「もちろんですとも、私は単に芸術品として集めているだけですよ。クズどもを切るのに使っては、ご先祖様に申し訳ないですからね」

　今関は凄みのある笑いを見せる。

「こちらで宜しいですかな」

　白い布の下から現れたのは予想通り日本刀だ。

「本物の村正むらまさですよ。私でさえ抜いたことがありません。抜けば人を切りたくなると言われておりますからねえ。達人と呼ばれるかたがいらしたときだけ、おすそ分けに拝見するのですよ」

　今関はつと立つと両手で鞘を持ち、由岐中さんに差し出した。

「私のような邪念のある人間はいかんです。由岐中さんのようなかたでないと」

　由岐中さんは黙って受け取った。

「そろそろ用意ができたころでしょう、あちらへ」

　今関は立ち上がる。僕たちもあとを追った。

　長い廊下を歩き僕たちは広い庭に面した縁側に出た。灯籠に火が入り、きちんと刈り込まれた松や背の高い椿が照り映えている。白い玉砂利が光って見える。

「すごい、さすがヤクザの大物ですね」

　前を歩く由岐中さんに囁く。

　由岐中さんは振り向いて「ダイスケ、お前って本当に天然だな」と首を振る。

　先頭に立つ今関が大声で笑った。

　僕たちは渡り廊下を伝って離れに案内される。そこは私設の道場になっていた。床は板張りだ。

　神棚には灯が点り、そこへ今関は礼をした。

　道場の真ん中には藁を巻きつけた杭が三本立っている。

「ではお願いします」

　由岐中さんは上着を脱ぎ、僕に渡した。そして真ん中に進み出る。

　刀を床に置くと片膝をつき、間合いを計る。

　ゆっくりと村正を左手で持ち上げ、つばを切った。

　居合抜きだ。

　今関は神棚の下に正座し、由岐中さんを凝視している。僕も由岐中さんの上着を握り締めた。

　一瞬ののち、鋭い気合と共に白刃がきらめく。すうっと白い光は弧を描き、まるで鳥が空を切って飛翔するかのように見えた。

　すごい……。

　由岐中さんが剣道の達人とは聞いていたが、居合をやるとまでは知らなかった。さらに、名人の域だとも。

　由岐中さんはそのまま村正を高く掲げた。

　あれが伝説の妖刀村正……。

　僕は灯を反射して冷たく光る刀身に息を呑んだ。

　細い刃は僅かに弓なりになって銀色に輝き、それ自体が命を持って発光しているかのようだ。日本刀の素人の僕でさえ、その美しさに身震いが出る。

　前に立っていた杭が真ん中辺りで斜めに切れ、上の部分が床にすとんと落ちる。

　僕は溜めていた息を吐く。かっこいい、と思った。

　由岐中さんは片膝のまま刀を一閃し、鞘に収めた。

「素晴らしい……」

　今関は感に堪えぬという声で呟く。目は妖しく光り、唇は僅かに開いて恍惚の表情だ。

「続けてお願いします」

　三本とも切り落とすと、由岐中さんは村正を白い布で包んだ。

　今関は切り口を調べ、もう一度「素晴らしい」と呟く。

「佐竹さたけ流居合抜き、確かに見せて頂きました」

　由岐中さんから刀を受け取ると今関は「おい」と呼ぶ。杉戸が開いて武道袴の男が入って来た。

「片付けろ」

　僕たちは今度は十畳ほどの和室に案内される。そこには酒の用意がされていた。

「まあ、一献どうぞ」

　今関は上機嫌でお猪口を口へ運ぶ。

「さて、由岐中さん、何が知りたいのでしょうか」

　情報を得るためにしたことだと見当はついていた。だが随分と変わったやり方だと僕は思った。

「○龍会のことだが」

　杯に酒を受けながら由岐中さんは尋ねた。

　○龍会？　僕は隣の由岐中さんをそっとうかがった。指定暴力団の名だ。この男の所属している組なのだろうか。

　だがそうではないらしく、由岐中さんは質問を続ける。

「あそこはオセアニックスターファイナンスという会社と何か関わっているのではないのか？」

「さあ、その名では存じ上げませんが」

　今関は由岐中さんの顔を正面から捉えている。

「六本木オークに入っているプライベートバンクだ」

「ああ、なるほどプライベートバンクねえ」

　手酌で今関は酒を飲み続ける。

「私も詳しくは知りませんが、○龍会はだいぶ闇金で資金を集めたようだ。私らの間ではかなり有名な話ですが……」

　一息ついて今関は言葉を吐き出す。

「あそこはマネーロンダリングを盛んにやっているようですよ。オセアニックスターファイナンスとの関わりは詳しくは知りませんが、そこを通じて不正海外送金でも企んでいるのではないですかね」

「不正送金……それは確かか」

「もちろん、あんないいものを見せていただいたのですから、私がガセを流すはずもないでしょう」

　由岐中さんは顔をしかめる。

「オセアニックスターファイナンスは三流の会社じゃない。そんな危ないことに手を貸すかな」

　僕もその通りだと思った。海外送金は最近大変厳しく取り締まられている。テロ資金を警戒してのことだ。まっとうな会社が暴力団の資金洗浄に手を貸すわけがない。

　それになぜいきなり由岐中さんは○龍会の名を出したのだろう……。

　そこまで考えてふと可能性を思いついた。

　大坪政彦は○龍会に脅迫されているのではないだろうか。マネーロンダリングに関したことで。それを拒んだために紗耶香母娘に危険が迫ったのでは……。きっとそのことを由岐中さんは独自の調査で摑んだのだ。

　紗耶香が夫に相談できないのも納得が行く。父親が暴力団に脅されているなど、政治家を目指す卵にとっては致命的なスキャンダルだからだ。

　でもなぜ脅迫されてすぐ警察に届けない？　自分にも後ろ暗いところがあるからなのか。

　僕は杯から酒を啜りながら考えをめぐらせた。

　セルシオが頭を過ぎり、さらに塩路盗犯係長の言葉が蘇る。宇津木紗耶香は父親のベンツで車上荒らしにあった……。

　すると今関は僕の推理をテレパシーで読み取ったかのように「大坪政彦は何か足元を見られているんじゃないですかね」とにやりと笑った。

　隣の由岐中さんが急に膝を立てる。

「そろそろおいとましようか」

「まだ宜しいではないですか」

　今関はねっとりとした視線を由岐中さんに浴びせる。

「せっかく来ていただいたのに……もっと交友を深めようではありませんか。宜しかったら、お望みの相手をおつけしますよ、今夜は朝まで一緒に遊びませんか？」

　由岐中さんはじろりと今関を見る。

「刑事がマルＢと一緒に遊ぶわけには行かない」

　今関は唇をゆがめた。

「由岐中さん、ご存知のくせに。私がどれほどあなたを欲しいと思っているか。あなたさえその気なら、私はあなたを大幹部としてお迎えしますよ」

「そっちこそ判っているくせに。もうおれがあなたのところへ来ることは二度とないよ」

　決然とした態度で由岐中さんは立ち上がる。僕も続いた。

「今関さん、あなたのような地位にいれば、しっぽを振って寄ってくる刑事など幾らでもいるだろう。刑事と付き合いたければそういった連中を探せ」

「由岐中さん……」

　今関は心底残念そうに由岐中さんを見上げる。

「あなただから欲しいんですよ。人間の心って奴は複雑でしてね。手に入らないものが欲しくなるもんなんです」

　今関の目はさっき妖刀村正を見ていたときのように危なかった。

「村正に魂を吸い取られるって気持ちが判りますなあ……あの美しい刃に血を吸わせたくなる。神々しいまでの存在を汚したくなる。そんな欲望があなたを見ていると沸き起こるんですよ」

　ぺろりと唇を舐め、続ける。

「言うなれば……誰も汚していない真っ白な雪に足跡をつけたい。摘んではいけない花を摘みたくなる……大事なものが他人に汚される前にいっそ自分で壊してしまいたくなる……」

　ヤバい。

　向こう側に行ってる。

　僕の背筋に冷たいものが走った。

　今関は由岐中さんを見つめたまま、お猪口を膳に返し、すっと懐に手を入れた。僕は思わず由岐中さんの前に出て両腕を広げる。

　すると今関はひどく楽しそうに笑い出した。

「ぼうや、いいところあるじゃないか」

　由岐中さんの顔を面白そうにうかがう。

「こんな可愛い子をボディガードとしてそばに置くなんて、私もあやかりたいもんですね」

「何を言う」

　由岐中さんは仏頂面で襖に手をかけた。







　外へ出ると由岐中さんは「あいつは義○組のナンバー２だ」と僕に教えた。

　義○組、北関東を縄張りにする暴力団一○会の第二次団体だ。

「なぜ知り合ったんですか？」

「おれの親父は剣道の達人でね、居合抜きもやっていた」

　佐竹流という居合抜きの流派に所属し、由岐中さんも小さい頃から父に学んだのだった。刑事になったころは免許皆伝の腕前で、

「日野にその道場があるんだよ……そこに通っているとき、今関に会ったんだ。あいつはインテリでね、おれの大学のなんと同窓だった」

　そんなことから話をするようになったが、もちろん道場の外では一切関わらないようにした。

「あいつがまた日本刀マニアでな。まあ腕は立つし、日本刀剣協会の正式会員でもあるから、自分で真剣を振り回すことはないんだが……」

　由岐中が免許皆伝の腕と知ると、一度真剣で居合抜きを見せてくれ、と頼まれた。

「それもかの妖刀村正で、と。もちろん断ったさ」

　願いをきいてくれればなんでもする、と今関は言った。

　一生に一度だけならあるかもしれないな、と由岐中さんは答えた。

「それで今夜……」

「そうだ、あいつに物を頼むのは一生に一度のこととはそういう意味だ」

　僕たちは深夜の住宅街を大通りへと歩き出す。

「あのセルシオがどこに渡ったか、調べたんだ」

　由岐中さんは言う。紗耶香母娘を襲ったセルシオだ。夜逃げをした会社から闇金のカタに取られた、とは聞いていたが。

「○龍会の手に渡り、奴らが乗り回していることがわかった」

「それで……○龍会が大坪を脅しているのではと思ったわけですね」

「ああ。紗耶香を襲ったのは○龍会に違いない」

　○龍会。こちらは関西系暴力団門下の第三次団体だ。かなり手口は荒っぽい。

「毒を肉に仕込んだとなったのなら、もう待っていられない。奴らの情報を仕入れるには代紋違いの敵対している組に聞くのが一番だからな。それで義○組の今関を思いついたってわけだ」

　やはり今朝の事件で、由岐中さんは危機感を持ったのだ。僕はさっき考えたことを歩きながら由岐中さんに話した。

「で、あのベンツ荒らしのことを思いついたんです、確か盗られたのはパソコンですよね」

　僕の頭にあったのは、青梅まで聞き込みに行ったネット絡みの事件のことだった。

「あの中に個人情報が入っていて、それをネタに脅迫されたってことはないでしょうか」

　由岐中さんは否定の仕草で首を振る。

「どうかな、投資会社など情報漏洩には充分警戒しているはずだ。しかも富裕層相手のプライベートバンキングだぞ、会社のコンピュータには何重にもセキュリティをかけているだろう。モバイルパソにそんな重要な情報を入れているとは思えない」

　それもそうかも、とちょっと僕はがっかりする。せっかく推理したのに。

「まあ、とにかく……」

　由岐中さんの言葉が途切れ、足が停まる。はっと僕は顔を上げ、目の前に屈強なスーツ姿の男が四人ほど、立っているのを見た。

　顔つきは険しく、僕は独特の自分と同じ匂いを彼らに感じる。

「……ショカツだろう、首を突っ込むな」

　年かさの男がぐいと一歩前に出る。

「しかも強行だろ、おれたちの邪魔をするんじゃない、いいな」

　太縁の眼鏡を掛け、いかにも柔道の猛者といった潰れた耳の男が歯を剥き出した。

「強行落ちのくせしやがって」

　はっと由岐中さんが息を呑む。その腹に大きな拳が叩き込まれた。

「先輩！」

　僕は相手に向かって行く。すると顎に激しい衝撃を受け、膝から力が抜ける。こらえきれずに道にしゃがみ込む。支給靴の硬いつま先が腹に入った。胸倉を摑まれ、引き起こされる。

「まだお寝んねは早い」

　なんだよ、ヤクザよりよっぽど手荒い。二発ほどアッパーカットを食らい、血の味がした。背後から羽交い締めにされ、腹にも拳を食らう。

　これはきつい……。吐き気が込み上げ、僕は盛大に吐いてしまった。

「くそっ、靴を汚しやがったな！」

　罵り声が上がり、僕は突き飛ばされて道に寝転がった。

「舐めて綺麗にしろ！」

　腹を両手で押さえ、硬い靴で蹴られるのを堪える。ふいに暖かな重しが上に載り、薄目を開けた。

　由岐中さんが大きな身体で僕を庇っている。

「せ、せんぱい……」

「しっ、身体を丸めてろ！」

　僕の顔のすぐ傍に由岐中さんの顔がある。由岐中さんの息遣いを感じ、僕は胸が熱くなった。

　男たちはしばらく蹴っていたが、やがて満足したのか「これで懲りたろう」と残して去っていった。

　由岐中さんは僕を助け起こした。

「ダイスケ、歩けるか？」

「はあ、なんとか……そ、それより先輩は……」

　由岐中さんのほうは全然こたえていないようで、ぴんぴんしている。由岐中さんに肩を借り、歩きながら僕は「本店の連中ですか」と尋ねた。

「だろうな、おれのことを『強行落ち』と呼んでいたからな」

　苦々しい響きに僕は由岐中さんの顔を覗き込む。

　強行落ち。

　花形捜査一課からついていけずに格下げになった刑事を呼ぶ侮蔑的表現だ。僕は腹が立ってきた。

　由岐中さんは上司とそりが合わずに、ショカツに回されたのだ。本人に落ち度はない。

「にしても、どこの課ですか。ああ、今関を張っていたのなら四課ですかね。あそこはガラが悪いから、先輩、気にすることないですよ」

　顔を強張らせている由岐中さんに一所懸命気を引き立てようと僕は話し掛ける。

「それにしてもあんないきなり殴りかかるなんて、ショカツの僕たちが先走ったと勘違いしたんでしょうね、きっと」

　本庁のヤマを邪魔したと思われたのだ、と僕は推測した。

「マル暴の連中のやりそうなことですね」

　だが由岐中さんの表情は冴えない。

「もういい、ダイスケ、それよりお前のその顔、なんとかしなくちゃな」

「そんなひどいですか？」

「ああ、綺麗な顔が台無しだ」

　確かに顎も痛み、視界が狭くなっているので多分瞼も腫れているのだろうと想像する。由岐中さんの顔はどこもなんともなっていない。ちょっと僕は情けなくなった。由岐中さんが庇ってくれなかったら、肋骨の一本でも折られていたかもしれない。

「同朋にやられるなんて、面目ないです」

「いや、どうもくみしやすいと思われるほうに集中したんじゃないか？　おれはあんまり痛めつけ甲斐がなさそうに見えるからな」

　由岐中さんは微笑んで僕を支える腕に力を込める。

「身内にやられたんじゃ警察病院へ行くわけにもいかないな、おれのところで手当てしてやろう」
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　タクシーの振動のせいか、次第に痛みが強くなった。なんとか我慢していたものの、マンションの部屋に入ると僕はついに由岐中ゆきなかさんの肩から滑り落ち、うずくまってしまった。

「うわっ、大丈夫か」

　由岐中さんは僕を横抱きに抱き上げる。僕は情けなかったが、実際歩けなかったのでそのままお姫様抱っこの状態でソファまで運ばれた。

「すみません……」

「いや、そんな重くないから平気だ、おれのほうこそ……」

　由岐中さんはアイスノンを持ってくると僕の腫れた目に押し当てる。

「元々、おれの個人的なことだ。お前を関わらせなければ怪我をすることもなかったんだから」

　心外です、と僕は反論した。

「先輩の個人的なことじゃありません。紗耶香さやかさんの安全は自分にも大事なことなんです」

　タオルを差し出そうとしていた由岐中さんはその手を止める。鋭い眼を僕に注ぐ。

「まさか紗耶香に惚れたんじゃないだろうな」

　違います、と焦って僕は首を振った。

　先輩の恋敵になろうなんて滅相もない！

「そうじゃなくて、先輩が大事に思っている人だからです。だから僕にも大事なんです」

　由岐中さんは傍のアームチェアに腰を下ろすときっと眉根を寄せ、僕の顔を見た。

「それは違う。紗耶香のことは刑事として安全を願っているが、特別じゃない」

　え？　特別じゃないって？　じゃあ僕の勘違い？

「紗耶香さんは先輩の昔の恋人じゃあなかったんですか？」

　はあ？　と由岐中さんは首を傾げる。

「ダイスケ、なんだってそんなこと、考えついたんだ？」

「だって……なんとなく」

　確かに、そう言われたことはなかったけど……。ひょっとして僕の先走り？

「あのな、ダイスケ、今回おれがこんなに躍起になっているのは、景山かげやまに一矢報いたいからなんだ」

　景山、何度も出てきたあの由岐中さんを左遷した元上司。

　由岐中さんは止めていた手を動かし、タオルで僕の唇についた凝血を拭った。E黙って手当てを続ける。

　カットバンを張り終わると、由岐中さんは牛乳をカップに入れて持ってきた。

「これなら凍みないだろう」

　自分は缶ビールのプルトップを引き上げる。

「左遷された恨みを晴らそう、と思っているわけじゃない。あいつは何か企んでいる。それを暴きたいんだ」

「企んでいる？」

　紗耶香の従兄という事しか僕は知らない。景山は「何か企む」ような腹黒い男なんだろうか。

　由岐中さんはビールを一口飲むと、また僕をじっと見た。

「今、あいつは四課にいる」

　さっきの刑事たちと同じ課だ。キャリアだったら上司なわけで……。

「そうだ、四課の課長だ」

　由岐中さんはビールの缶を握りしめる。

「だから今夜のことはあいつがやらせたに違いないんだ」

　ええっ、と僕は目を見張った。

「それはどういうことです？　紗耶香さんと僕たちのかかわりが筒抜けということですか？　何故です？」

　その、と気まずそうに由岐中さんは視線をそらした。

「お前に言っていなかったことがある。景山の下の名はマサヨシ。『正義』と書くんだが……お前からマサヨシという名の男が紗耶香の家に出入りしている、と聞いた時点から、この件は単純じゃないと思っていたんだ」

　僕にはまだ話の先が見えなかった。

「何故そう思ったか、って？　その前にあいつがどんな奴かを話さなくてはいけないな」

　ビールを飲み干すと、由岐中さんは景山との因縁を語り始めた…………。

「景山と最初に会ったのは六年前。おれは喜多見きたみ署で昇進したばかりの巡査部長だった。そこにキャリアの景山が実務研修に来たわけだ」

　国家公務員Ⅰ種試験を通ったキャリア組の出世は僕たちとはまるで違う。スタートから僕たちノンキャリがおおむね十五年以上かかって辿り着く警部補だ。警察庁に入庁したあと、警察大学校で三ヵ月の初任幹部課程教養を受講する。それから九ヵ月の実務研修を現場で受け、再び大学へ戻る。

　そこで一ヵ月補習を受けるともう警部という階級で課長クラスになる。

「警部補として喜多見署に派遣された景山は、強行犯係にいたおれを指導刑事として指名した」

「なんでまた？」

　多分、と由岐中さんは答える。

「おれの名があいつには届いていたんだ。おれの母方の伯父はキャリアで刑事局長にまで出世したからな」

　そう言えばそんなことを聞いた覚えがあった。

「おれには伯父の名は意味がない」

　きっぱりと由岐中さんは言い放つ。

「おれの母は一介の交番勤務だった父と恋に落ちて結婚したんだが、伯父は最後まで反対したんだ。結婚相手はキャリアじゃなきゃ駄目だってな。おれが刑事になってからは一転して評価が上がったけどね」

「キャリアが嫌いですか？」

　僕は尋ねてみる。

　水沢署長のお小言にあさってのほうを向いていたことが思い出された。僕のようなショカツしか廻ったことのない警察官はそもそもキャリアと接することなどほとんどない。違う人種だな、くらいで反感を覚える機会もないのだ。

「いや、キャリアだから悪いってことはない。本庁にいたときも色んな奴に会ったからな。尊大で唯我独尊の奴は多いが……」

　由岐中さんは景山の話に戻る。

「とにかく景山は優秀だった……さすが東大法学部出だ。最初からおれはあいつには感服させられたよ」

　景山も元刑事局長の甥である由岐中さんには礼を持って接した。

「おれたちは息が合ったバディだった」

　由岐中さんの母親の実家は喜多見の隣町、高級住宅地の成城だ。伯父が家を継いでおり、そこに景山を招いて伯父に引き合わせた。

　その流れでお互いの家を訪問しあった。

「紗耶香に会ったのもそのときだ」

　景山の家は代々木で、そこに景山は紗耶香をわざわざ呼んだ。

「どうも景山はおれと紗耶香を結婚させたかったようなんだ」

　だが「もちろんおれにはそんなつもりはなかったから」その話は流れた。

「もちろん、ってどうしてです？　タイプじゃなかったんですか？　あんな美人なのに」

　話の腰を折った僕に由岐中さんは「黙って聞け」と吼える。

「はーい」

「ダイスケ……」

　首を振ると由岐中さんは再び話し出す。

　九ヶ月の研修を終えたころには景山と心は通い合ったと由岐中さんは感じた。

「あいつはキャリア特有の奢った態度も見せなかったし」

　そして別れ際、景山は「警部補になったら必ず本庁に呼ぶ」と言った。

「別にそのためではなかったが、おれは昇任試験の勉強を必死でやった」

　勉強の甲斐もあり、署長も推薦してくれ、二十九歳で警部補に昇任。

　そして一年後。

　景山は県警の刑事部長を二年間務め、警視庁捜査一課長補佐となった。

「そこでおれは本店勤めとなったんだが……」

　晴れて警察官のエリート、本庁勤務となったのだ。

　由岐中さんは溜息をつき、カーテンの隙間から見えるマンションの庭に目をやった。

「あいつは変わっていた。二年のうちに何かがあったんだろう……でなければおれはそもそもあいつのことを何も見ていなかったのかもしれない」

　再会した頃はすでに昔の温かみはなかった。

「冷徹で傲慢なキャリアそのものだよ……さらになお悪いことに、あいつには鉄の信念があった」

　もともと景山は大学三年のとき司法試験にも通っていた。せっかく難関を突破したのに、司法修習を蹴って警察官僚を目指したのだから押して知るべし、だったのだが……。

「あるとき知って驚いたよ。有事では警察に司法権も与えるべきだというのがあいつの持論だ」

「それはつまり……」

「つまりな、有事には井戸に毒を入れたという疑いのある人間を警官はその場で殺していいということさ」

　そんな、と僕は息を呑んだ。

「おれの父のことは話しただろう？　景山とはまったく対極にいるような人間だった……おれが選ぶとしたら親父だ」

　やはり景山は雲の上のキャリアなのだと思い知らされた。熱く語り合ったと思っていたのは自分の勘違いだったのだ、と由岐中さんは思った。

「所詮むこうはキャリアさ。地を這って捜査するようなおれたちとは違う」

　以来、理想を語るなんて青臭いことはやめた、と由岐中さんは皮肉な口調で言う。

「だがなぜあいつがそんなことを考えるようになったのか……」

　由岐中さんの表情は苦しそうだった。

「景山を理解したかったのですか？」

　僕が尋ねると、ぴくりと眉を動かす。

「理解したい……あいつのことを？」

　鸚鵡返しに応じると、両手を組んで膝の間に挟む。

「そうだな、ダイスケ、お前の言う通りだ……そうだったのかもしれない……」

　テロで友人を亡くしたのだと景山は語ったことがあった。

「そのこともあるのかもしれない」

　無差別テロは確かに僕も許せない。だがそこから飛躍して、有事の際に警察官に司法どころか執行権まで与えるというのはよほどのことだ。

「なんでそんな乱暴な考えを持ったのでしょうか」

　由岐中さんは苦い笑みを浮かべた。

「そこがキャリアだな。大衆は愚かな羊だと言うんだよ、自らでは決断できない、ね。だからこそ、エリートの自分たちに判断を委ねるべきだと」

　そしてもっと進んで、

「管理と監視が犯罪を抑制すると」

　確かにこのごろは商店街や学校でも監視カメラを設置する動きが強まっている、と由岐中さんは言う。

「だがそれは違う……おれは確かに犯罪の防波堤は必要だと思う。カメラは犯罪を防止はするが、抑止するわけじゃない。犯罪はレンズの視野から追い出されるだけなんだ」

　それは僕も同感だった。僕の田舎・大網白里おおあみしらさとなんかに監視カメラはない。だがそこには僕の尊敬する永瀬ながせ巡査長がいた……。

　そして永瀬さんの優しい奥さん。あの二人のお陰で、どれだけワルガキが救われたことか……。

　由岐中さんは熱っぽい口調で続ける。

「最終的には抑止効果は人間であるべきだ。武田信玄も言ってるだろ、『人は石垣、人は城』って」

「はあ？　武田信玄？」

「あ、知らないか。『武田節』てのがあってね、それの一節だ」

　武田信玄……そう言えば由岐中さんの出身は山梨だっけ。

「親父が酒を飲むとよく唄ってたもんだから……甲府の人間は酒を飲むと必ず唄うんだ」

　由岐中さんは頭を掻きながら続ける。

「親父の生き方がパーフェクトとは言わないけれど……親父は犯罪を含めてさまざまな危機の防波堤になりたい、とよく言っていたんだ」

　由岐中さんの目は遠くを見ているようだったが、強い信念の光が宿っていると僕には感じられた。

「防波堤、っていい言葉じゃあないか？　警察は何もかも跳ね返す鉄の壁であるべきじゃない。おれは難攻不落の砦じゃなくて、波をもろに被るテトラポッドでいいのさ」

　ちょっと気恥ずかしげに言う由岐中さんを僕は感激して見つめる。

「自分も駐在警察官に世話になったんです。すごくいい人で……それで警官になると決めました」

　永瀬さんは五十近くの人で、「駐在さん」と皆から親しまれていた。

　僕は中学に入った年、両親の経営するペンションは過剰投資と父の見栄から借金を背負い込み、人手に渡った。父と母の仲は険悪になり、そのことで僕は随分投げやりになった。

　そんなときに親身に相談に乗ってくれたのが永瀬さんと奥さんだった。僕だけではなく親から高級スポーツカーを買い与えられていい気になって走らせているバカ者どもにも、同じように永瀬さんは親身の指導を行っていた。

　今の政治家が何を言っているか知らないが、地方経済は厳しい。

　永瀬さんは子供が好きだった。若者に元気がなければこの国に未来はないとも言っていた。活力の低下した町に青年団を造り、積極的に活動を手伝った。夏祭り、収穫祭、正月、桜祭り……空元気でも、そうやって大声を出していれば本当に元気が出て来るとも。

　永瀬さん夫婦には子供がいなく、僕はぐれているときにちょっと意地悪な気分で、自分に子供がいないから代わりに可愛がるのかと尋ねたことがあった。

　そのとき、永瀬さんは答えなかった。

　高校三年になって、警察学校を受験するというと、永瀬さんは喜ぶと同時に警察官の現実を教えた。

「最初は理想に燃えて仕事に就くが、警察は組織だ。だんだん嫌な部分も見えてくるだろう。目が曇ることもある。だが自分にとって何が一番大切かを忘れなければ、道に迷うことはない」

「永瀬さんは何が一番大切なんですか」

　僕の問いに永瀬さんは「子供たちを護ることだよ」と速攻で答えた……。

　隣でお茶をいれてくれている奥さんも微笑んでいた。

「私たちには子供がいないが、それが逆にいいことだと思っている。いればどうしても人様の子より自分の子のほうが可愛くなるだろう？　多分神様から多くの子供たちのために尽くせと拝命を受けているんだろうな」

　…………

「警察官は尊敬する先輩に出会うのが大切だ、とおれは警察学校で習ったよ」

　聞いていた由岐中さんが漏らす。

「ダイスケ、お前はなる前に出会ってたんだなあ」

　いいえ、と僕は首を振った。

「由岐中先輩が自分にとってはそうです」

　由岐中さんは照れたように頭を掻いた。

「期待に応えるようおれも頑張らなくっちゃな」

　そしてじっとこちらを見る。

「お前はいい刑事になるよ」

「本当ですか」

「ああ、おれが保証する」

　ふいに由岐中さんが顔を近づける。ちょっと強めの三白眼はじっと僕を見ている。瞳の奥には火が燃えているようで……。

「え？」

　太い指が顎にかかった。

　再び、え？　と思うまもなくその指は唇をなぞっている。

　カットバンのところで止った。

　まさか？

　一瞬ののち、由岐中さんは顔を背け「悪かったな、怪我をさせて」と呟いた。

　なんだ、由岐中さんは僕の怪我を心配したんだ。

　だよな、まさか……。キスしようとしたなんて、自意識過剰もいいとこだ。そんなこと、あるわけないじゃないか、男同士なんだから。

　バカな僕、と自分を叱咤しながら「もう痛くありませんから平気です」と元気よく答える。

「ダイスケ、お前は天然だよ……」

　由岐中さんはなぜか渋い顔になった。

「はあ？」

「もういい」

　ふいに部屋の電話機がコール音を響かせる。

「なんだ？　携帯じゃなくてこっちにかかってくるなんて……」

　由岐中さんは立ち上がり、受話器を取る。さっと顔を強ばらせた。

　僕に向かってしっという動作をして見せ、スピーカに切り替える。

「かけてくるとは予想してたが、すぐにとは思わなかったよ」

　低い声がスピーカから流れた。

〈予想してたか、それだけ判っているのならもう首を突っ込むのはやめるんだな〉

「そうはいかない。おれは真相が知りたい」

　回線の向こう側の男はくすりと笑う。

〈会いに来い。久しぶりに話をしよう〉

「行けば教えてくれるのか？」

〈さあ……どうだろうか……〉

　謎の男は会見場所を伝えると一方的に電話を切った。

「今のは？」

　予想は付いていたが、尋ねると、やはり由岐中さんは「景山だ」と答える。

　そして椅子の背に掛けていたジャケットを取り上げる。

「お前も会いたいだろう。今夜の黒幕だからな」
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　深夜の六本木は相変わらず人の流れが途切れない。高速道路の高架を地響きを立ててトラックが走っていく。

　六本木オークビルにはＴＶ局も入っていて、オフィス棟、居住棟に別れた巨大な複合施設だ。その中でもオフィスとホテルの入った高層棟は眩い光の塔のように夜の街に君臨している。

　高層棟の上階に二十四時間利用できる会員制のライブラリがあった。年会費はかなり高く、個人より法人の利用が多いのだと由岐中さんの説明だ。

　確かにライブラリに入ると、そこはベージュのふかふかした絨毯が敷き詰められ、椅子は革張りのアームチェアだ。

　書き物をするための書斎机もスペースを十分に取って置かれた書架も木製で、いつも利用している公立図書館とは雲泥の差だ。

　さらに受付の女性はみなミスなんとかというほどの美女揃いだった。

「すごいところですね」

「まあな、企業のおっさんたちが息抜きに鼻の下を伸ばすにはぴったりだ。ライブラリに行くと言えば格好が付くしな」

　なるほど。そういうことか。

「てことは上等なキャバクラですね？」

「ダイスケ……」

　この時間は会合もなく、利用者はさすがにまばらだ。僕たちはカンファランスルームの一つに案内された。

　円筒形のビルの外壁に接していて、湾曲した床から天井までの大きな開口部からは東京の夜景が楽しめる。扇状に配置された席には一つ一つに液晶モニターがつき、扇の要にあたる演壇は一番低い位置にある。

　壁面には巨大なマルチビジョンがついていて誰もいないのに六本木の街やら富士山やら花やらが映し出されている。いかにもセレブのための施設だ。

「まったく景山が好きそうなところだ」

　中に入ると由岐中さんは苦々しい口調で呟く。

「指定したくせにまだ来ないのか」

　辺りを見回しながら由岐中さんが文句を言うと、薄暗がりの中、マルチビジョンを背景に男が立上がった。

「ここにいる」

「景山……」

　男は席の間に設けられた階段をゆっくりとこちらへ登ってくる。逆光になってよく顔が見えない。僕は顔を確かめようと由岐中さんの身体の影から出た。

　男の足がぴたりと停まる。

「驚いた。私を驚かせるのは由岐中、君ぐらいだな」

　男は僕の顔をじっと見ている。

「こいつは誰だ」

「おれの相棒だ」

「なるほど……君が身を挺して庇っていたのはこいつだったのか」

　由岐中さんはちっと舌打ちする。

「おれたちを襲わせてしかもそれを見物してたってわけか……いやらしい奴だな」

「見物していたわけではない。部下に命じた任務だ、見届けるのは上司として当然だろう」

　男は再びこちらへと登り始めた。

　やがてはっきりと表情が判る位置に来る。

　あいつだ！

　間違いなく宇津木紗耶香の家で遇った男だった。

　僕たちがいるところから一段低い位置に留まると、景山は眼鏡を外し、上着のポケットに挿した。

「大坪のところへに潜入させていたとは……やるじゃないか、さすがだ。君が今度の件をどこまで知っているのか私も知りたいな」

　景山は首をそらし、由岐中さんを見上げる。

　こういった場合、猫と同じで男同士は相手より高い目線になりたがるものなのだが……景山がそれにこだわらないのは、本心から自分のほうが僕たちより上だと思っているからに違いない。それぐらい自信たっぷりなオーラを景山は身に纏っている。

　由岐中さんは腕を組むと景山を睨んだ。

「四課の連中を使っておれたちを襲わせたってことは、ひょっとしてかなりいいところまでおれたちは来てるってことか？」

「ショカツの出る幕じゃないってことを教えただけだ」

「そうかな、あんたは必要以上に力を行使するタイプじゃない」

　景山は薄く紅い唇の両端を上げる。凄味がある笑いだ。なんと言ったらいいのだろう……「妖艶」とでも言うんだろうか……。

「由岐中、だから君を手放したくなかったんだ。今から考え直す気はないのか？　まだ捨石でいることに満足しているのか？　私と一緒に人を動かしたくはないのか？」

「同じ事を言っても無駄だ。おれは石でいい。地面を這いずって色んなものを探すのが好きなんだ」

　景山は由岐中さんに視線を貼り付けたままだ。

「男なら力を持ちたい、それが本能だろう。上に立って人を動かす、君はこの悦びを知らないだけだ。一度パワーゲームの魅力に取り付かれてみろ」

　由岐中さんは「それがあんたの本心か」と軽蔑の声で応じる。

「景山、あんたはすっかり官僚になったな。権力の魔力って奴だ」

　皮肉な声で続ける。

「そんなの、拳銃を持つと撃ちたくなるってのと同じだ。刀を持てば切りたくなる。まったく今関いまぜきでさえ、村正むらまさを抜こうとしないのにな。あんたはヤクザより質が悪い」

　景山の表情が少し険しくなる。

　だが構わず由岐中さんは容赦ない言葉を浴びせる。

「力への欲望は歯止めがない。軍隊を持てば動かしたくなる。きりがないぜ、どっかの首相にでもなる気か」

「それもいいだろうがな」

　景山の目が怪しく光った。一歩階段を昇ると、由岐中さんに腕を伸ばす。

　はっと僕は身構える。

　すると驚いたことに景山は由岐中さんの唇を細い指でなぞったのだった。

「戻ってこい、ユキ」

「あんたのほうこそ」

「それは無理だな」

　言い放つと景山は脇を擦り抜けていく。ふいに僕のことを細い目で睨んだ。

　その目にはなにやらねっとりとした情念がこめられていて、僕は一瞬背筋がぞっとした。







　マンションに戻ると由岐中さんはまっすぐにサイドボードへ行き、ウィスキーのボトルを取り出した。「飲むか」と僕に尋ねる。

　いいえと僕が答えると、コップにどぼどぼと注ぎ、ストレートで煽りだした。僕はその横顔を見ながらさっきの不思議なやりとりを思い出していた。

　短い中にもお互いの目指しているものがまるで違うということは判ったけれど、景山は由岐中さんに戻ってきて欲しいようだった。そして由岐中さんのほうも……。

　袂を分かったのなら、そしてもうそれをふっ切ったのなら、景山に会ったことでこんなに動揺するはずはない。

　由岐中さんは景山となにかあったのだろうか……。

　その何かとは。

　単なる友情だろうか。

　そして由岐中さんはその友情を裏切られたことで、景山を今も憎んでいるのだろうか？

　いつだったか、明け方にリビングで一人、やはり同じように頭を抱えているところを見たことがあった。あのときは宇津木紗耶香を好きだったのではと想像していた。

　ひょっとして……あのときも景山のことを考えていたのだろうか。

　とすると、由岐中さんは景山のことを……。

　僕が広い由岐中さんの背中を見ていると、ふいに由岐中さんが振り返る。

「ダイスケ、明日は早い、もう寮へ帰れ」

　有無を言わさぬその口調に僕は黙ってうなずく。

　由岐中さんの唇をなぞる細い指がその夜、夢に出てきて僕は何度も目が覚めた。
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　翌日、僕の目のアオタンはかなりましになっていた。みんなに気づかれないよう、僕は朝早く寮を出て由岐中ゆきなかさんのマンションへ向かえに行った。

　今日はとある強盗事件に関して、聞き込みに出る予定だ。由岐中さんはかなり焦燥しきった様子で、僕はまた心が騒いだ。あれから景山かげやまのことを考えて寝なかったんじゃないだろうか……。

　僕が心配そうに顔を窺うと、由岐中さんは「ずいぶんすっきりしたな」と僕の顎に手を掛け、じっと見る。

「先輩が冷やしてくれたおかげです」

「まあ、これなら同行してもいいだろう」

「は？」

　当たり前だろう、と由岐中さんは僕の顎を離す。

「アオタンつきじゃあ、危ない職業みたいで聞き込みに支障を来す」

　先輩の言う通りだ。

　由岐中さんは僕の背中を押した。

「こっちは夜も仕事だ、早く切り上げようぜ」

「仕事？」

　地元町内会の防犯講演を頼まれているのだ、と由岐中さんは答えた。

「こういった地道なことが検挙率のアップに繋がるからなあ……おろそかにはできない。今夜じゃなかったらおれも文句は言わないんだが……」

　夕方、署に戻ると由岐中さんは塩路しおじ盗犯係長と一緒に講演会に出かけていった。東麻布の小学校の体育館でやるのだそうだ。

　僕は少し書類の整理をし、寮の部屋に戻った。久々の休息だ。

　シャワーを浴び、寝っ転がって由岐中さんのことを考える。

　景山と由岐中さんの間には何か特別のものがあった。僕はそう確信していた。

　細い指で景山が由岐中さんの唇をなぞったさまが思い出され、僕は胸がどきりと高鳴る。

　夢の中でも散々、そのシーンは僕を悩ませたのだ。

　同じ仕草を由岐中さんがするのを僕は間近で見た……。

　そう、由岐中さんは僕の唇を……。

　考えていると胸がさらに苦しくなってきた。慌てて僕はあのときの情景を追い出そうと首を振る。

　なに考えてるんだって！　考えるべきことは宇津木紗耶香と大坪政彦のことだ。

　景山が何か企んでいるとしても、それはいったい何なのだろう。景山は今、四課の課長。暴力団絡みの事件なら、四課の仕事だ。大坪を助けることができる。紗耶香がほっとしたのも当然だ。それをなぜ、由岐中さんは疑うのだろう……。

　景山が企んでいるというのはどういうことだろう。

　そこまで考えたところでテーブルの上の携帯が鳴って、僕は飛び起きた。

　由岐中さんからだろうか。

　フラップを開けると液晶には紗耶香の番号が表示されている。

〈すみません、お願いがあるのですが……これから来ていただけないでしょうか〉

　紗耶香の硬い声が響く。

　またいやがらせがあったのかも知れない。僕は「すぐ行きます」と答えた。パジェロは国東くにさきさんに返してしまっていたので、僕は大坪邸へタクシーで乗り付けた。

　門が開いて、何の警戒心も持たずに入った途端、後頭部に重いものが当たった。地面に倒れる０．１秒前、僕は本当に後悔した。だがこれこそ、「後悔先に立たず」なのだった。
 






　意識が戻ると、僕は後ろ手に縛られて床に転がされていた。

　どうも大坪邸の地下駐車場らしい。薄明かりの中に赤いＢＭＷが見える。

　そして僕の廻りに立っているのはグロテスクなマスクを被った屈強な男たちだった。

　ゴジラにフランケン……昨日僕たちを殴った四課の連中だろうか。スーツの上は脱いで腕まくりをしている。

「目が覚めたか」

　聞き覚えのある声にそちらへと首をねじ曲げると、白いガーデンチェアに真っ白なスーツを着た景山が足を組んで座っている。

「城崎きざき大輔だいすけ、実務研修中。だから判らなかったんだな。六本木署の刑事なら判ったのに。紗耶香に取り入るとはたいした奴だよ。電話を掛けさせるのに手こずった」

「別に取り入ったわけじゃありません」

　むっとして僕は言い返す。

　景山の声はひどく冷たい。

「紗耶香がなんと言ったか教えてやる。あいつはな、こう言った、『とても明るくて真面目で、由岐中さんみたいな人』と」

　景山は僕のところまで来ると髪の毛を掴んで頭を持ち上げる。

「お前にはむかつく」

　いきなり言われても困る。僕のほうはあんたを知らない、と言い返したかった。

「お前の将来を潰すことなど簡単だ」

「でしょうねえ」

　そう答えるしかない。キャリアに睨まれたら一生出世はできない。でもいったい、僕はあなたの恨みをなんで買ったんだよ。

　むかつくのはこっちだ。そう言い返したかったが、頭がガンガン痛み出してそれもできなかった。

「やれ」

　短く景山が命じ、アントニオ猪木のマスクを被った男に僕は俯せにさせられた。

「やれ……って、なんだよ！」

　僕は怒鳴ったが誰も答えない。まあ、答えを知ってもどうにもならないけど。

　ただ、そのとき僕は昨日みたいにまた殴られるんだろう、と思っていた。二日続けてリンチかよ、ぐらいに。

　腰に手がかかり、持ち上げられる。後ろ手に縛られているので肩と膝で上半身を支える格好になった。

　いわば「く」の字を横倒しにした状態だ。次にズボンが下着ごと一気に床についた膝まで脱がされる。何をされるか把握しないうちに、想像を超えることが起こった。

　激痛が後ろに走り、僕は思わず悲鳴を上げる。

　硬いものが僕を貫いていく。ぎしぎしと腰の骨が軋むのが聞こえた。両足が付け根から引き抜かれたのではと思ったくらいの痛みがあそこから背骨に走る。

　僕は堪えきれずにもう一度叫んだ。痛みに弱いわけではない。四課の連中に殴られたときだって、我慢できた。でも今回の痛みは今まで経験したことのない部位で、嫌悪と恐怖が先に立ったのだ。

「黙らせろ」

　景山の命令で口に粘着テープが貼られた。

　本気なのだ。

　これは拷問だ。

　あそこから僕は串刺しにされているのだ。

　硬いものはどんどん僕を抉っていく。痛みも奥深くまで到達する。貫くものが何なのかふいに判り、僕は全身が震えた。そんな馬鹿な、と否定しても、僕の腰にあたるなま暖かい人肌が証拠だ。そして太股を捉えているごつい手が。

　男たちの下品な笑いが僕の耳に届く。

　マスクをしているから不明瞭だけど、僕のことを言っている……。

「どうだ、締まりは？」

「くっ、ヒヒヒ、すげぇよ」

「馬鹿、すぐ出すんじゃねぇぞ」

　ゲタゲタという笑いが上がる。

　グリグリと中のものがドリルのように回される。

　痛い。

　でも痛いのなんて我慢できる、いやなのは……。

　こんなのはいやだ。いっそ殺されたほうがいい。こんなことをされるくらいなら。

　男に犯されるなんて。

　由岐中さんは殴られた僕を見て「綺麗な顔が台無しだ」と言ったけれど、顔なんてどうなってもいい。めちゃくちゃに殴られて、肋骨を折ったりしたほうがずっとこれよりましだ……。

　そのほうがずっと男らしい……。あんなところを傷つけられるなんて！　しかも男の……あれに……。

　僕を犯している男は喘ぎながら激しくピストン運動を繰り返す。

　粗い息遣いと粘膜をこね回す鈍いグチュグチュという音が辺りに響く。

　痛みと共に内股を暖かい液が流れ落ちる。

　痛みと屈辱に堪えきれず、僕の目から涙が溢れた。それがまた悔しくて、嗚咽が漏れる。口にテープを貼られていてよかった。景山に僕が泣いていることを知られたくない。犯されて泣くなんて。

　僕の最後のプライドだった。

　だが景山は本当に一筋縄ではいかない男だ。

　景山はガーデンチェアに戻り、足を組んで僕を見物している。

「顔が見たい」

　マスク男が僕の髪を掴み、持ち上げる。

「そうだ、そこでいい。そのままやれ」

　なんて根性が悪いんだ！　僕は必死で顔を背けようとしたが、景山は涙に気づいた。

「泣くほどいいか」

　嘲り笑いが響いた。

「もっと泣かせてやれ」

　めちゃくちゃ苦しい体勢のまま、拷問は続く。ぼんやりとした頭の中で「拷問」という漢字がなぜか浮かんだ。

　そう、拷問。

　警察学校の授業に出てきた。

　もちろん拷問の仕方を習ったわけではないが。

　同じ痛みを与えていると、次第になれてしまって効果が薄れるんだそうだ。だからプロは色んなタイプの責め苦を味合わせる、とか……。

　なんでそんなことを考えたかというと。

　烈しい痛みがやがて薄らいできたのだった。このままだったらなんとか我慢できそうだ、と思っていると。

　ふいに「やめろ」と景山の声が響いた。

「次はお前だ」

　僕の髪を掴んでいた男が後ろへと廻る。

　景山は僕に近寄ると、自分で僕の顎を捉えた。切れ長の眼が怪しく光っている。

「今度の男のペニスには真珠がたっぷり埋め込んである。よく味わうんだな」

　入っていたものが引き抜かれ、ほっとするまもなく前よりも一段と太いものがあそこを押し広げる。

　僕はテープに口を塞がれているにもかかわらず、悲鳴を上げた。

「ぐ、うう、うっ」

　喉が震え、さらに嘔気と共に酸っぱいものが込み上げる。

「ふふん、吐くか」

　景山はいたって冷静な声を僕に掛けた。

「こいつにペニスを入れられるとたいがいの男は嘔吐する」

　景山は一歩下がり、「剥がせ」と命じる。さすがに吐瀉物を詰まらせて窒息死するのは避けたかったらしい。

　ビリリとテープが剥がされ、僕は激しく嘔吐した。後ろにいる男はまるで構わず、吐き続ける僕の中に自分のペニスをぶち込んでいく。

　ごつごつとした熱い塊が僕の内部を抉る。下腹が突き破られそうだ……もう声を出す気力もなかった。僕は絶望の中で眼を閉じた。







　脇腹を蹴られ、僕は瞼を開ける。

　コンクリートの床に大の字に寝かされていて、景山が見下ろしていた。景山は尖った黒いエナメル靴の先端をさらけ出された僕の股間にめり込ませる。

　新たな痛みに顔を歪めると、どうもそれは景山のたいへんツボだったようで、

「いいな、その顔は」

　紅色の唇をぺろりとピンクの舌が舐めた。

「気持ちの悪い奴」

　僕は掠れ声で言う。

「なんだって？」

　景山はしゃがみ込み、顔を近づけた。

「あんた、ヤバいよ。　イってんじゃねーの？」

　僕は力を振り絞って笑ってやった。

「キャリアだかなんだか知らないけどさ、由岐中さんが言った通りだ。ヤクザより悪い」

「由岐中」と僕が口にした瞬間、景山の顔が醜く歪んだ。

　景山は僕の顎を捉える。

　この機会を逃がしてたまるか。

　僕はペッと唾を吐きだす。

　景山は身体を退いたが、頬に唾が命中する。激怒すると予想したが、景山は反対に嬉しそうに唇の両端を上げる。

　Ｍかよ、こいつ、と僕は思った。

　その瞬間、股間に激痛が走って僕は言葉が出せなくなった。景山が僕のペニスを摑んだのだ。

「これがなくなってもいいのか？」

「それは困る、立ちションができなくなるもんな」

　僕はまた掠れ声で笑う。景山が一緒になって笑い出した。

「こんなちんぴらのどこがいいんだ、ユキ、え？」

　景山は胸のポケットからハンカチを出すと、ゆっくり頬を拭った。そして僕の顎をもう一度捉えると、顔を寄せた。

「ユキに可愛がってもらったのか」

　そりゃ、指導刑事だ、僕のことは可愛がってくれてるさ。

「当たり前だろ、うーんとね」

　指が僕の首筋へと降りていく。はだかれたシャツの中へと入っていく。

「あっつ……」

　ぎりぎりと爪が肌に立てられた。

「ユキに伝えろ。お前が大事にしているものは総て潰す、と」

「なんだって？」

　こいつは本当におかしい。

「あんた、由岐中さんのことが嫌いなのかよ」

　僕は尋ねてみる。すると景山は細い眼を見開いた。

「とんでもない、私はユキのことが好きなんだよ。ただユキは私を残念ながら嫌っているがね」

　景山の答えに僕は唖然とする。どういうことだ……景山が由岐中さんを好き？　で、由岐中さんがこいつを嫌っている？

　今一つ理解できなかったが、それでも何か言ってやらなきゃ気がすまない。

「なーんだ、片思いか」

　僕は大声で嘲った。

「あんた、ホモってわけか。ホモの片思いかよ。気色わりいの」

　景山は僕に微笑みかける。

　目はしかし笑っていない。僕ではない、何かを見ていた。

　あの眼だ……。

　今関いまぜきの眼だった。

「どれほどあなたを欲しいと思っているか」

「真っ白な雪に足跡を付けたくなる」

　魂を吸い取られたように囁いたあの男と同じだ。

　ということは。

　もし、由岐中さんが意のままにならなければこいつは……。

　僕は初めて恐怖を覚えた。そしてこいつに対する怒りも。

「由岐中さんに手を出すな」

　景山は再び微笑んだ。今度は本当に嬉しそうだった。

「減らず口をたたく余裕があるとは……まだ足りないらしいな」

　その言葉が第２ラウンド開始のゴングだった。ゴジラの面を被った男が僕の前に立った。

　両足首が持ち上げられる。思いっきり股が左右に開かれた。

　汗にまみれた大きな身体が上に載る。

　激痛が再び僕を貫いた。

　ふーふーと生臭い息が首にかかる。

　嫌悪感から顔を横に向けると楽しそうな景山の目に遇った。

「泣け」

　僕は震える唇の両端を上げ、ニヤリと笑って見せた。

「やなこった！」

　景山は笑みを浮かべ、またガーデンチェアに戻る。

「次はお前だ」

　フランケンシュタインのマスクを被った男が僕の前に立ってジッパーを降ろす。ゴムを被った先端がごつごつと醜く膨れあがっている。

　まるで拳のようだ。高く腰が抱え上げられ、僕のあそこにそれが近づいていく。

　僕は叫び、下着が口に押し込まれた。







　まだ生きてるんだ、と思った。

　頬を烈しく張られ、眼を開ける。あそこだけでなく身体中が痛んだが、それよりも痛いのは僕のプライドだ。ぼんやりとした視界の中、景山の顔が近づいていくる。

「いいな、この次はこんなものでは済まない」

「ってバーカ、次があると思うなよ！」

　僕は掠れ声で言い返す。

　景山の細い眼がさらに細くなった。

「ユキのところへ贈り届けてやろう。そのざまを見せるんだな」

　車に乗せられる前に目にテープを貼ったのは、レイプした連中の顔を知られたくなかっただろう。

　今さら、という気がするが。

　とにかく僕は由岐中さんのマンションの前で解放された。

　ドアマンは僕が刑事と知っているので、胡散臭そうにしたが取りあえず通してくれる。吐瀉物でスーツが汚れ、ご丁寧に車から放り出されるときにウィスキーを振りかけられたので、酔っぱらっていると思ったのだろう。

　一歩歩くたびに激痛が走ったが、なんとか僕は由岐中さんの部屋の前に辿り着いた。

　扉に身体をもたせかけたまま、何時間が過ぎたのだろうか。痛みで意識が時おり遠くへ彷徨う。そのたびに景山の顔を思い出すことにした。

　くそっ、負けてたまるか！

　負わされた屈辱が蘇ると震えが激しくなって、僕は両腕を身体に巻き付ける。死にたい、とさえ一瞬思った。

　由岐中さんに知られたら……僕がどんな眼にあったか知ったら……由岐中さんは僕を軽蔑するだろう……。抵抗もできずに、五人の男に犯されたなんて。

　まるで女みたいに。

　あそこを。

　目尻から熱いものが零れ、僕は必死で唇を噛む。景山の前で泣くのは嫌だったが、ここで泣くのはもっと嫌だ。由岐中さんの前で。

　もう駄目だ、と思ったとき大きな手が肩に掛かり、「ダイスケ！」という懐かしい声が聞こえる。

　絶対泣くまい、と誓っていたにもかかわらず僕は涙を零してしまった。

「どうした、ダイスケ！」

「すみません……」

　温かな手に僕は必死で嗚咽をこらえる。

「やられたのか！　誰にだ！」

　だが答えを聞くまでもなく、由岐中さんは「景山だな」と歯噛みをした。

「どこが痛むんだ」

　尋ねられ、僕は口ごもる。

「その……人には言えないところです」

「なんだって」

　由岐中さんは僕を抱き起こし、床の血だまりに気づいた。くそっと唸ると僕を抱き上げる。またしてもお姫様抱っこをされた僕だったが、今回はありがたかった。手も足も筋肉痛でもう一歩も歩けない。

　由岐中さんは僕を寝室に運び込むと、ベッドに横たえる。そして汚れた服を脱がせた。

「ダイスケ！」

　由岐中さんが一瞬息を呑む。

「くそっ、酷いことを！　景山の奴！　殺してやる！」

　大声に驚いて僕は瞼を開けた。さらにその過激な発言にも……。

「先輩……」

　由岐中さんの顔は怒りに歪んでいた。ぎりぎりと歯を食いしばり、拳を握りしめる。

　はっと気が付くと僕の肩を掴んで抱き寄せた。ぎゅっと暖かい胸に僕は包まれ、一瞬意識が遠のいた。

「大丈夫か！」

　由岐中さんは僕の頭を支え、頬をさする。

「痛むんだな。すぐに病院へ行ったほうがいい」

「警察病院はいやです」

　あそこではどうしても職場仲間に知られてしまう。

「だろうな……」

　由岐中さんは背広から携帯を取りだした。

「すまん、おれだ。シンコウ、ハルの奴、いるだろ？　出してくれ」

　シンコウ……しんどう刑事だ。

　その人になんで……ぼんやりと考えていると、由岐中さんは携帯で僕の症状を伝えている。

「来てくれるか？　もちろん、もしお前が診て病院へ行ったほうがいいならすぐ連れて行く……ああ、判った、すぐ見る」

　携帯を仕舞うと由岐中さんは僕をまたベッドに横たえ、身体を丁寧に調べ始めた。

　手足の骨が折れていないと知ると、由岐中さんは僕の頬をそっと触った。

「その……ダイスケ、あそこを見てもいいか？　緒方おがた先生に言われたんだ、まだ出血しているようなら病院へ行ったほうがいいと」

「……おがた先生？」

「ああ、新橋んとこにあるＫ大の外科医だよ」

　医者の指示なら仕方がない。それでも僕は由岐中さんに知られるのが嫌だった。

「いやです」

　僕は涙声で答え、首を振る。

「じ、自分は……その……お、おとこに……あ、あそこを」

　それから先は声が震えて言葉にならない。シーツを掴んで泣くのを堪えていると、再び由岐中さんが「くそっ」と叫んだ。

「ちっくしょう……よくもダイスケを……」

　由岐中さんは僕の肩をさする。

「ダイスケ、あいつには必ず落とし前を付けてやる。だがまず、お前が心配だ、頼む、見せてくれ」

　僕はやっぱりいやだと首を振った。

「いやです……先輩には見られたくない……自分のことを軽蔑されたくないです」

「軽蔑？　なんで俺がお前を軽蔑する！」

　由岐中さんは驚いて僕の顔を覗き込んだ。

「いいか、お前は暴力を奮われたんだ、被害者だ！　お前に落ち度はない。その、やられた場所は関係ないだろう」

　それでも首を振る僕を、ついに由岐中さんはベッドに押し倒した。

「ダイスケ、言うことを聞け！」

　厳しい声に僕は横向きでベッドに横たわったまま、弱々しく「はい」と答える。

　由岐中さんはあの場所を調べ、「なんとか止まってるようだ」と僕に告げる。

「その……ちょっと開くぞ、外には出てきてないが、中に溜まってるかも知れない」

　指が傷つけられた部分を開いていく。激痛が走り、僕は必死で枕を噛む。数秒後、「大丈夫だ」という言葉に肩の力が抜ける。

　由岐中さんは安堵の溜め息をつき、僕に毛布を掛けた。そしてベッドに腰を掛け、僕の頭を撫でる。

「すまん……おれのせいだ」

「え……」

　なぜ由岐中さんが謝るんだ？　見上げると、由岐中さんの顔は険しかった。今まで見たことがないほど。

　怒ってるんだ……。

　それは情けないこの僕に対してなのだろうか。

　そう尋ねると、由岐中さんは顔を強ばらせたまま首を振る。

「違う、景山にたいしてだ。そしてお前をこんな目に遭わせた自分にだ」

「違います、先輩のせいじゃありません」

「いや、俺のせいなんだ」

　いいえ、と言おうとしたとき、チャイムが鳴った。

　迎えに行った由岐中さんと共にカッターシャツにチノパン、栗色の髪を真ん中分けにした細身の男が寝室に入ってきた。色白でメタルフレームの眼鏡を掛け、細い目にきりっとした眉は理知的で、いかにも医者という雰囲気だ。大きな黒い鞄を持っている。

「初めまして、緒方治恵はるえです」

　律儀に挨拶すると、背後に回って僕の手当を始めた。傍ら、心配そうに覗き込んでいる由岐中さんと話しているのが耳に入る。

「これはかなりひどいな……」

「病院へ行ったほうがいいか？」

「今のところ、出血は止ってる。明日、また診に来るよ」

「それよりあっちは……」

「ゴムを使ったようだ、感染の心配はないと思うが、三ヶ月くらいは定期的に検査したほうがいいな」

　カッと頬が熱くなる。ＨＩＶのことなのだ。僕の肩が震えていることに気づき、由岐中さんが手を握ってくれる。

「すみません……情けないです」

「いいんだ、おれのせいだから。任せておけ」

　やりとりを聞いて緒方医師が「なんだ、ラブラブじゃないか」と口を挟んだ

「バカッ、違うって！　こいつはおれの部下だ」

「そうなのか？」

　緒方医師の不思議そうな声が届く。

　なんのことだろう。

　首をひねっている間にも冷たいものがあそこを探る。何かが奥まで押し込まれ、僕は思わず力を入れてしまった。

「大丈夫だ、力を抜いて」

　優しい声が耳元で上がり、再び僕は力を抜く。やがて後ろに差し込まれていた冷たい金属器機が引き抜かれた。

　僕はやっと仰向けになることを赦された。

　緒方医師は由岐中さんに薬袋を手渡した。

「麻酔効果のある座薬を入れておいたから、局所の痛みは引くと思うが……精神的にダメージを受けてるようだ」

　由岐中さんは真面目な顔でうなずく。

「これを飲ませろ、鎮痛効果もあるからよく眠れるだろう」

　緒方医師を送って戻ってくると、由岐中さんは僕にウィスキーを生のままで飲ませた。ついでに幾つかの錠剤も。

　一息ついて僕は枕に頭を乗せる。心配そうな顔の由岐中さんを見上げ、なんとか笑みを作って見せた。

「もう大丈夫です」

「無理をするな」

　由岐中さんは椅子を引き寄せ、ベッド脇に腰を下ろした。手を伸ばし、僕の前髪を梳き上げる。

「悔しかったろう」

　僕はうなずき、必死で涙を堪えた。毛布から出た震える肩を由岐中さんがさすってくれる。

「おれのせいなんだから、おれのことを罵ってもいいぞ」

　僕は温かい手が気持ち良く、眼を細めた。

「でも景山はなぜ自分を……」

「だからおれのせいだと言ったろう」

　由岐中さんは苦しそうに言葉を押し出す。

　確かにあいつは「ユキの大事にするものは総て潰す」と言っていた……。でも僕が由岐中さんの「大事なもの」にはあたらないと思うけど……。

「そう言えば景山は……先輩のことが好きだと言いました」

　景山が危ない眼でそう言った、と僕は告げる。

　由岐中さんは再び険しい表情になった。

「どういうことなんですか」

　僕の問いかけに由岐中さんは大きく息を付く。

「おれとあいつは……そういった関係だったんだ」

「そういった関係……つまり……」

　やっぱりそうだったんだ。ある程度予想はしていたが……。

「つまり……先輩はその、あっちってことですか」

　由岐中さんの首が縦に振れる。

「ぶっちゃけて言えばそうだな」

　もっと驚くかと思ったがそうでもなかった自分に僕は逆に驚いていた。

「すると景山もやっぱ……」

「ホモの片思いかよ」と罵ったのは当たっていたわけで……。つまり景山は由岐中さんにそういう意味で執着してたのか……。

「でも景山はそれでなぜ自分を」

　すると由岐中さんは驚くべき言葉を口にした。

「それはおれがお前を好きだからだ」

「え……」

　好き……好きって？　そりゃ僕も由岐中さんのことは好きだけど……。でも今、由岐中さんはあっちだって言った。

　つまりホモ。

　てことはホモの「好き」はあっちの意味？　って「あっち」ってなんだよ……。混乱したまま由岐中さんの端正な顔に僕は視線を貼り付ける。

「ライブラリで会ったとき、あいつはおれがお前を選んだように思ったんだろう。プライドの高い男だからな」

「どういうことです？」

「その、おれがお前に惹かれていることがあいつにはわかったんだろう。あいつにとっては許せなかったんだな」

　由岐中さんは顔を横に向ける。

「それは……本当ですか？」

「何に対する質問だ？」

　逆に尋ねられる。今聞いたこと総てが信じられない……。

「だからー、先輩が景山さんと関係があったって言うこと、それで景山が自分を許せないってこと……その、なぜかって言うと先輩が自分を好きだからってこと……えーっ、なんか三角関係みたいだ……」

　僕は自分から言ったのに真っ赤になってしまった。

「ああ、もう、全部本当だよ！」

　由岐中さんは僕の顔を正面から捉え、やはり真っ赤になって答えた。

「おれは嘘がつけん。すぐ顔に出るしな」

「そっか、それで自分を襲わせたんですね……」

　ムカつく、と吐き捨てるように言った綺麗な顔を思い出す。それにつれてあのときの苦痛と屈辱が記憶に蘇った。再び震えだした僕の肩を暖かい掌がさする。

「くそっ、おれの可愛いダイスケをこんな目に遭わせやがってっ」

　由岐中さんは太い声で罵った。

「ダイスケ、この仇は取ってやるからな！」

　普段の僕だったら男にそんなことを言われたら「ふざけるな！」と言い返したろう。冗談じゃない、僕だって男なんだ、自分のことは自分でやれるって。でもなんだか由岐中さんに言われるのは気持ちがいい……すごく。由岐中さんに大切に思われるのは嬉しい。

　なんでだろう……。

　僕は暖かい胸に潜り込み、頬を寄せた。由岐中さんが僕のために本気で怒ってくれている……。なんだか嬉しい……。

「そうか……」

「可愛がってもらったか」という景山の問いに僕は答えたが、あれであいつは僕が由岐中さんと関係したと思ったに違いない。実際はそんなことないんだけど。

　ふと、思いついて尋ねてみる。

「その……じゃあ先輩は自分のこと、抱きたいって思ってるんですか？」

　見上げると由岐中さんは渋い顔をしていた。

「そういうことを訊くな」

「なんでですか」

　由岐中さんは僕の背中をさすりながら溜め息をつく。

「あのな、おれは正直だから訊かれれば答えちゃうからだ」

「だって知りたいんです。自分のことを抱きたいと思ってます？」

　渋い顔のまま、由岐中さんはうなずく。

「うそっ」

「うそじゃない」

　僕は頭がぼーっとしてきた。今夜あったこと総てが僕の頭には処理しきれない……。沢山の男に犯され……由岐中さんがホモだと知らされ……さらに抱きたいと言われ……。

　危ない笑みを浮かべていた景山の顔が頭に浮かぶ。

「ユキが好きだ」とあいつは言っていた……。由岐中さんの言う「そういった関係」ってどんなんだよ。ってそりゃホモだからあっちもってことなんだろうな……。

　僕はどうしても「あっち」のことが知りたくなっていた。「あっち」とはすなわち……。

「景山さんとはセックスしてたんですか？」

　もう一度首が縦に振れる。

「ええっ」

　僕は渋い表情の由岐中さんを穴の開くほど見つめた。

　由岐中さんがセックスをした……あいつと……マジかよ！　なんだかひどく「むかつく」。景山の奴が言った言葉だけど。

　由岐中さんが景山とセックスしたなんて！　あんないけ好かない奴と！

　僕は由岐中さんの困った顔を見ながらからむ。

「なんでしたんですか！」

「そ、そう言われてもなあ……その、もう何年も前のことで」

「忘れたんですか？」

「い、いや、忘れちゃいないけど……」

「忘れてないんなら言って下さい」

　頭を掻く由岐中さんを僕は尋問した。

「ねえ、最初はどっちが誘ったんですか？」

「もうやめろ」

　鎮痛剤とウィスキーのお陰だろうか、僕の頭は朦朧としていた。いわばラリっていたのだ。緒方医師が入れた座薬で後ろの痛みは引き、熱くなってきたのを僕は感じていた。それだけではなく、ドクドクと脈打って、むず痒いような気分だ。しかもハイになっているせいか妙に大胆になっている。普段だったら、尊敬する先輩刑事にこんな口はきけないのだが……。

「知りたいんです、どうしても」

　僕は頬を撫でている由岐中さんの手に自分の手を重ね、睨んだ。

「うう……」

　唸っていた由岐中さんは僕が重ねて尋ねると、諦めて「あいつからだ」と答えた。

「あいつの誘いにおれが乗った、って言うか……うーむ、文字通りだがな」

「へーっ」

「あのな、おれはあんまり自分からは動かない。我慢強いほうだしな」

　ええっ、と僕は眼を見開いた。

　男臭くて行動派の由岐中さんが誘われるまで手を出さない、なんて信じがたい。

　そう言うと由岐中さんは苦笑する。

「プライベートではおれは慎ましいんだ」

「そうなんですかあ？」

　おとなしくお許しが出るまで待っている大型犬が眼に浮かび、僕はくすくす笑いだした。

「な、なんだよ」

「可愛いですね、先輩は」

　男に犯られて怪我をし、しかも職場の尊敬する先輩に好きと言われ……どう考えても笑うような状況じゃないんだけど……。ぶっと膨れた由岐中さんは確かに可愛かった。

　僕は笑いが止らない。

　由岐中さんは諦めて僕の頭を撫でている。

　景山はどうやって由岐中さんを誘ったのだろうか……その考えが今や僕の頭を占めていた。

　細い指で由岐中さんの唇をなぞっていた姿が蘇る。急に対抗心が湧き上がってきた。

「先輩、キスしてください」

　ええっ、と由岐中さんは僕の顔に顔を寄せる。

「なんだって？」

「キスしてください……」

　僕は指で由岐中さんの唇に触れる。

「こうやって……あの男は先輩を誘ったんですか？」

　景山に負けてたまるか。あんな奴に！　昔、何があったか知らないけど、今、由岐中さんの相棒は僕なんだから。

　僕は由岐中さんを見上げ、首に腕を巻き付けた。

「しょうがないな、ダイスケ……どうなっても知らないぞ」

　由岐中さんの身体が覆い被さってきて僕は眼を閉じた。柔らかなものが唇に押し当てられる。景山の酷薄そうな薄い唇が眼に浮かび、僕は自分から口を開いた。

　熱い舌が入ってくる。いつの間にか、逞しい腕が身体を包み込んでいた。熱い舌は口の中で動き回り、僕の舌を絡め取る。経験の少ない僕より抜群に上手い。

「ああ……」

　呼吸の合間に僕は思わず喘いでしまった。薬のせいなのか、それともキスのせいなのか、体重がなくなってふわふわと空を漂っているような気分だ。

　由岐中さんの息は甘くて気持ちいい……

　あの、僕を犯した男とは違う……。

　瞬間、あのときの嫌悪感が蘇り、僕は全身を硬直させる。押し殺した呻きが喉から漏れた。

「大丈夫だ、ダイスケ」

　由岐中さんの囁きが耳をくすぐる。力強い腕が僕を捉える。僕は安心して力を抜き、再び由岐中さんの舌を受け入れた。

　やがて僕は強い腕に抱かれてどこか高いところへと運ばれていく……下腹に熱が集まってきて、紛らわそうと身体を捩った。逞しい由岐中さんの腰にそれが当たり、思わず仰け反る。

「どうした、感じたのか？」

　低い声で囁かれ、僕は小さく首を振った。

「すみません……」

「いいんだ、おれのせいだから」

　由岐中さんの声は気持ちいい……。僕はがっしりとしたうなじに鼻をこすりつける。爽やかなコロンの香りがした。

「よくしてやる」

　囁かれ、僕はもう一度うなずく。大きな掌が毛布の中に入ってきた。下腹へとそれは進んでいく。

　熱くなった器官を太い指が掬う。扱かれてあまりの快感に僕は背を弓なりに反らす。太い指が先端の一番感じるところを擦った瞬間。

「ああっ」

　声が出てしまい、僕は真っ赤になった。

「可愛いな、ダイスケ」

　由岐中さんに笑われても反論する余裕はない。もう一度扱かれ、こらえられずに僕は由岐中さんの手を濡らしていた。

　由岐中さんはベッドに上がると、毛布を剥ぎ取った。横に並んでぐったりと脱力した僕を腕に抱く。

「ダイスケ、悪かったな、今度からおれが絶対護ってやる」

　僕の上に身体を覆い被せ、四課の刑事達から庇ってくれたことを思い出す。由岐中さんだったら言ったことは絶対実行するだろう。でも僕だって男だ。僕は「自分も命をかけて先輩のこと、護ります」と応じる。

「自分は肉体派じゃないけれど、射撃の腕は負けませんから」

「そうだな、お前に護ってもらうよ」

　暖かくて広い胸に包まれ、僕は夢の世界に旅立っていく……。

　こんな感情を抱いたのは初めてだと思いながら……。
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　目を覚ますと由岐中さんがホットミルクを用意してくれた。僕が飲み終わると「だいぶ顔色が良くなったな」と僕のおでこを触った。

　昨夜のことを思いだし、僕はちょっと身体を退く。なんだか照れ臭い。あそこまで見られたし、その上、手の中で……。

「おいおい、どうしたんだ？」

　由岐中さんは明るく笑い、僕は二人の間がまったく変わっていないことを確信してほっとする。由岐中さんが出勤したあとはそのまま部屋で一日眠って過ごした。

「痛くなったらこの座薬を入れろ」

　由岐中さんが枕元に用意してくれたが、それを入れるとぼんやりとして眠くなってしまうのだ。

　夕方になってやっとベッドから這い出ると、今度は着る服がない。

「困ったな……」

　何しろ下着は血だらけ、スーツはゲロだらけなのだ。知らない間に着せられていたパジャマは由岐中さんのだが、ノーパンだった。

　なんてことだ。

　仕方なくノーパンのまま「何か食わせろ」と文句を言う腹を抱えてキッチンへ行ってみた。冷蔵庫にはビールと塩辛、それにマーガリンぐらいしか入っていない。戸棚を開けてカップラーメンを見つけ、これをいただくことにした。

　だが食べ始めると僕は参った。

「二日酔いの時みたいだ……」

　ときおり急に吐き気が込み上げる。それでも「食わなきゃ治らない」と言い聞かせ、なんとか平らげる。ふらつく身体で再びベッドに潜り込んだ。

　八時過ぎ、扉の開く音がして、やがて由岐中さんが昨夜の緒方おがた医師と共にベッドルームへ入ってきた。

　緒方医師はすぐに往診鞄を開けて準備を始める。

「ユキ、外へ出てろ」

　由岐中さんは憮然とした顔になったが、緒方医師の命令に素直に応じる。僕は内心ほっとした。やっぱりこんなカッコ悪いところは見られたくない。

　手当をしながら緒方医師は「ユキに訊いたんだが、君はノンケなんだって？」と言う。

「はい、バリバリ普通です」

「それは……かなりショックだったろう」

　はい、と僕はうなずく。

「なんだか……もう男じゃなくなったようで……」

　暗い声の僕を手当てしながら、緒方医師は「それは違う」と否定した。

「自分より強い力に抵抗できないのは男も女も同じだ」

「それは……そうですね」

「さらに性的暴力は被害者には一切落ち度がない」

　緒方医師はきっぱり言う。

「君もあまり落ち込むな。ユキが心配している。自分のせいで君が傷ついたと」

　手当を終え、緒方医師はアルコール綿で手を拭きながら僕の顔を覗き込んだ。

「はあ……」

　僕は上体を起こすと緒方医師を見上げた。昨夜は動転していてあんまり良く見なかったが、レンズ越しの澄んだ眼、色白の肌、随分と二枚目の医者だ。

　なんで由岐中さんの傍の男ってみんなこうカッコいいんだ？　にっくき景山かげやまだってやたら綺麗な顔をしている。

　考えていると由岐中さんが入ってきた。

「どうなんだ、ハル」

「まあ、このままでも大丈夫だろう。けど、完治まではだいぶかかるな。やるのはうんと後にしとけよ」

　由岐中さんは真っ赤になった。

「違うって！　こいつはノンケなんだから！」

「冗談だ」

　緒方医師はにこりともせずに応じた。

「お前の冗談は昔から笑えん」

「お互い様だ」

　緒方医師が帰ると、由岐中さんは黙りこくった僕をじっと見る。

「どうした、ダイスケ」

「その……」

　由岐中さんは僕の目の前の椅子に腰を下ろす。

「おれのこと、恨んでるのか？」

「そんなんじゃないんです……」

　僕の頭にあったのは別のこと。たった今、二人の間で交わされた親しげな会話だった。

　なんでこんなことが気になるんだろう……。

「その……緒方先生とは友達なんですか？」

　ああ、と首が教える。

「高校の同窓生でね……おれの性嗜好のことも知ってるんで、よく相談に乗ってもらってる」

　やりとりから予想していたことだが、それだけでは満足できなかった。僕は思わず口に出す。

「だったら緒方先生もあっちなんですか？　景山とみたいに関係があったんですか？」

「バカ！　そんなんじゃない、あいつは……その、シンコウの恋人だ」

　ええっ、と僕は眼を丸くする。

「新藤しんどう刑事、ですか？　本当に？」

「こんなことで嘘をついてどうする」

　なぜか僕はほっとしていた。つい軽く「六本木署はホモ率、高いんですね」と言ってしまう。

「バカッ」

　また由岐中さんが唸る。

「おれの知る限り、おれとシンコウだけだよ。まあ、ゲイ友の会、なんてのがあるわけじゃなし、他にもいるかも知れないがな」

　僕はいささか投げやりな気分になっていた。

「いいんですよ、あったら僕も入会しようかな、もうどうせオカマ掘られちゃったんだし」

「おれのせいだ、すまん」

　由岐中さんは頭を下げる。僕は慌てて「先輩のことを恨んだりしてるんじゃないんです」と言った。

「緒方先生は『性的暴力の被害者には一切の落ち度がない』と言ってました。先輩が心配してるから元気を出せ、って」

「そんなことを……あいつが……」

　由岐中さんは膝を乗り出し、僕の頬を手で触る。太い指が僕の唇をなぞっている。

「その……」

　接近してくる顔に僕は尋ねた。

「なんで先輩は自分のことが好きなんですか」

　うう、と由岐中さんが唸った。

「訊くか、そんなこと、こんなときに！」

　由岐中さんは立上がると隣の部屋からウィスキーとグラスを持ってきた。どぼどぼと注ぎながら「訊かれたら答えなきゃならないだろ」と唸る。

「その……おれの弱点なんだよ」

「はあ？」

　意味が判らず首を傾げると、由岐中さんは「やめろ、そういった目でおれを見るのは」と唸って両手で顔を覆った。

「まったくもう、バカだよ、おれは……とことん女顔に弱い。景山もそうだけど特にお前みたいな、な」

　はあ？　と僕はもう一度首を傾げた。

「自分は確かにあんまり男らしくはありませんが、女顔とは心外です」

　そりゃ、ピンクレンジャーに例えられることはあっても。むっとして反論する。

「お前、鏡で自分の顔を良く見ろ」

　由岐中さんはぐいとウィスキーを煽り、僕を横目で睨む。

「とにかく……大島課長から拝命を受けたときから嫌だったんだ……おれのもろツボだったからな。でもそれだけじゃない。会って一時間で拳銃はぶっ放すは、景山を引き寄せるは……とんでもないジャジャ馬なのに元気で仕事熱心、そして健気ときてはな……まいったよ、お前には」

　これはかなり濃厚なコクリだ。僕は頬が熱くなった。

「お前、今まで本当に気が付かなかったのか？」

　僕は首を大きく横に振る。確かに時々、なにやら変な雰囲気だとは思ったが……。

「だって先輩は男らしくて、まさかそんな眼で自分を見るなんてありえないと」

「お前、それって偏見だ。ゲイはみんな、男の腐ったのか、え？」

　あっ、と僕は最敬礼をする。

「失礼しました、決して先輩をバカにしてるわけじゃありません！」

　由岐中さんの手が再びボトルへと伸びた。

「ダイスケ、お前のそういったところが……」

　首を振ってその先をやめる。どんどん酒量が増えていく由岐中さんを見ながら僕は戸惑いつつ今までのことを振り返ってみる。

　じゃあ、ここに泊まったときも……その、温泉に入ったときも……。

　知らなかったとは言え、随分と挑発してしまったのかも、と僕は初めて気づいた。布団に入ったあと、腰を揉んでもらったことも思い出す。

「ええと、あのお、腰を揉んでくれたのは、ひょっとしてセクハラ？」

「バカッ」

　由岐中さんは本気で怒鳴った。

「だれがそんな卑しいことをするか！　あれはダイスケ、お前が本当に痛がってたからだっ」

「すみませーん」

　僕が頭を下げると由岐中さんは口をへの字にする。

「いいからこれ以上訊くな」

「すみません、自分のせいで居心地悪くしましたか？」

「そういうことは訊くなって。おれは正直だから訊かれれば答えなくちゃならない」

　すみません、ともう一度僕は謝った。尊敬する先輩だが、僕にその気は全くない。大切に思ってくれているのは嬉しいし、緒方医師とは単なる友達だったのも嬉しい。

　それから昨日、扱かれたのは気持ち良かったけど、あれはラリってだだけだ。

　でも僕はホモじゃない。

　今までもそうだったし、これからも多分。

「由岐中先輩のことは好きですし、とても尊敬してますが、自分はゲイではありません。偏見はないですけど男にはムラムラしませんから」

「はあ？」

　今度は由岐中さんが変な顔をする。

「ムラムラってなんだ？」

「つまりその、ええと、お相手はできないと言うことです」

　この顔のせいかどうかは知らないが、今まで何回か同性にコクられたことがある。そして何度も言った同じ言葉を僕は口にした。

　女性なら気のない相手でもマグロのように寝ていればいいだけだが、両方とも男ではその手のごまかしは利かない。と、思う。

「例え好きでもムラムラこなくっちゃ、男とはできないでしょう？　男はそうできてますし。自分は駄目なんです」

　由岐中さんは大きく溜め息をついて視線を逸らす。

「ダイスケ……お前……それが天然だって言うんだ」

　意味が判らず僕は首をひねる。

「もういい、ダイスケ、寝ろ」

　話をしたために疲れたようだ。ベッドに潜り込むとすぐ瞼が重くなってくる。

　時々眼を開けると、まだ由岐中さんが僕の傍にいて、手を握ってくれる。今夜、僕は何も夢を見なかった。







　次の日、由岐中さんは非番だった。朝からあちこちに携帯で連絡を入れている。僕のほうはまだ身体中の筋肉が痛んだが、手当と薬のせいでなんとか歩けるようになっていた。

　身なりを整えてリビングに出ると、

「これなら一緒に行けるな、ダイスケ」

「行く？　どこへです？」

　由岐中さんは表情を引き締める。

「大坪おおつぼのところだよ。このままじゃすまさん。大事なお前を傷つけられたんだからな」

　その言葉に僕は妙に嬉しくなった。

[image: ]
　大坪邸に着くと、由岐中さんはインターホンで「六本木署の由岐中助です」と名乗った。

　すぐに門が開いて、待っていたのは紗耶香さやかだった。

「由岐中さん、ご無沙汰してます、六本木署にいらしたんですね！」

　紗耶香は嬉しそうな声で言う。そして由岐中さんの後ろに僕を認め、眼を丸くした。

「永瀬ながせさん……いったいなぜ」

　僕は頭を下げる。

「すみません、自分は城崎きざき大輔だいすけといって刑事です」

　紗耶香の眼がますます大きくなった。

「紗耶香さん、ちょっと話がしたい」

　由岐中さんに呼びかけられ、はっと紗耶香は視線を戻す。

「ごめんなさい、こんなところにお引き留めしてしまって……入ってくださいな」

　応接間に通されると由岐中さんは紗耶香に僕のことを説明した。たまたま誘拐されそうになったのを目撃し、助けこと。紗耶香が「警察に届けないで」と言ったことで何か事件に巻き込まれていると感じ、身分を隠したこと。

僕は「決してあなたを騙すつもりじゃなかったんです」と口を挟む。

「刑事さんだったなんて……全然そういう感じ、しなかったから……」

　紗耶香は口ごもる。はっと顔を上げ、僕を見た。

「じゃあ、一昨日のことは……」

　紗耶香は景山に「永瀬というのは本名じゃない、あいつは敵方だ」と言われたのだった。

「この家に入り込むためにお前を騙したのだ」とも。

「あいつを呼び出せ。私が取り調べる」

　景山に言いくるめられ、紗耶香は僕の携帯に電話したというわけだった。

「紗耶香さん、そのためにこいつは拷問を受けたんですよ」

「ええっ」

　紗耶香はじっと僕の蒼白な顔を見る。

「そんな……ごめんなさい……あなたにはあれほど親切にしていただいたのに」

　紗耶香は深く頭を下げ、きっと由岐中を振り返った。

「どういうことなんでしょう、嘘までついて正義まさよしさんは何を考えてるんでしょうか」

「それだよ、おれは真相を知りたい。お父上と話せないかな」

　やがてゴルフズボンにポロシャツ、ウールのベストをいうリラックスした姿の大坪政彦が、紗耶香と一緒に入って来た。庭で練習でもしていたのか、手にはパターを持っている。

　この前とはうって変わって目元も口元も和らぎ、自信に満ちている。いかにも証券会社の社長という貫禄で、何か好展開があったのだと僕は感じた。

　僕と由岐中さんを見て少し気まずげな表情を浮かべる。

「由岐中君、どうしてここへ来たんだね」

　由岐中さんは立ち上がると深々と礼をした。

「ご無沙汰してます、大坪さん。おれは六本木署の刑事として来ました」

「何も面倒は起こっていないよ」

　大坪は素っ気なく言い放つ。すると紗耶香がきつい声で口を挟む。

「お父さん、お願いだから本当のことを言って。この刑事さんは紗緒里さおりや私を助けてくれたんですから。それに私だって知る権利があるはずよ、たとえ私のせいでこんなことになったのだとしても」

　大坪は僕たちの前のアームチェアに渋々腰を下ろした。

「判ったよ、紗耶香……」

　どうも父親は娘には弱いものらしい。大坪は口を開いた。







　僕たちの推理通り、ベンツから盗まれたパソコンにはデータが入っていたのだ。だがそれはパーソナルバンクの顧客情報よりずっと重要なものだった……。時おり厳しく紗耶香に促され、大坪は「割引国債を知っているかね」と由岐中さんに尋ねる。

「もちろんですとも、Ｔ内閣の金庫番と呼ばれた男が金庫に隠していた奴ですね」

　怪訝な顔をしている僕に由岐中さんが「ずいぶん前だから知らないか」と頭を掻いた。

「もう鬼籍に入ったが、所属する派閥の金庫番と呼ばれた大物政治家が脱税で逮捕されたことがあった。おれの実家の選挙区から出た奴だったから良く覚えてる。政治資金を割引国債に換えて金庫に溜めてたんだ」

「割引国債と脱税とどう関係するんですか？」

　由岐中さんが丁寧に説明してくれる。

「割引国債は隠し資産としてもっとも重宝されてる。しかも政治家御用達でね。汚い言葉だが『政界の痰壷』とも影で呼ばれるくらいだ。悪徳証券会社だったら一番に勧める商品だよ」

　大坪は渋い顔になる。

「しかも無記名でできる。持ち主の名前は表に出ないんだ」

「ということは……闇の取引に利用されるんですね？　それをオセアニックスターファイナンスでやってたんですか！　うわー悪質！」

　大坪はもっと渋い顔になったが僕たちにうなずいて見せた。

「そうだ……会社のコンピュータには入れられない、もっとも個人的な取引を私はパソコンに入れて常に持ち歩いていた」

　大坪は説明を始めた。

　そこには政治家個人のデータが入っていた。複数の政治家が大坪に無記名の割引国債を預け、それを大坪はパーソナルバンクの口座としてとある都市銀行の貸金庫に入れていた。そこに置かれた国債は、金庫から出し入れのないまま、名義だけが変更される。元々「無記名の割引国債」であるから、違法ではない。だが換金されればそこに税金がかかる。

　違法行為すれすれのところで、節税の名の元によく行なわれる取引を大坪はしていたのだ。そして換金はパーソナルバンクの名で行なわれ、真の持ち主は非課税だった。

「紗耶香に一日だけ貸したことで、まさか車上荒らしに遭うとは……」

　紗耶香が盗難届を出したことにも慌てた。一応パスワードでデータは守られていたから、パソコン本体を故売屋に売りさばいて換金することはあるだろうが、車上荒らしをするようなチンピラがデータにまで手をつけることはないだろう。だがもし、パソコンが警察の手で見つかったとき、盗品届けを出していたらかえってデータを知らべられてしまうかも知れない。そう思って急いで届を取り下げた。

「そういうわけだったんですか……」

　塩路係長が「おかしい」と思ったのはやはり正しかったのだ。

　データのバックアップは別なところに取ってあったから、たかだかパソコンが盗られただけと諦めるはずだった。

「ところが……それだけでは済まなかったんだ」

「それが○龍会ですね」

　由岐中さんの言葉に大坪政彦は黙ってうなずく。

　車上荒らしは偶然ではなかったのだ。○龍会は大坪のＰＣと知って、それを盗んだ。そして。

「データの開示をしない代わりにマネーロンダリングを手伝うよう、言われたんじゃありませんか？」

　はっと大坪は顔を上げ、「その通りだ」と呟いた。

「そんなこと、できるわけない……だがもし、私と取引をした政治家の名が出たら、信用が失墜するどころか、紗耶香の夫も終わりだ。どっちも選べない状態に私は陥った」

　それはそうだろう、奥さんの父親がマネーロンダリングを手伝ったら。

　もしくは裏資金の暴露の発端となったなら。

　どっちにしろ紗耶香の夫に相談できないことは確かだ。

　大坪は溜息をついてリビングの奥を振り返る。その視線を追ったがそこには誰もいない。

　僕はまた目の前の大坪に視線を戻す。

　紗耶香がまた「お父さん！」と促した。

「君にもわかるだろう、こうなったら景山君に頼むしかなかった……彼はちょうど、警視庁にいるからね」

　景山は親身になって心配してくれ、相手をつきとめるから時間を稼げといった。そうこうしているうちに脅迫の手は次第に紗耶香の周りにも近づいていった……。

「それであの誘拐未遂だよ」

　大坪は紗耶香の手を握る。

「だがとにかくもう解決したんだ、由岐中君、このことは内密にしてくれ」

「解決した？　どういうことです」

　由岐中さんはぐっと膝を乗り出す。

　大坪はせわしなく眉を上げ下げしながらあさってを向いた。

「なるほど……時間を稼いだのはそのためですか。金庫の中のものを始末するための時間を……」

　由岐中さんが苦々しげに言い、僕はあっと思った。

　若輩者の僕にはそこまでの姦計には及ばなかった。

「実物を移動させたとしても、名前が出ることは政治家にとってはありがたくないはずだ。そこはどう、始末をつけたんですか。取引のネタはなんです」

　由岐中さんは厳しく追及する。

「もう勘弁してくれ」

「そうはいかない」

　由岐中さんがきっぱりと言った瞬間。

「君には関係ないだろう」

　奥から声が響き、由岐中さんは立ち上がった。

「景山、お前が取引したんだな」

　景山は今日はなんと制服だった。左胸のポケットのところには「警視正」の階級章が燦然と輝いている。隅から隅まで金ぴかだ。澄んだ眼も爽やかでいかにもバリバリのエリート。

　けど、一皮剥けば最低の男なんだ。僕は力一杯睨みつけてやった。

　景山は痛痒も感じないようで、僕に笑みさえ投げかける。

　紗耶香が景山に近寄り、頬を染めて「どうして嘘を言ったの？」と尋ねる。

「城崎さんは刑事さんだったのに。ひどいことをしたんですって？」

「紗耶香、何を言うんだ、彼の顔を見たまえ、どこもなんともなってないだろうに」

　景山はまたにっこりと笑う。由岐中さんに近寄った。

「取引だって？　何のことやらさっぱり判らないなあ、ユキ」

「言わなくても想像はつく」

　景山を睨んで由岐中さんはぴしゃりと言った。

「お目こぼしだろう」

「まあ、そういうことだ。こっちで話そう」

　景山は庭へと出て行く。僕たちはあとへ続いた。

　さっきまでの話の内容にまるでそぐわない、秋の晴天だ。庭の木々は僅かに葉を色づかせ、夏から秋へと確実に季節が変わったのを教えている。

　広い芝生の上を歩いていると、ワンワンと元気な吼え声と共に、レトリバー犬が駆け寄ってきた。ちぎれんばかりに尻尾を振り、僕に飛びつく。僕の顔をペロペロと舐めた。前を歩いていた景山が振り返って冷たい眼で僕を見る。

「紗緒里もこの馬鹿犬もなんで懐くんだ……お前は本当にむかつく」

　由岐中さんが僕の肩を抱き、自分の後ろへ押しやる。

「くだらないことを言っていないで、早く話せ」

「近く一斉を行なう予定だ。銃刀法違反で下っ端を引く。代わりに幹部を大量に釈放する」

　だが由岐中さんは眉を寄せ、きっと景山を睨む。

「その程度の取引でマルＢが一度摑んだ強請りの手を緩めるとは思えないな。特に相手は○龍会だ」

　景山はニヤリと笑うと、傍の金木犀の枝に触れた。オレンジ色の小さな花をむしり取る。

「そうか……」

　由岐中さんが大きく息を吐いた。

「マネーロンダリングを見逃したのだな……それなら納得がいく。闇金で集めた金は三十億はくだらないだろう。それを海外へ移せるんだったらけちな脅迫よりずっと効率がいいからな」

　それには応えず、景山は再び僕に目を移した。薄い唇をゆがめ、足の先から頭のてっぺんまでゆっくりと視線を移動させる。

「どうだった、男の味は。こいつよりよかったか」

　僕が拳を握り締めるより早く、由岐中さんが動いた。あっと思う間もなく、景山は芝生に転がっていた。

　うわーっと僕は心の中で叫んだ。キャリアを殴るなんて……。

　唖然としたが、由岐中さんは「殴り足らん」と唸った。

「ダイスケはもっと痛い目に合ったんだ！」

「二度目だな、殴られたのは」

　景山は顎を摩りながら芝生の上から上半身を起す。

「君だけだよ、私を殴るなんて不遜な奴は」

　クスクスと笑い続け、ねっとりとした眼で由岐中さんを見上げた。

「ユキ、相変わらずいいパンチだ……震えが来るね。私のところへ戻って来い」

　由岐中さんは足元に唾を吐くと「来い、ダイスケ」と僕を呼ぶ。

「もうここに用はない」

　門まで僕たちを見送ったのは紗耶香一人だった。

「ごめんなさい……由岐中さん、それに城崎さん」

　気にしないでくださいと僕は言った。景山が僕を眼の敵にするのは紗耶香のせいではないのだ……。

「そうじゃないの……父も悪かったのだけれど、私にも責任があるわ」

　紗耶香はきっぱりと言う。いつもの「深窓のお嬢さん」ではなく、眼には真剣な光があった。

「紗耶香さんに責任はない」

　由岐中さんは否定したが、紗耶香は首を振る。

「もともと、父に沢山の政治家を紹介したのは鈴木代議士なの」

「それは本当か」

　由岐中さんの表情が一瞬険しくなった。

「ええ、それに明夫さんも鈴木代議士の依頼を受けるようにと、父にお願いしたの。明夫さんは普通の資産運用だと言っていたけれど……あの人もまさかこんなこととは知らなかったのだと思うわ」

「君の旦那の雇用主に頼まれれば、大坪さんとしても断りきれなかったんだろうな」

　紗耶香は門の前で立ち止まり、僕の手をぎゅっと握った。

「また紗緒里と遊んであげてくださいね」

　僕は必ず、と答えた。







　道を歩きながら由岐中さんに「景山ってマゾですかね」と尋ねてみた。

　さっき、由岐中さんに殴り倒された景山はどう見ても嬉しそうだったのだ。それに僕に唾を吐きかけられたときも。

「お前な……」

　由岐中さんは歩みを止め、首を横に振った。

「いいや、あいつは究極のサドだよ。殴られた屈辱を噛み締め、今度はいかにおれを痛めつけるかの材料にするんだ」

「ということは……」

　いけないと思いつつも僕はベッドの二人を想像してしまう……。ＳＭプレイをやっていたのだろうか？　景山がＳだとすれば、当然Ｍ役は由岐中さんなわけで……。

　うう、なかなかすごいかも。

「おい、何を想像してるんだよ！」

　由岐中さんは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「あ、判りましたか？」

「当たり前だろう！　いいかげんにしろ！」

　だって、と僕は言ってみた。

「ほら、ロシア大使館の近くに、超有名なＳＭラブホがあるじゃないですか、あそことか使ったりしたんですか？」

「だからそういう趣味はないんだ！」

　ああ、と僕は納得する。

「それが景山は気に入らなかったとか？　で、別れたんですか？」

「うう……」

　由岐中さんは唸ると、大股に歩き出す。

「待ってください、先輩」

　僕は小走りにあとを追った。
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　六本木の街は騒然としている。あちこちに警官が立ち、上空をヘリが旋回する。

　第３機動隊サ　　ン　　キのバンが隊列を作って停車し、強化プラスチックの盾と防弾チョッキで身を固めた隊員たちが中で待機している。屋根の回転する赤色灯が緊迫感を盛り上げる。

　景山の言った通り、あれからしばらくたった夜、警視庁と六本木署・広尾署・御成門署合同の一斉が行なわれていた。 ショカツや本店の刑事たちが現場への踏み込み打　　　ち　　　込　　　みの命を待ち、ビルを取り囲んでいる。こういった大がかりな事件の場合は、もちろんマル暴が中心ではあるけれど、ショカツからは全署員が駆り出される。僕たち強行犯係も当然銃器携帯で現場に臨んでいた。

　目的は六本木をシノギとする○龍会幹部の事務所だ。強制捜査のあげく、銃刀法違反で下っ端を数名引っ張る、という脚本ができている。本気で暴力団を潰そうと思ったらこんなことはしない。わざわざ「これからやるぞ」と大人数を繰り出し、準備を整える暇を与え、あらかじめ決められた捜査をしても、塀の中と外の構成員が入れ替わるだけだ。

　それでも警察という組織は上から命令されればそれをやらねばならない……。

　複雑な思いを抱え、僕はニューナンブの重みを脇腹に感じながら由岐中さんと共に立っていた。少し離れた背後にはパトカーが何台か控えている。その中の一台から鋭い視線が投げられているのを僕は感じていた。

「後ろに気をつけろよ」

　由岐中さんが僕の肩を抱き寄せ、囁く。

「あいつだったら流れ弾を装ってお前を狙いかねん」

「まさか！」

「いや、それぐらい警戒したほうがいいってことだ」

　由岐中さんが言うのだから本当だろう。今さらながらに景山の不気味さを僕は実感する。

　うぉー、という獣じみた怒号が上がった。ちゃちな日本刀を振り回している男が見える。パンチパーマの男がトカレフを構えている。

「突入！」

　あちこちで催涙弾の白い煙がたなびく……。

　これってどうよ、と僕は思う……。マネーロンダリングに関わった大坪社長。そもそも脱税をして裏金を溜めようとした政治家たち。取引に応じ、世間の目をくらますための芝居を打ったキャリア。

　由岐中さんとビルに向かって走りながらしかし僕は永瀬巡査長の顔を思い出していた。

「一番大事なものを忘れなければ、道に迷うことはない」

　そう言われた……。

　卒園文集で僕は「わるいやつをやっつけたい」と書いた。そのために刑事になりたいと。それを忘れずに行こう、この道を。迷いそうになるときは、永瀬さんとそして由岐中さんの顔を思い出せば……。

　前を走っている由岐中さんに坊主頭の男がバールで殴りかかる。僕は後ろから男の手首を掴んでねじ伏せる。

「助かったよ、ダイスケ！」

　もう一人を投げ飛ばして由岐中さんは白い歯をにっと見せた。

　由岐中さん、あなたが好きだ。でもそれは男女間の恋愛感情とは全く違う。

　この人なら命を預けられる、という信頼？

　同じものに命をかけるという連帯感？　

　違う。それよりもっと熱い何かだ。多分、魂の相棒なんだと思う。

　それは男女間の恋ではないけれど……。

　男同士だったらそれでもいいんじゃないかと思いながら、僕は由岐中さんの男らしい顔を見つめていた。

　どうせ僕は男同士の恋の初心者なんだから、ここから始めてもいいのだ。このショカツで刑事としての人生を始めるように。







　六本木署の道場で作戦終了を祝う簡単な乾杯が行われた。マル暴の人たちはこれからがたいへんだ。だが僕たちはお役ご免になって、深夜、勤務から解放された。

　このまま仮眠室で夜を明かす人もいて、まだ刑事部屋は騒然としている。寮の部屋に帰ってもよかったが、なんとなく由岐中さんとまだ一緒にいたかった。

　僕は「一杯やりませんか」と由岐中さんを誘ってみた。

「そうだな……だがその前に風呂に入りたいな」

　僕もそれには賛成した。確かに重たい防弾チョッキを着て走り回ったので、汗まみれだ。それに加え、催涙ガスの匂いも髪や服に染みついている。

「おれのマンションに来るか？」

　僕はちょっと考えた。僕が女だったら、コクられた相手のマンションに深夜ついて行くのはどうかと思うが……。でも僕は男だし、さっき由岐中さんが本当に好きだと確信したばかりだ。

　まあ、何かあるとしても、これは流行の「自己責任」かもしれないな……って、あるのを期待してるわけじゃないけど。

　僕が即答しないので、由岐中さんは慌てて「嫌ならいいんだ」と僕の顔を覗き込む。

「いいえ、行きます」

　僕はきっぱり言うと由岐中さんを見つめた。それに由岐中さんのところの風呂は豪華マンションだけあってジャグジーつきだ。温泉で打たせ湯は使ったことがあるが、ジャグジーは未体験だ。何度か行ったラブホにもなかったのだ。

　大作戦が終ったのだから、ちょっとリラックスしたくなっていて、

「じゃあ、ジャグジー使っていいですか？」

　由岐中さんに訊いてみる。

「お前……」

　首を振り振り、由岐中さんは歩き出す。

「ダイスケはジャグジーに入りたくておれんとこへ来るのか？」

「あっ、それだけじゃないです」

　僕たちはわいわいと話をしながらマンションへと向かった。

　浴室は中庭に面していて、窓から丸い照明灯が目隠しに植えられた木々を照らしているのが見える。

　浴槽は大人二人が入れるほど大きいが、由岐中さんはいつものように一人ずつ入ることを提案した。コクったあとだからだろうか？　いや、それって普通か……。ちょっと考え過ぎてる今夜の僕。







　由岐中さんと入れ替わると僕は大きなお風呂を一人占めにする。湯船の縁に寄りかかり、身体を思いっきり伸ばした。

　ジャグジーのスィッチを入れると、壁面から泡が出てくる。強張った筋肉がほぐれ、とても気持ちがいい。

　捕り物のあとは気分が高揚している。僕は色々なことを考えた。

　大部分は由岐中さんのことだった。

　由岐中さんのことが好きだ、そこまではいい。だがこれからどうすればいいのだろう……僕の気持ちを伝えたほうがいいのだろうか。そのあとは？

　大人同士なんだからなあ……。

　精神的な愛なら単なる友情だ。それとは違う、もっと深く熱いもの。だとしたら当然、その先があるのだろう。

　由岐中さんのほうはホモなんだからもちろんその先も……。つまり「あっち」も。

　思った瞬間、熱い湯に入っているのに、背筋に悪寒が走った。

　見知らぬ男たちに犯された夜。はっきり言って、男ではなくなってしまったように感じた。生まれてからあんな屈辱的だったことはなかった。

　でも相手が由岐中さんだったらどうなんだろう……やっぱり屈辱と感じるんだろうか……。

　目の前に突きつけられたおぞましいものを思い出す。ゴムを被ってたけど、ごつごつして、ドクドク脈打っていて……。吐き気を催し、僕は眼を瞑った。 
　

　あんなもの、絶対入れられたくない！

　でも……由岐中さんのだったらどうなんだろう……。

　温泉で見た由岐中さんのはすっごくでっかかった……。あれは多分、勃たっちゃってたんだろうな。必死で隠してたからちらりとしか見えなかったけど、多分そうだ。けど、全然気持ち悪くなかった。

　由岐中さんのを今見たら、やっぱ吐きそうになるだろうか……。

「いや、違う……」

　絶対ならない。

　それにあそこに男のものをいれるなんて金輪際いやだと思ったけど……。由岐中さんがそうしたいなら全然ＯＫだ。僕はブクブクと泡が立っている湯面に顔を沈めた。頭の中が白くなるまでこらえ、飛沫を上げて息をつく。

「ようし！」

　僕は大声を出した。

　やってやろうじゃないか。もしも由岐中さんがそれを望むなら。

　あのときは痛みもひどかったけれど、由岐中さんなら我慢できる。僕のほうはスタンバれないと思うけど……まあ、それは勘弁してもらおう。

「そうか……」

　僕がムラムラこなくても、相手がムラムラしてれば可能なのだ。一方通行だけど。

「だから由岐中さんは『天然』って言ったのか……」

　でもやっぱり、「それでもいい」と思う相手じゃないと僕はできない。

　由岐中さんだったらいい。

　決心して僕は浴槽の縁に頭を乗せ、天井を見上げる。次の悩みは「どう切り出そうか」だ。

　由岐中さんは「おれは慎ましいんだ」と言っていたっけ。誘われるまでは我慢する、とも。

　ということは、僕から言わなくちゃならないのだ。

「それは……生涯初めてだなあ……」

　刑事になるため脇目も振らずに励んできた僕は、遊ぶ暇なんてなかった。ソープへ行ったのは僅か一回。警察学校を卒業したとき、同期の仲間と新宿に繰り出して初体験した。

「まあ、おまわりさんの卵なの、捕まったときは宜しくね」

　そう言われてサービスされた。

　あとは先輩の婦警さんと二回。誘われ、ラブホテルについていくと押し倒されて乗っかられた。それ以外は独身寮の部屋でもっぱらオナニーだ。

　自分から誘ったことはない……。

「ムラムラ来てるんなら押し倒しちゃえばいいんだけどな……」

　スタンバれないのだからどうにもならない……。そりゃ、一度は由岐中さんの手の中に出してしまったけれど、

「あの夜は……ウィスキーと薬でラリってたからな……」

　素面で男に扱かれてもきっと勃たないと思う、と僕は自分の股間を見下ろした。

　そこは「やっぱり、無理でーす」と言っていた。

「ま、いっか……」

　由岐中さんには「一方通行で結構です」と言えばいい。由岐中さんが満足してくれれば、僕はそれだけで嬉しいのだ。

　僕は気合を入れて浴槽から飛び出した。

　素っ裸の腰にタオルを巻くと、ほとんどリングに向かうボクサーの心境でリビングへと歩いていく。

　由岐中さんは何も知らずにバスローブ姿で、缶ビールを飲んでいる。僕の姿を認め、「おう、先にやってる」と再び缶に口をつけた。

「お前も飲め」

　傍まで行くと僕は「先輩、自分とセックスしませんか」と言った。

「な……っ」

　由岐中さんは口の中のビールを吹き出す。唖然として僕を見上げた。

「いきなりなんだ！」

「その、自分は先輩が好きみたいです。でもムラムラはこないんで先輩を抱くことはできません。けど、先輩が自分を抱くのなら問題ないと思います」

　由岐中さんは缶をテーブルに置くと、首を左右に振った。

「問題ない……って、あのなあ……そういうこと、軽軽しく言われても困る」

　心外です、と僕は睨んだ。

「軽く言ってるわけじゃありません、十分に考えての発言です」

　由岐中さんは溜息をつくと立ち上がる。僕を見下ろし、真面目な表情になった。

　「ダイスケ、景山に辱められたとき、『軽蔑しないでください』とおれに言ったよな」

「はあ……」

　そう言った気がする。

「つまり……」

　由岐中さんは少し苦しげな顔になった。

「あそこに男のペニスを受け入れるのはお前にとっては軽蔑に値する、ってことなんだろう？　いいのか、おれとセックスするってのはそういう意味なんだぞ？」

　由岐中さんは僕の肩に手を置いた。

「特にその……あんなひどい目に遭わされて、ホモが大嫌いになるってこともあるんだ。ハルが言ってた、ホモフォビアって奴だ。おれは男だぞ、いいのか、男同士でも。しかもお前はおれのせいで酷い目に遭ったんだ。おれのことを嫌ったり憎んだりしないのか？」

　犯した連中を憎んでいる。それは確かだ。

　景山の奴も許せない。一生許さない、僕のプライドにかけて。けど、由岐中さんを嫌うなんてことはあり得ない。

　僕は真っ直ぐに見返す。

「うんとそのことは考えました。でも先輩とならいいです」

「しょうがないな、ダイスケ、どうなっても知らないぞ」

　肩に置かれた手に力がこもった。

　一瞬、怖い、と思ったがもうあとには引けない。精一杯元気な声で「大丈夫です」と言った。

「先輩なら痛くても我慢できますから」

「ダイスケ……お前は天然だな……」

　由岐中さんは身体を屈め、僕の肩を引き寄せるとそこに顎を乗せた。

「そんな健気なことを言ったら、本当にやっちまうぞ、おれだってそろそろ限界なんだからな」

　低い声で囁かれ、僕は「望むところです」と答える。

「いいんだな」

　僕の手首を摑むと、由岐中さんはベッドルームへと歩いていく。

　ベッドに押し倒され、覚悟は決めていたものの、僕は思わず眼を瞑った。すると熱い胸に抱き込められる。

「いいんだな」

　もう一度尋ねられ、僕は目を閉じたまま黙って首を縦に振る。

「眼を開けてくれ、どうも処女を無理やりやろうとしてるみたいでかなわん」

　困りきった由岐中さんの声に僕は吹き出した。眼を開けると由岐中さんはほっと息を吐き、バスローブをはだける。僕のタオルに手をかけた。

「確かに……スタンバってないな」

「すみません……」

　謝ることはない、と由岐中さんは唸る。僕の顎をとらえ、指で唇に触れた。

「じゃあ、キスしてみるか。この前はキスで勃っちまったからな」

　あれは、と僕は反論した。

「ラリってたからです！」

「はいはい」

　ちょっと馬鹿にした態度にむっと来たが、確かに由岐中さんのキスは上手い。柔らかくて熱いものが僕の口の中を這い回る。奥まで入れられ、苦しくなったが構わずに僕も舌を動かし、応える。普通、男に舌を入れられたら、ぞっとするだろう。でも由岐中さんのは平気だ。というか、気持ちいい……それは僕が由岐中さんを好きだからなんだ……。

　やがて熱が深いところから昇ってきたのを感じ、僕は口を離して自分の下腹を見た。由岐中さんにも判ったようで、笑いながら、「おい、スタンバったようだな」と僕のモノへと手を伸ばす。

　だが触れる前に「やめとこう」と引っ込めた。

「この前は触ったらすぐ出ちまったからな。もったいない」

　心外です、と僕は口を尖らせた。

「あれはラリってたからです！　普段はそんな早くありません」

「判った、判った」

　言いながら由岐中さんはバスローブを脱ぎ捨てる。僕の手を下へと導いた。

「これをお前のあそこに入れるからな」

　触れたものの太さと固さに僕は緊張した。うんとうなずき、痛みに備えてぐっとシーツを握り締める。その様を見て由岐中さんが「安心しろ」と呼びかけた。 
　

「痛くはしない。これを使うからな」

　ごそごそとサイドテーブルを探り、引き出しからラミネートチューブを取り出した。

「これは？」

「その、こういう時に使うゼリーだ」

　ずいぶん用意がいい、と僕は首を捻る。

「ひょっとして僕が先輩を誘うの、予想してたんですか？」

　由岐中さんはキャップを開けながら渋い顔をした。

「訊くなよ、訊くと答えなくちゃならないだろう？」

「なんか、まずいんですか？」

「うう……」

　唸ったが由岐中さんは「実は……いつか必ずお前を落としてやろうと決心してたんだ」と白状した。

「それで買っておいたのさ」

「ええっ、いつからです？」

「お前が初めて泊まった夜からだ」

　ああ、あの、と僕は思いだした。

「その、パンツいっちょうで先輩の前に……」

　まあな、と由岐中さんはちょっとへらへらする。

「あのヌードでまいってな……」

　そうか、それでタオル姿にあんなに驚いたのか。知らなかった……。

「あのときから僕のことを……」

　けど、ひどく嬉しそうにラミネートチューブからゼリーを搾り出している由岐中さんは妙に可愛かった。まあ、いいか……どっちにしろやるつもりだったんだから。
 
　やがて後ろにゼリーが塗られた。すぐに指を入れず、由岐中さんはあの部分をマッサージする。むず痒さに僕は身体を捩った。

「くすぐったい……」

「我慢しろ、痛いよりいいだろう？」

「そ、そうですけど……」

　なんだかとてつもなく変な感じだ……だいたい、あそこを触ることなんてあんまりないのだから。それを他人が指で弄るなんて……。

　ゼリーが溶け、指が動くたびにグチュグチュと言う音がする。痒いだけでなく、あそこが熱くなってきて僕は焦った。

　やがてツプリと指の先端が入ってくる。予想していた痛みはなかった。

　僕の表情をうかがいながら由岐中さんは指を進めていく。指は内部を探っている。

「そうか、こっちの方向だな」

「はあ？」

「いや、まだよく開いてないからな……傷つけないようにしないとな」

　初心者の僕には不明だが、まあ、任せておけばいいだろう。僕は指を入れやすいように膝を立てた。

　指は深くまで入ると今度は中で動き出す。深く、浅く、また深く……。それだけでなく、こねたりかき回したりと自在に動く。

　この前、乱暴されたときはひたすら痛かったが、今はなんだか気持ちがいい……。
「広がってきたぞ」

　由岐中さんが言い、指をもう一本差し込んできた。

「あ……」

　指の動きはもっと複雑になった。下腹全体にむず痒さが広がり、僕は喘いで由岐中さんの手首を掴んだ。

「も、もうやめてください」

「バカ、ここでやめられるか」

　荒い息と共に由岐中さんは激しく指を動かす。

「ああっ、そ……」

　僕が顔をしかめると、指の動きが止まった。

「どうした、痛いのか」

「じゃなくて……変な感じです」

「なんだ、感じてるんじゃないか」

　ええっ、と由岐中さんを見上げる。

「そうなんですか？」

　答えずに由岐中さんは僕のモノを指差した。

　それはさっきより嵩かさを増し、先端から液を滲ませている。

「ホントだ……」

　由岐中さんは笑いながら僕のモノを空いている片手で摑んだ。

「先に一回、達かせてやるよ。それからのほうが緊張が抜けて入れやすいんだ」

　今度も僕は逆らわずに由岐中さんに決定権を委ねた。何しろ向こうは先輩なのだから。

　由岐中さんは前を扱き、同時に内部の指を動かす。今まで感じたことのない刺激に僕は喘いだ。

　気持ちのいいポイントを擦られると、僕のペニスがビクビクするのが判る。そのリズムでサキッポを扱かれるとめちゃくちゃいい……。自分でするよりずっと。

「せ、先輩、先輩は上手……です」

　由岐中さんは笑って僕の唇にキスをする。

「どうだ、いいか、ダイスケ」

「い、いいです……こんなのは初めて……だ……」

「だろうな」

　前から出る液と溶けたゼリーのせいで、グチュグチュいう音はどんどん大きくなる。いつの間にか僕は足を大きく広げて投げ出し、由岐中さんの動きにあわせて腰を捩っていた。

　やがて熱い塊が狭い道を昇ってくる。

「せ、んぱいっ」

　僕は背を弓なりに反らして叫んだ。

「も、で、出ますっ」

「遠慮しないで出せ」

　由岐中さんは荒々しく前を扱く。あっさりと僕はその言葉に従った。

　飛沫しぶきを上げ、まだがくがくと震えている僕を由岐中さんは折りたたむ。

「入れるぞ」

　僕の答えを待たず、内部の指が引き抜かれる。直後、熱く太いモノが侵入してきた。

「は……ううっ」

　指よりもかなり太く、やはりきつい。犯されたときの恐怖で本能的に筋肉が収縮し、拒もうとする。だが到達直後のため、身体に力が入らない。

　狭い部分に首尾よく太いモノはもぐりこむ。

　それでもまだ文字通り先が長かった……。

　僕は必死で腹式呼吸を繰り返す。

「ま、まだですか……」

「ううむ、まだ三分の一ぐらいだな」

　ひーっとなったがもうここまで来ればどうしようもない。

「うう、まさに毒を食らわばそれまで、ですね……」

「バカ、協力しろ」

　悪戦苦闘の末、なんとか僕は最後まで受け入れることができた。

　苦しい。

　指より何倍も太いそれは身体の真ん中を貫き、内側から僕を圧迫している……。痛くはないけれど、異物感で吐き気がする。息を吐いても吸っても先っぽが口から出そうだ……でも犯されたときに感じた吐き気とは違う。あのときはおぞましさと惨めさからの吐き気で……。

　中に入ってるのが由岐中さんのなら……我慢できる……。っていうか、なんだか嬉しい……。由岐中さんの逞しい身体にぴったり密着していると、今までにない感情が湧き上がってくる。

「なんか……変です……自分はちょっと感動してます」

　由岐中さんの首にしがみついて囁いた。男同士で繋がってそんないいものかと思っていたが……。

「単なるセックスだけじゃなくて、なんというか……本物の相棒バディになった気がします」

「ダイスケ……」

　由岐中さんの大きな掌が僕の髪をくしゃくしゃにする。

「お前は……天然だなあ、可愛いよ」

　由岐中さんは僕の腰を抱えると動き出した。最初は腸が破れそうで怖かったが、だんだん慣れてくる。あそこが広がったのか、圧迫感もなくなった。むず痒いところをこねられると、さっきの指より断然気持ちいい。なんと言っても指よりうんと太いく、その上、奥まで届く……。なんだかうんと奥までむず痒くなっていて……もっと、ああ、奥まで……入れて強く掻き回して……由岐中さん……。

「ああ、そこ……」

　固いものの先端は痒いところをこねたかと思うと退いてしまい、僕は失望の溜め息をもらす。背を反らし、股を精一杯開いて由岐中さんを呑み込む。もっと深くまで入れて欲しくて……。

　こんなところを男のモノでかき回されて、こんなに感じるとは思わなかった……。

　僕のペニスはとっくに大きくなっていて……。

「ああっ、はあっ」

　喘ぐと由岐中さんがその息を掬う。

「いいか？」

「は、はい……ば、ばっちりですっ、せ、先輩は？」

「おれもすごくいい」

　僕は嬉しくなった。由岐中さんによくなってもらいたい。

「せ、先輩、自分のでよくなって下さい」

　由岐中さんは「可愛いことを言うな、ダイスケ」と笑う。

「お前もよくしてやるよ」

　由岐中さんの動きが激しくなる。擦られる内部はもう熱くなって、溶けそうだ……。むず痒さはいつの間にか違う感覚にすり替わっている。こねられると奥から何かがペニスの先端へとせり上がってくる。もう先っぽから出てしまいそうだ……。

「いいか、ダイスケ？　もっとか？」

　答える余裕がなくなっていく。

「ああっ、いいっ、いいっ」

　僕は知らない間に叫んでいた。







　由岐中さんが二回戦を終えるころには、僕はへろへろになっていた。掠れ声で「少し休ませて……」と呻く。

「ダイスケ、大丈夫か」

　由岐中さんは僕のへばり様に気がつき、慌ててミネラルウォーターを持ってくる。喉を潤し、なんとか声が出るようになった。

　由岐中さんはバスローブに僕をくるみ、自分は裸のまま隣に身体を横たえる。僕を胸に抱き寄せ、「ちょっと苛めすぎたか？」と顔を覗き込んだ。

「いいえ、苛めただなんて。すごくよかったです」

「ダイスケ……」

　僕はすっかり気分がよくなり、続ける。

「こんなにいいなんて、知りませんでしたよ！」

「あのなあ……」

　由岐中さんは呆れ顔になって僕の髪をクシャクシャと乱す。

「普通はそんなに最初からよくないんだぞ。おれが特別巧いんだ」

　へえ、と僕は考えた。

「そうなのか……だから景山は先輩に執着するんですか？」

「ううむ……」

　由岐中さんは答えず、僕の唇を奪う。長いキスが終わると、僕を胸にぎゅっと抱いた。僕は熱い胸に頬を寄せる。

「先輩、自分はあれから紗耶香さんに会いました」

「なんだって？」

「ほら、この前の非番の日……」

　僕は紗緒里に「バレーの発表会を見に来て」と請われていた。

「芝公園の近くのホールで、紗緒里ちゃんと紗耶香さん、それから紗耶香さんの旦那さんにも会ったんですよ」

　紗耶香は「紗緒里は地元の小学校へ入れることにしました」と僕に告げた。

「でも週に一回はバレエの練習に来ますから、また是非遊びにきてね」

　紗耶香の夫・明夫も今は紗耶香から全てを知らされていて、僕に感謝してくれた。僕は紗耶香との会話を由岐中さんに語った。

「明夫さんはとっても優しそうで……紗耶香さんを熱愛するあまりの浮気調査だったみたいですよ？」

　ううむ、と由岐中さんは唸った。

「紗耶香は優しそうな男がタイプなんだよな、ダイスケ、お前みたいな。宇津木明夫も優男だろう？」

「ええっ、そうかなあ？」

　由岐中さんは僕の顎に指をかけ、上向かせる。

「うん、絶対お前はタイプだよ。だいたいな……」

　由岐中さんは景山に紗耶香と結婚しろ、といわれたときのことを話す。

「おれは偽装結婚なんてするつもりはなかったし、紗耶香に全くその気がなかったんで流れたけどな」

「でもなぜ景山は先輩がゲイと知っていながら、紗耶香さんを紹介したんです？」

「そこがあいつの悪賢いところ、というか……多分、おれを自分に縛り付けるためと、それから元刑事局長のおれの伯父と親戚になるため、かな……おれとの縁組が巧く行かないと判ると、すぐに別の縁談を……」

　そこまで言うと、由岐中さんは黙り込んだ。眉間に深い皺を寄せ、天井を睨む。しばらく考え込んでいたが、ペットボトルに手を伸ばす。
ベッドから上半身を起こし、口をつけて飲み干す。

「ダイスケ……もう一度おれは景山に会う」

「ええっ？」

「どうしてもあいつの口から聞きたいことがあるんだ。お前は会いたくなければ来なくていい」

　まだ裏に何かあると由岐中さんは考えているのだろう。

「自分は先輩の相棒ですから、どこにでもついていきます」

　そう言うと、由岐中さんはにっと白い歯を見せる。僕に覆い被さると「それじゃあ、第三回戦、行くか」と囁いた。

「ええっ、もうですか」

　僕の泣き声に構わず、由岐中さんはすぐに体勢を作る。

「これぐらいでネを上げてるようじゃ、体力不足でいい刑事には成れないぞ」

「いい刑事」！　その一言には弱い……。

「判りました、頑張ります！」

　僕は大声で答えた。








　深夜のカンファランスルームは人影がなかった。
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　弧を描いたガラス窓の外には相変わらず宝石をちりばめたような東京の夜景が広がる。マルチビジョンにはなぜか今夜は昭和のニュース映像が映し出されている。
六十年安保、浅間山荘事件、ダッカ事件……。

「あいつのリクエストだな、これは。嫌味な奴だ」

　由岐中さんは呆れ声で言う。

　扉が軋んで、演壇の奥から人影が現れた。黒いスーツの男は階段をゆっくり上がってくる。

「忙しいのに呼び出すとは……ユキ、何の用だ」

　景山は由岐中さんを見上げる。

「どうしても知りたいことがあってな」

　由岐中さんは腕を組むと景山を睨んだ。

「紗耶香に宇津木明夫を紹介したのは、確か鈴木国之だったよな。鈴木国之は警察庁ＯＢ、いわばあんたの上司だ」

「だから？」

　景山は眼鏡を取ると、ゆっくりスーツのポケットに挿す。

「あんたは根本的に冷たい男だ、目的のためなら身内でも利用する。紗耶香とおれを結婚させようとしたのもそうだった」

　景山はクスクス笑い出した。

「あれが巧く行けばなあ……ユキ、君は一生私から離れなかったのに」

「おれが駄目となるとすぐに鈴木国之に持ち込んで縁談をまとめたんだろう？　今回のことはすべて景山、あんたが仕組んだことなのじゃないか？」

「どうしてそこで飛躍する？」

　景山はじっと由岐中さんを見ている。

「大坪政彦が政治家の裏金造りに手を貸すようになったのも、鈴木国之を介してだそうじゃないか」

　大坪邸を辞するとき、紗耶香がそう言っていたことを僕は思いだした。

　由岐中さんは厳しい声で続ける。

「景山、あんたは今度の件を極秘に処理したことで、複数の政治家に恩を売ったことになるな」

　だが彼らは暴力団との取引に応じたという事実が残った。

「表ざたになれば、政治家にとっては命取りになる。恩を売っただけでなく、もう一歩進んで奴らの首の縄を握ったわけだ」

　景山は大げさに肩をすくめた。

「もともと紗耶香や大坪政彦の失態だ、私の身内が原因なのだから、そのことで彼らを窮地に陥れるわけはないだろう。それを表ざたにしたら、大坪の会社は信用を失墜し、一気に潰れてしまうよ。取引をした私だって、一蓮托生だ」

「それが奴らを信用させる巧い言い逃れだって言うんだ。たまたま、紗耶香がベンツを借りた日に、そしてたまたま塾へ送っていったとき、たまたまパソコンを盗られ、それがたまたま○龍会の手に渡った、ってか？　誰がそんな偶然を信じるか」

「そうかな、世の中には天の采配というものがあるんじゃないか」

　由岐中さんが拳を握りしめたので、僕は思わずそばに寄った。だが由岐中さんは「安心しろ」と眼で合図する。

「あんたに『天』なんて言われたくないな。ちょうどあの日に紗耶香が父親のベンツを借りるということを、あんたなら知る立場にあったろう」

　由岐中さんは表情を緩めずに続ける。

「車上荒らしを命じたのはあんたなんじゃないか」

「そんな回りくどいことをしなくても、私なら直接大坪の家からデータを持ち出せる。政治家の弱みを握りたければとっくにそうしているよ」

　常識的にはその通りだ。

　だが景山は常識のはるかに上を行く頭脳を持っている、と由岐中さんは思っていたのだった。

「脅迫なんて素人のやるようなことを景山、あんたがするわけないだろう。警察官僚としてはまだピラミッドの下のほうにいるあんたは、そこまでの違法行為を堂々とできる立場にはいない」

　それに、と由岐中さんは続ける。

「あんたが持ち出せば、出所はすぐわかる。大坪も紗耶香も、紗耶香の夫も立場はなくなる。一度しか切れないカードにするには惜しい、そういうことだろう」

　全てを自分のカードとして利用する。身内の愛情も。そして恋人も。その冷たさに気がついたとき、由岐中さんは……。

「黒幕は最初、鈴木国之かと思ったが……鈴木を介して紗耶香を宇津木明夫に紹介したときから、あんたは今度のことを企んでいたんじゃないか？」

　確か、と由岐中さんは景山から視線を外す。マルチビジョンには今度は成田闘争の映像が流れていた。

「鈴木国之は憲法改正と有事立法の急先鋒だったな……景山、あんたの考えと合ってるな。今回のことはどっちの発案なんだ？」

「考えすぎだ」

　だが景山はひどく嬉しそうだった。

「ユキ、君は頭がいい。出身大学のわりに、ね」

　映像は今度は９・１１に変わった。音もなくツィンタワーが崩れていく。

「今回、恩を売ったのは何人だ？　何票、手に入れた？　あんたが理想とする、個人の人権を著しく狭める戒厳令マーシャルロウが国会を通る日が近々、来るのではないのか？」

　景山はゆっくりと眼鏡をまた鼻に乗せる。肯定も否定もしなかった。きびすを返すと階段を降りていく。

　シューッと溜め息を漏らして扉が閉まり、僕たちは二人、マルチビジョンの消えた闇に残された。







　外へ出ると、ビル風が激しい勢いで吹いていた。

　眠らぬ街には人が溢れ、高層ビルの窓からは光が流れ出ている。スーツ姿のビジネスマンに混じって、どうみてもロウティーンといった若者たちも多い。すでに終電は出た時刻だ。始発を待つ間、この街のどこで過ごすのだろうか……。

　中年のオッサンがルーズソックスの少女二人組に歩み寄るのを見て、僕たちは足を止めた。

「おい！」

　由岐中さんの呼びかけにスーツ姿の中年男はむっとして振り返る。

「君たち、うちはどこだ」

「なによぉ」

　言い返す少女に由岐中さんは警察手帳を見せる。

「タクシーを拾ってやるからすぐ帰るんだ、いいな」

　中年男はいつの間にか消えていた。

「これからこの国はどこへ行くんだろうなあ……」

　ハザードを点滅させながらスピードを上げるタクシーを見送って、由岐中さんは溜め息をついた。

「厳しく取り締まればいいというものじゃないが……そういった声が出るのも確かに理解できるけどね。法改正はどこまで突っ走るのかな……」

「大丈夫ですよ、そうじゃない人はどこにだっていますから」

　僕は自信を持って答える。世話になった永瀬さん夫婦みたいな人は、きっとたくさんいるはずだ。熱いハートをちゃんと持った人は。

「行き過ぎた法改正だって、僕たちは選挙でノーと言えばいいんですから」

　ううむ、と由岐中さんは首を傾げる。

「先輩も言ったじゃないですか。自分らは捨て石でいいって。そして地面を這って色んなものを探すって。きっといいものが沢山見つかりますよ」

　景山みたいなキャリアや官僚は頭がいいだろうけど、ハートがない。

「石ころをバカにするなってことですよ。自分、今まで選挙を棄権したことがないのが自慢です」

　選挙権が得られてからは、警官は勤務が不規則だから必ず不在者投票をしていた。

「ええっ、おれは結構棄権したことがある」

「駄目ですよ、先輩！」

　僕は真面目に抗議する。

「きちんとイエス・ノーを言わなきゃ！」

「お前って熱血だなあ」

　ガシガシと頭を掻くと、由岐中さんは僕の傍に寄った。大きな掌で僕の髪をくしゃくしゃに乱す。

「似た者同士ですかね」

「そうかも知れないな……」

　だから好きになったんだ、と由岐中さんは顔を寄せて囁いた。







　並んでマンションへと戻る間、色々なことを僕は考えていた。

「どうした、ダイスケ、黙ったりして」

　先を歩いていた由岐中さんが足を止め、振り返る。

「いえ……この一ヵ月の間に色々学んだな、と」

　いつの間にか、心に浮かんだある思いのせいで僕の歩みは遅くなっていた。

「そうだな」

　僕が追いつくと、由岐中さんは並んで歩き出す。

「もうじき実務研修も終わりですね……」

「そうだな」

　そうなると、六本木署を去らねばならない……。由岐中さんの傍も……。

　また黙ってしまった僕の肩に由岐中さんは手を掛ける。

「まあ、遠距離恋愛もいいんじゃないか？」

　それは、と僕は由岐中さんの笑顔を見上げた。

「自分は先輩とこれからも……」

　近づいてくる精悍な顔に僕は目が釘付けになる。

「何も言わなくていい。眼を瞑れ」

　熱い唇が押し当てられる。言葉は要らなかった。

　僕は眼を開け、微笑んでいる由岐中さんに言ってみる。

「男同士っていいもんですね」

「バカッ、声が大きい！」

　何を言ってるんだ、この人は？　道端で大胆にキスしておきながら……。

　唖然としたけれど僕は「すみません」と素直に謝った。僕は見習い。先輩刑事を立てなくてはいけないのだ。なんだか意味深だけど。
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「ええと、みんな、集まれ！」

　朝の刑事部屋に刑事課長の声が響く。

「今日から配属になった城崎大輔君だ」

　僕は身体を二つに折ると「宜しくお願いします！」と大声で言った。

　上体を起こすと同時にぱっと敬礼する。

「おう、よく帰ってきたな！」

　ガンさんが寿司屋の湯飲みを机に置くと、手を振った。

「宜しく」

　急須を手にした新藤刑事が給湯室から顔を出す。

「城崎君、明日からは君がお茶係だ、三十分早く来いよ」

　一番下っ端から抜け出したので新藤刑事のハンサムな顔は嬉しそうに笑っている。

　こっちに片目を瞑って見せたシオさんは、経済新聞を読んでいて相変わらず銀行員のようだ。

「城崎君、この前の必要経費、降りたからね、あとでハンコ」

　野瀬主任が禿頭をハンカチで拭きながらデスクから顔を上げる。

「ダイスケ、行くぞ！」

　刑事部屋の戸口から由岐中さんが僕を呼んだ。

「はいっ」

　僕は大島課長に目礼し、由岐中さんのところへ飛んでいく。

「まったく、犬コロみたいだな、ダイスケは」

　ガンさんに笑われたが、僕の目にはもう由岐中さんしか映っていない。

「今日は割り当てられた地区を全部あたるからな、覚悟しろよ」

　由岐中さんは階段を降りながら僕を肩越しに見る。

「はいっ」

　追いついた僕に由岐中さんは囁いた。

「その……大丈夫か？　昨日は久しぶりだったから手加減できなかったんだ」

　実を言うと、ちょっとまだ腰がだるい。でも刑事は体力が勝負、こんなことで弱音は吐けない。

「いいえ、先輩はすごく上手ですから大丈夫です」

　大声で答えた僕の頭を由岐中さんがぐいと押さえる。

「バカッ」

「すいませーん」

　刑事任用試験の最終段階、面接試験に合格した僕が配属されたのは六本木署。

　僕の刑事人生と恋は一ヵ月前ここから始まった。

　そして今日、どっちもここから続きが始まる。

　名刑事になれるよう、そしていい恋になるよう、日夜努力するぞ！　と僕は心の中で誓った。

終　　　
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　地上四十二階から見下ろす夜景はいつもと変わらない。底辺で蠢いている連中が見れば漆黒のビロウドに捲かれた宝石のようだと感嘆の声を上げるだろうが、とっくに見飽きた。

　景山正義はすぐに正面にある大きな窓から目を逸らし、受付の男に眼で合図する。男は個室のカードキーを恭しく差し出した。

　深夜の二時。ロビーに人影はいない。

　だが景山が歩き出すと、ソファで本を読んでいた年輩の男が立上がった。男は景山の前を歩き、個室に入る。その前を通り過ぎ、ルームナンバーを確認した。分厚いベージュの絨毯を踏み、自分のカードキーを使って個室に入る。　パソコンの載ったデスクへと近寄った。

　週に三回、この会員制ライブラリを使用している。二十四時間利用でき、プライバシーの保護もまあまあだ。

「なんという逆説パラドックスだ……」

　くすりと皮肉な笑いが唇に浮かぶ。警察組織に属する自分は常に周囲から自分を護らねばならない。どこにいても監視の目がつきまとい、どんな些細なミスも命取りに成りかねない。周り総てが敵なのだ。ピラミッドの頂点を目指すためにはやむを得ないことだが。

　ライブラリの個室間のＩＰ電話は傍受することがほとんど不可能だ。景山はそのために利用している。ここまでやる必要はないのかも知れなかったが、携帯の着信履歴すら筒抜けになってしまうようでは、用心に越したことはない。

「景山さん、まずいことが起こりました」

「話せ」

　通話が終了すると景山は細い眉をひそめ、人指し指で頬を押さえる。

　あの男に首を突っ込んで欲しくはない。

　由岐中ゆきなか助たすく。

　いっときだが少なからず愛さえ感じた男だ。もちろん飼い犬に対する愛情のようなものだが。

「あのころも馬鹿な男だったが、相変わらず馬鹿な男のままだ……」

　出世が閉ざされると明らかに判るのに、信念を曲げない。どころか、愚かにも正義感だけで行動する。それも愚直なまでの正義感で。

　景山は深々と革張りのデスクに背をもたせかけた。眼を瞑ると細い指でこめかみの辺りを揉む。

（あの男もよく疲れたというとこうやって……）

　また皮肉な笑いが浮かんだ。

「これではまるで、別れた恋人のことを想っているようではないか」

　そんな感情ではない。それは例えば、自分の家から逃げ出した犬が、道端でごみ箱を漁っているのに出くわしたような、いわば憐憫の情に近い。

「私のところにいればずっといい思いができたのに……」

　ユキは可愛い奴だった。歯向かいさえしなければ、今も可愛がっていたのに。

　景山が由岐中に出会ったのはもう六年も前だ。

　東京で起こったテロ事件。あの事件で景山は警察官僚を目指すと決めた。親しくしていた東大の先輩が事件で不慮の死を遂げたのだ。

　尊敬している男だった。

　なんという無意味で不条理な死だろう。ただそこに居合わせただけで、これから日本の将来を背負って立つような優秀な人間が人生を奪われるなんて。しかも無知蒙昧な愚か者どもに。

　彼の無念を思うと今でも鳥肌が立つ。こんな事ではいけない。命には優先順位があるのだ。生きる価値がある人間は優先的に生かされねばならない。

　その代わり、選ばれた人間は地表に蠢く矮小な生き物を幸せに導いてやる義務がある。そのためにこそ「noblesse oblige(高貴なる義務)」という言葉があるのだ。

　そのとき大学二年だった景山は、亡くなった男と一緒のゼミで司法試験を目指していた。

　権力にはもともと、魅力を感じていた。だが判事になってどうなるというのだ。確かに法廷では全能だ。しかしその権力はたかだか被告席に座っている人間に及ぶ程度だ。

　では検事は。

　無能な警察に腹を立て、カチコチの世間知らずの判事が出した判決にほぞを噛む。そんなことに生きがいがあるとは思えない。

　弁護士などもってのほか。どうみても有罪の連中をなんで弁護するのか。

　正義はどこにあるのだろう。

　翌年、首尾よく司法試験は受かったが、景山は研修を受けるつもりはなかった。

　まず、アメリカで行われるとあるプログラムに申し込んだ。民間の会社が組んでいるもので、企業のトップエリートを対象とした色々なコースがある。誘拐・監禁された場合身代金が支払われるまで犯人グループといかに過ごすか、とか、グループ内にライバル企業への内通者がいる場合どう対処するか、など、主に危機管理の教育プログラムだ。

　景山が選んだのは高地コロラドでの六週間に渡る過酷なサバイバル体験だった。ＦＢＩや海兵隊出身の教育係と十数人の参加者とともに山岳地帯で訓練を受ける。自分の限界を知りたいために参加を決めた。

　日本人はもちろん景山一人。

　男だけでなく企業のトップにいる女性もいて、同じメニューを消化した。大学に入ってからこっそりマーシャルアーツの道場に通っていたので体力にはかなり自信があった。だがそのプライドは見事にうち砕かれた。

　それでも一種の快感を景山は味わった。

「人間はかくも弱いものか」

　厳しい訓練に大の男が反吐を吐き、泣きじゃくる。自分の情けない姿に怒りを爆発させ、子供のようにすねる。黙々とメニューをこなすのは概して女性で、意外に女のほうが打たれ強いのだと景山は知った。

　キャンプではフリーセックスで、人間は限界に置かれると動物の本能を取り戻すようだ。男も女も構わず交わった。単にストレスを解消するための行為で、ジョギングとさほど変わらない乾いたものだった。

　そこで男の味を覚えた。

　大学時代から性的欲望が同性に向けられている自覚はあったが、司法試験を目指し勉学に勤しんでいる間は試す暇がなかった。今回、男と寝てみて自分の性嗜好は同性だと確信した。今までも異性とセックスをしてそれなりに快感を得ていたが、同性とのセックスはかなりよいことが判った。

　しかも景山はセックスにおいて自分が相手を支配する確率が高いことを知った。

　そのことも収穫だったが、参加して得た最大の成果は怒りを制御するするすべを学んだことだった。

「怒りを感じる動物は人間だけだ」

　訓練の最中、元海兵隊の教官が吼えた。

「怒れ。怒りのエネルギーは何よりも大きい。おれに対して怒れ。おれを憎め。おれを見返してみろ。そうやってゲットーから生還した連中は沢山いる」

　教官は腕立て伏せの途中で倒れた景山の髪を摑み、引き起こす。

「だが怒りで理性を曇らせるな。そんなのは愚か者がすることだ。瞬時の判断に感情を交えてはいけない」

　怒りを覚えると、そのたびにあのコロラドのキャンプを思い浮かべるようになった。

　真っ青に晴れ渡った空。

　高地ならではの濃い青だ。

　最後の日、教官はその空を指さした。

「昔、この辺りには結核患者の療養所があったのさ」

　治療薬のなかったほんの五、六十年前は空気のよいところで静養するしか助かる道はなかったのだ。それで高地スイスと同じに療養所が建てられていた。

「ＯＫ牧場の決闘、知っているだろう？　あのドク・ホリディもコロラドの療養所に入っていたのだ」

　そういうことなのだ、英雄でさえも。

　肉体はかくも弱い。

　鍛え上げた男でさえ、より強い力には太刀打ちできない。当たり前のことだ。

　では真の力とは。

　帰国して景山は国家公務員試験Ⅰ種を受けると父親に告げた。

「法曹界を目指すのではなかったのか」

　意外だ、と父親の目が言っていた。

「ぼくはねえ、それなりに正義というものを考えているんですよ、お父さん」

「ほう、どういう意味だね？」

「たとえば地下鉄テロ、あれは初動捜査のミスでした。最初から奴らを締め上げていれば、あれほどまでの惨事を起こさなかったはず」

「それはその通りだなあ」

「ですが、彼らに罪はありません」

　父親は怪訝な表情になった。

　景山は肩を竦める。

「罪を犯させたのは言い換えれば警察機構です。放置していたがために、彼らは極刑に値する罪を犯してしまった。可哀想に、もっと早く捕まえてやれば、あんなことにはならなかったでしょう。軽微な罪を厳しく取り締まることが、おろか者にとっての幸福なんですよ」

　父親はパイプに煙草を詰めながら息子の顔を見上げる。

「今の警察なんか犯罪抑止には役に立ちません」

「それでいてなぜ警察庁を目指すのだ？　Ⅰ種だったら財務・産業通産あたりが人気だろうに」

　景山はいいえと首を振った。

「ですからぼくが警察を叩き直すのですよ。怠慢な警察機構にメスを入れる。そして犯罪者の取り締まりを厳しくする。それが最終的には奴らのためにもなるのです。ぼくはいわば慈悲心から言っているのですよ」

　そこまで考えているのなら、と父親はパイプの吸い口をくわえた。

「まあ、お前が決めたのなら反対はできないなあ。いいんじゃないか」

「そうですか。受験前ですがすでに警察庁を廻っていますので、お父さんが反対しても関係ないのですけれどね」

　三男ともなれば、何をしようと勝手だ。父親は息子と同じように肩を竦めた。それでも「私の知り合いがいるよ」と言葉を繋ぐ。

「お父さんの知り合い？　警察庁にですか？」

　ああ、と父親はうなずく。

「だいぶ私より上で、もう退職したが、刑事局長にまで行ったからね。もうその上は次長と警視総監・警察庁長官しかないから、かなり出世した方だろう」

「へえ、それはすごいですね。どなたです」

　父親は一人の名を告げた。そして付け加える。

「残念ながら子供は三人とも娘でね。全然畑の違う男と結婚したとこぼしている。だが確か、甥が警官になったとか。随分と喜んでいるよ。なんでも優秀な刑事で、さすが血は争えないと言われると嬉しいらしい」

　景山はその名も記憶に刻み込んだ。

　警察大学校へ入学すると、三ヵ月の初任幹部課程教養という講座を受ける。

　朝からそれこそ深夜まで多量の知識を流し込まれたが、司法試験に比べればなんのことはない。同期の中でも景山の優秀さは際だっていた。さらにいつの間にかアメリカで特殊訓練を受けていたことが知れ渡り、教官にも一目置かれるようになっていた。

「期待している」

　何度かその言葉を掛けられた。

　異例のことだった。

　そして。

　かねてから希望を出していた通り、喜多見署で実務研修を受けることになった。

　由岐中を使命したのはさほどの目論見があってのことではない。ただこの世界は人脈が必要だと、警察大学でも散々言われていた。人脈とはすなわち情報であり、巧く自分の人脈を作り上げることが成功への鍵だ。

　それは捜査畑でも公安部でも同じなのだ。

　碁を少しばかりたしなんでいる景山は初手の白石に由岐中を当てることに決めた。

　これからは多くの捨て石が出てくるだろう、そんな風にも思った。

　…………

　過去に想いが彷徨っていることに気づき、景山は顎の下で組んでいた細い指を解く。

　由岐中が○龍組を探っている。

　情報提供者からの連絡があった。

「どこから感づいたのだろう……」

　由岐中は今、六本木署だ。あそこの暴力団係は強行犯係に一斉の情報を漏らしてはいないはず。そして大坪は由岐中が六本木署にいることなど知らないのだから、相談をしたなんてこともあり得ない。

　だが由岐中だったら気づくことは十分あり得る。

　手を回して六本木署から移しておけばよかった。

　今さら遅い。

「ぼくとしたことが……」

　景山は唇を噛む。

「面倒なことになった……」

　この計画は遙か昔から練っていたもの。二年間、県警本部警備課長を務め、続いて北海道の小さな所轄署長を二年。これは粛正を命じられてのことだ。

　そこで問題になっていた「参考人呼出簿偽造」スキャンダルを徹底的に潰した。

　当時の所轄署で副署長を務めていたのは、本庁警備部参事官の恩師で、定年間近だった。

　大過なく副署長は定年を向かえ、地銀に天下っていった。

　そのあと、道警の一大スキャンダルが明るみに出たのだ。参考人呼出に支給される日当や旅費を遊興費に利用したという、いわゆる裏金造りのスキャンダルだ。

　景山は参事官に感謝された。

　もちろんその感謝には「褒美」を伴っていた。希望通りに四課課長となった今年こそ、実行の年と周到に準備を進めていた。

　四課には二年いる予定だ。そのあとはフランス留学が決まっている。インターポールの国際テロ対策課だ。

　今年がチャンスなのだ。すでに三ヵ月前から四課では一斉の段取りが進んでいる。今さら齟齬を来たせない。

　それでもなにやら唇の両端が持ち上がるのを景山は自覚していた。

「それでこそユキだよ……僕が期待していた通りだ」

　頑固でねばり強くて、決して狙ったものを逃さない猟犬のような男。理想の部下だった。セックスの相性もまあ良かった。

　だが今はもう、邪魔者でしかない。四課には知らせておかなければ。

　腕時計を確認する。景山は内ポケットから携帯を取りだした。

「私だ」

〈言わなくても判りますよ、こんな時間にかけてくるのはあんたぐらいだ〉

　眠そうな声が返る。四課の巡査部長、真壁まかべ勇いさむ。景山が道警から引き抜いた男だ。

　道警の四課で十年。限りなくグレイゾーンに踏み込んでいるという噂だった。同僚からは蛇蝎のごとく嫌われている。そういった男こそ使いでがあるのだ。

「もうじき道警は大変なことになる」

　二年前、景山は真壁を呼び出して告げた。

「同じ課に十年いた君は、多分僻地の交番当たりに飛ばされるだろうよ。私と一緒に来ないか」

　このままいれば君の悪行は暴かれるだろう、と付け足した。

　真壁に選択の余地はないと言ってもいい。たとえ出向という形でも天下の警視庁なら渡りに船だった。

　密会の場所を指定し、景山はフラップを閉じた。







　六本木交叉点近くのステーキハウスに景山は足を踏み入れた。

　二十四時間営業の店で、しかも台湾資本だ。台湾系のマフィアと繋がっていて、日本の暴力団関係者はここではおとなしくしている。四課にいる景山にとっては都合のいい店だ。

　個室にはＫ１グランプリ出場選手のような男が待っていた。

　大きな手でビール瓶を掴み、ラッパ飲みする。

「真壁君、あまりこういったところで下品な飲み方をしないほうがいいよ」

　真壁は血走った目を景山へ向ける。

「ススキノとは違うってか？」

「そうだ、これからも私と一緒にやっていくのだからねえ」

　真壁は肩を竦めると瓶を卓に戻す。景山を眺め、太い眉をひくりと動かした。

「あんたが笑ってるときはたいがい面倒なことを考えてるときだな……こんな時間に呼び出すって、また何かさせようってのか」

「そうだね」

　景山の前にワイングラスが置かれる。とぽとぽと真っ赤な液体が注がれた。

「ちょっと乱暴なやり方でお願いしたいんだ」

　真壁は呆れたという顔でビール瓶に手を伸ばす。

「おれの知り合いにまた頼む気か？」

　いやいや、と景山は首を振る。

「ショカツの奴にちょっと警告して欲しいのだ……君たちのやり方でね」

　真壁は再び眉を動かした。

「まあ、いいだろう。一斉を前にストレスが溜まってる連中がいるからね。喜んでやってくれるだろうよ」

　グラスを回して香りを楽しんでいた景山はにっこりして手を止める。

「真壁君、君は同僚の怒り煽るのが上手い。きっと上手くやってくれるだろう」

　もちろん、と真壁は景山を見つめる。

「で、誰だね。あんたの邪魔になってる奴って」

　一口味わうと、景山は控えているボーイにうなずく。真壁に視線を戻すともう一度にっこりした。

「由岐中。六本木署の強行犯係だ」

　ボーイがローストビーフの塊の載ったワゴンをい押してくる。

「真壁君、君もお相伴するかい？」

「もちろん」

　真壁はさっさとナフキンを取り上げる。

「俺を呼びだしたってことは、邪魔な奴の名を挙げるだけじゃないんだろ？　あんたに付き合うには肉の塊でも食っとかなきゃな」

　景山は真面目な顔で自分もナフキンを取り上げた。ボーイに合図を送る。

「そうだね、じゃあこの男には三人前切ってくれ」







　東中野の住宅街は静まりかえっている。

　黒いディアマンテはエンジンを止めていた。

　鬱蒼とした木立が築地塀の向こうに見える。

「○龍会ではなく、義○組を訪ねるとはな……ユキはいつも僕の予想を超える」

　携帯が震動し、景山は耳に当てる。

〈出てきました。二人ですが〉

（二人？）

　確か相棒はヘルニアで入院中のはず。誰か代わりに相棒を務めているのだろうか。

「同じショカツの奴だろう、構わない、一緒にやれ」

　携帯を仕舞うと景山は運転手に「出せ」と命じる。

「あの角で停めろ」

　リヤシートの窓を降ろし、景山は暗がりに目を遣った。唸り声と鈍い音が耳に到達する。

　人間を殴っている音だ。

　この音を聞くと身体が歓喜に震える。

　怒っている人間を見ることが好きだった。こいつはその怒りをプラスにできるのだろうか。景山の位置までその怒りのエネルギーで這い昇ってくる根性があるかどうか。飼い犬に相応しいかどうかそうやって見分ける。その目的もある。

「ユキ、お前はどうなんだ……もう一度、ぼくのところまで来る根性があるのなら……」

　眼を懲らすと、見覚えのある大柄な男の身体に隠れ、小柄で痩せたスーツ姿の男がいることが判った。

　遠目で人相は判らない。小柄な男は地面に引き倒され、四課の刑事に殴られている。ふいに大柄な由岐中がその男に覆い被さった。

「なに……」

　全身で小柄な男を庇っている。

「相変わらずだ……」

　景山は眼鏡を外すと胸のポケットに挿す。

「そうやってぼくのこともしょっちゅう庇っていたな、お前は……」

　目の前に飛んだ血しぶきの記憶が蘇る。

　そう、あれは喜多見署でのこと。となりの狛江署に捜査本部が立ち、喜多見署からは五人が参加した。

　交番の巡査がショクシツをかけた途端、サバイバルナイフで腹を刺されたという凶悪事件だった。

　容疑者の潜伏先をつきとめ、バックアップと共に突入、しかしもぬけの空だった。

　そこから引き返す途中、ふと立ち寄った工事現場に容疑者が潜んでいた。バックアップとはすでに別れており、由岐中と景山二人だけで追った……。

「景山さん、危ない！」

　由岐中の声と共に弾き飛ばされ、同時に分厚い胸に抱かれた。そして血飛沫が上がったのを見た……。

　由岐中が自分のために負傷したこと、そのことに感慨はない。部下は上司を守るものだ。

　だが警察病院の救急室で外科医が傷口を縫合しているところを見たとき、心が震えた。

　傷は筋肉層まで達していて、白い真皮の間から薄赤い筋肉が見えた……。

　それ以降、セックスが終ったあと傷痕を舐めるのが癖になった。

　由岐中を俯せにさせ、上に載る。汗ばんだ広い背中に頬を付け、舌を這わせる。左の肩甲骨の下。横に走った白い線に。

　あれは家畜の尻に刻んだ烙印だ。

　そして景山一人のものなのだった。

　景山は眼鏡を再び鼻の上に置く。

「久しぶりに顔を拝みたくなったな……」

　たまにはいいかも知れない。昔の男に会うのも。そしてあの傷痕を舐めるのも。

「出せ」

　運転手がうなずく。

「どちらへ？」

「六本木だ」

　ディアマンテは静かに滑り出す。

　景山はリヤシートに背をもたせかけ、由岐中の顔を思い浮かべる。

　細い指で両端の持ち上がった唇をなぞった。




終　　　
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！










[image: ]


恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！











[image: ]


情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。









[image: ]


東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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